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改
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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年11月15日発行（毎月1回15日発行）第516号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 算数「どちらが　ひろい」
小学2年　国語「かさこじぞう」 算数「三角形の定義」
小学3年　国語「わらい話を楽しもう」 算数「分数」
小学4年　国語「文と文をつなぐ言葉」 算数「変わり方調べ」
小学5年　国語「同じ読み方の漢字」 算数「単位量あたりの大きさ」
小学6年　国語「キャッチコピーを考える」 算数「文章題指導」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 算数「どちらが　ひろい」
小学2年　国語「かさこじぞう」 算数「三角形の定義」
小学3年　国語「わらい話を楽しもう」 算数「分数」
小学4年　国語「文と文をつなぐ言葉」 算数「変わり方調べ」
小学5年　国語「同じ読み方の漢字」 算数「単位量あたりの大きさ」
小学6年　国語「キャッチコピーを考える」 算数「文章題指導」

中学校の授業実践
英語「『全国学力・学習状況調査』にも
　　  対応するTOSS型英会話指導法」
公民「日常生活と教科書の内容を結び付け、
　　  学習内容の定着を図る」

特集 TOSS教師の
「超即効」働き方改革
TOSS教師の
「超即効」働き方改革

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

忙しさで“やりがい”を見失わないために
実力派教師が教える時短テクニック‼



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

v 8 h t g y
（ブイ・はち・エイチ・ティ・ジー・ワイ）

※有効期間：
　2019年11月15日～ 2020年2月14日ID：TL12ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「追究！　アクティブ・
ラーニングの向山型社会科授業」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、林健広氏の
「新学習指導要領の読み方」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

とびなわキング　
　800円（税込）
１回のご注文につき
「級別シール」を２種類
プレゼント！
パスワード：uhp8s4

鉄棒くるりんベルト　
　2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料
無料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料
でお届けいたします。
パスワード：afv6lp

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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向山洋一に聞く　　教育　 ＆

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

る
の
で
、
便
利
で
し
た
（
笑
）。
新
卒
時
代
の

お
金
が
な
い
時
代
で
し
た
か
ら
、
そ
う
い
う
こ

と
も
重
要
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
二
十
年
ほ
ど
た
っ
て
か
ら
、
自
宅

を
改
装
す
る
際
に
、
サ
ー
ク
ル
を
行
う
場
所
を

つ
く
り
ま
し
た
。
外
階
段
で
、
六
畳
二
間
く
ら

い
の
と
こ
ろ
で
す
。
二
十
人
く
ら
い
は
入
れ
る

場
所
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

自
宅
で
サ
ー
ク
ル
を
行
う
際
、
よ
く
、
私
の

母
が
お
や
つ
な
ど
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
話
題
に
な
っ
た
の
が
百
人
一
首
で
す
。

私
は
子
供
の
頃
、
母
に
百
人
一
首
を
教
わ
り
ま

し
た
。
同
様
に
、
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
た
ち
も
、

私
の
母
か
ら
百
人
一
首
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
れ
が
そ
の
後
の
﹁
五
色
百
人
一
首
﹂

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

自
宅
に
つ
く
っ
た
研
究
所
は
十
五
年
間
く
ら

い
使
用
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
回
の
引
っ
越

し
を
行
い
、
平
成
十
年
に
現
在
の
場
所
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
教
材

を
制
作
・
販
売
し
た
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務

局
会
議
、
青
年
事
務
局
会
議
な
ど
、
各
種
会
議

を
行
っ
た
り
、
全
国
各
地
で
大
き
な
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
り
と
、
か
な
り
大
所
帯
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

最
初
は
近
く
の
施
設
、
そ
れ
か
ら
サ
ー

ク
ル
員
の
自
宅
、
二
十
年
く
ら
い
た
っ
て

か
ら
自
宅
に
研
究
所
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
近
く
の
施
設
で
行
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
う
ち
サ
ー
ク
ル
仲
間
の
井
内
氏
の
自

宅
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
下
宿
で
一
人

暮
ら
し
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。
サ
ー
ク
ル
が

終
わ
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
飲
み
会
に
突
入
で
き

　サ
ー
ク
ル
は
い
つ
も
、
近
く
の
施
設
な

ど
を
借
り
て
行
っ
て
い
ま
す
。
向
山
先
生

は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
サ
ー
ク
ル
を

行
っ
て
い
た
の
で
す
か
。

　

向
山
先
生
は
現
在
、
中
央
事
務
局
会
議
や
青

年
事
務
局
会
議
な
ど
、
大
き
な
会
議
を
毎
月

行
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
最
初
は
サ
ー
ク
ル

の
先
生
の
下
宿
で
行
っ
て
い
た
と
聞
き
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
現
在
の
よ
う
な
研
究
所

を
設
立
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

サークルを行う場所
第４回



12 教科書の構造を見抜いて、ポイントを
絞った教材研究を行おう 松崎　力

14 どれだけ学び、実践してきたか。
５分の集中に「地力」が現れる  木村重夫

16 教科書を基盤に、
授業の型を教える  河田孝文

18 理科授業は片付けや
事前準備で効率良く  小森栄治

20 会議を減らす４つの手立て
 林　健広

38 国語 １年生でもできる、
ミニ討論  勇　和代

39 算数 「どちらが　ひろい」の指導
 関澤陽子

40 国語 「かさこじぞう」
 溝端久輝子

41 算数 ２年生には
定義が苦手な子が多い  小松裕明

42 国語 「わらい話を楽しもう」
 笠井美香

43 算数 １ｍを〇等分した
一個分の長さは？ 黒滝誠人

44 国語 「文と文をつなぐ言葉」
 安江　愛

45 算数 「変わり方調べ」は
表をノートに写させる  河野健一

46 国語 用例を検討させる
 石坂　陽

47 算数 まずは数値で混み具合を
比較させる 村野　聡

48 国語 キャッチコピーを考える
 竹岡正和

49 算数 文章題指導８つの定石
 林　健広

32 社会科「トレーサビリティ」を
「TOSSメモ」で授業する  塩谷直大

クラス全員が熱中するこの教材！
34 「聴ける」集団に変わる教材！

 広畑宏樹
35 学級崩壊を立て直す

「あかねこ名文スキル」（光村教育図書） 塩谷直大
35 TOSS︲SNSは

最新の授業実践の宝庫 前田吉法
36 研究主任日記　

学校の教育活動を創造する②  千葉雄二

60 ICT教育　
新時代教育の方向性 勇　和代

61 第五学年の算数「平均」で
「プログル」を活用する  塩谷直大

62 新卒三年目！　
「やまなし評論文」を追って 水本和希

63 欲求からその実現までの距離
 吉永順一

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」� 谷　和樹

65 予告なしの ｢土壇場｣ でも
下手を打たぬこと 伴　一孝

66 討論で言語運用能力を鍛える
 長谷川博之

67 課題をごまかしている子への対応
 笠井美香

68 『プロの資質を磨く若き教師の三年間』
 河田孝文

69 宿題は必要か？
 Ⓐ 許　鍾萬

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第九回
脳科学と感性工学の融合
 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
社会貢献活動で実感！　子供の成長
 原　郁乃

56 困ったスパイラルの防止策は、
子供と保護者への温かいまなざし 宮尾益知

57 不登校と特別支援教育
 小嶋悠紀

58 小数のわり算の筆算が難しい
 小野隆行

59 場面緘黙を考える　実践編③
私自身が療育場面で行っていること 下妻玄典

37 下校途中に、子供が他人の家のブロック塀を
壊した場合 Ⓐ 中井　光

50 社会 増え続けるゴミ問題「海洋プラスチック
問題とSDGs」その１ 川原雅樹

51 社会 増え続けるゴミ問題「海洋プラスチック
問題とSDGs」その２ 川原雅樹

52 道徳 「寛容」を育てる授業
 堀田和秀

53 英語 TOSS型英会話をやった後に、
「We Can! 1」を復習として扱う  加藤　心

54 英語 「全国学力・学習状況調査」にも対応する
TOSS型英会話指導法 広瀬　翔

55 公民 日常生活と教科書の内容を結び付け、
学習内容の定着を図る 上野一幸

26 特別連載
新時代の学校物語 21
向山指導課長日記 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
SDGsの授業プラン（その４）
 谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの

「日本の子育て」を復活させる
ための指針 水野正司

21 会議を１時間以内にするために
大切な５つのこと 並木孝樹

22 １年間を見通すポイント
振り返るポイント 笹原大輔

23「『教育実践』を数十倍する苦労と満足」の
真っ只中に身を置く 長谷川博之

24 年間の見通しをもち、
基本方針を示す 田代勝巳

25 読解力向上のための
指導法の工夫 原田朋哉

No.516CONTENTS 表紙：信吉 デジタル連動
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 6 大成功の絵画工作授業
教材「ゆかいな
ペーパーウエイト」  佐藤昌彦

 8 教師の微差力
当番表はチェックではなく、

「ありがとう」を言うために 久野　歩
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小嶋・小野二人の“特別支援教育の指導システム”
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警
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道標：教師としての高みを目指して
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年

２
年

３
年
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年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「追究!　アクティブ・ラーニングの向山型社会科授業」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集

₁₂ 2019
月号



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・

4 2019. 125

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

▲学習後のまとめ（ノート見開き２ページ）

　

調
べ
学
習
は
ペ
ア
で
行
わ
せ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

用
紙
に
ま
と
め
さ
せ
る
。
そ
れ
を
全
て
印
刷
製

本
し
、﹁
学
級
資
料
集
﹂
と
す
る
。

　

こ
の
﹁
学
級
資
料
集
﹂
を
使
っ
て
集
合
知
の

授
業
を
展
開
し
て
い
く
。

　

最
後
に
﹁
小
笠
原
の
空
港
建
設
に
賛
成
か
反

対
か
﹂
に
つ
い
て
討
論
を
仕
組
ん
だ
。

村む
ら

野の 

聡さ
と
し

東
京
都
国
立
市
立
国
立
第
六
小
学
校

１ 

学
習
問
題
の
作
り
方

　

社
会
科
で
は
﹁
学
習
問
題
を
作
る
﹂
と
い
う

作
業
が
単
元
の
最
初
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。

　

黒
板
を
使
い
な
が
ら
行
う
と
、
教
師
の
ね
ら

い
と
児
童
の
意
見
を
う
ま
く
折
衷
し
た
学
習
問

題
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

四
年
生
社
会
科
﹁
小
笠
原
﹂
の
授
業
。
ま
ず

は
小
笠
原
に
関
す
る
内
部
情
報
を
蓄
積
さ
せ
る

た
め
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
や
基
本
情

報
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
提
示
す
る
。

　

そ
の
後
、

﹁
小
笠
原
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
い
こ
と
を　

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
﹂

と
言
っ
て
幾
つ
か
書
か
せ
る
。

　

書
け
た
子
に
は
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ

る
。
そ
の
と
き
、
黒
板
を
三
つ
に
区
切
り
、
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
と
だ
け
書
い
て
お
く
。

　

教
師
は
あ
ら
か
じ
め
Ａ
が
小
笠
原
の
自
然
、

Ｂ
が
自
然
を
生
か
し
た
仕
事
、
Ｃ
が
自
然
を
守

る
活
動
と
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
決
め
て
お
く
。
し

か
し
、
こ
の
時
点
で
は
子
供
に
は
伝
え
な
い
。

　

子
供
の
持
っ
て
来
た
ノ
ー
ト
の
内
容
を
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
い
ず
れ
か
に
位
置
付
け
る
。

﹁
君
は
Ａ
に
書
き
な
さ
い
﹂

社
会
科
の
学
習
問
題
は
、
黒
板
を
使
っ
て
作
る

子
供
の
意
見
を
教
師
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
て
黒
板
に
書
か
せ
る
。

と
、
板
書
す
る
枠
を
指
定
し
て
い
く
。

　

黒
板
が
埋
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、

﹁
Ａ
の
意
見
は
ど
ん
な
仲
間
で
す
か
﹂

と
、
共
通
点
を
考
え
さ
せ
る
。

　

子
供
は
、

﹁
Ａ
は
小
笠
原
の
自
然
で
す
﹂

と
、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
て
い
く
。

　

一
通
り
意
見
が
出
た
ら
、
黒
板
に
﹁
小
笠
原

の
自
然
﹂﹁
自
然
を
生
か
す
﹂﹁
自
然
を
守
る
﹂と
、

考
え
て
お
い
た
﹁
表
題
﹂
を
付
け
て
い
く
。
黒

板
上
で
Ｋ
Ｊ
法
 ※
を
展
開
し
て
い
く
の
だ
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、

　

小
笠
原
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
然
を
生

か
し
た
仕
事
を
し
な
が
ら
、
自
然
を
守
っ

て
い
る
の
か
。

　

と
学
習
問
題
を
確
定
す
る
の
で
あ
る
。

２ 

調
べ
学
習

　

こ
の
後
は
、
小
笠
原
の
観
光
協
会
か
ら
送
っ

て
い
た
だ
い
た
資
料
を
中
心
と
す
る
調
べ
学
習

を
展
開
し
て
い
く
。

▲学級資料集▲討論の様子

▲小笠原の資料

※ 

意
見
を
カ
ー
ド
な
ど
に
記
述
し
、
同
じ
内
容
ご
と
に

 

ま
と
め
て
整
理
、
分
析
を
行
う
方
法
。
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ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
重
し
は
、
中
身
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
そ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
色
画
用
紙
で
つ
く
っ
た
紙
人
形
を
取

り
付
け
る
。

【
材
料
・
用
具
】

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
程
度
）　

○
封
筒
（
長
形
三

号
程
度
）　

○
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
り　

○
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ　

○
は
さ
み

【
創
造
プ
ロ
セ
ス
】

︿
事
前
﹀
小
さ
い
紙
で
の
試
作
。
Ａ
４
判
の
四

分
の
一
程
度
の
紙
を
ち
ぎ
っ
て
基
本
形
を
つ

く
る
。
違
う
形
を
複
数
つ
く
っ
て
み
て
、
気

に
入
っ
た
形
を
選
ぶ
。

①
色
画
用
紙
を
選
ぶ
（
原
形
）。

②
小
さ
い
紙
で
の
試
作
を
基
に
、
色
画
用
紙
を

ち
ぎ
っ
て
基
本
形
（
発
想
の
お
お
も
と
に
な

る
形
）
を
つ
く
る
。

③
条
件
を
確
認
す
る
（
顔
は
最
低
限
つ
く
る
。

手
や
足
な
ど
は
自
由
。
顔
を
つ
く
る
際
に

は
、
目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す

る
。
鼻
、
耳
、
飾
り
な
ど
は
自
由
）。

④
部
品
を
つ
く
る
。
つ
く
ろ
う
と
す

る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き

に
は
そ
れ
を
つ
く
り
、
思
い
浮

か
ば
な
い
と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。

⑤
⑥
⑦
⑧
更
に
部
品
を
つ
く
る
。
そ

の
際
の
考
え
方
は
④
と
同
じ

（
⑤
で
は
口
を
つ
く
っ
た
）。

⑨
発
展
形
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
取
り
付
け
る
。
方
法
は

主
に
次
の
二
つ
。

・
封
筒
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

被
せ
て
、
そ
れ
に
作
品
を

貼
る
（
接
着
は
両
面
テ
ー
プ

の
よ
う
に
接
着
面
を
外
側
に
し
て
丸

め
た
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
）。

・
画
用
紙
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
巻

き
付
け
、
そ
れ
に
作
品
を
貼
る
。

で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

教
材
「
ゆ
か
い
な

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
」

生
活
の
中
で
活
用
で
き
る
も
の
を
つ
く
る
。

佐さ

藤と
う 

昌ま
さ

彦ひ
こ

北
海
道
教
育
大
学
教
授

③条件の確認

④

　

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
重
し
は
、
中
身
の

　

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
重
し
は
、
中
身
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
そ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

　

ペ
ー
パ
ー
ウ
エ
イ
ト
の
重
し
は
、
中
身
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
そ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

︿
事
前
﹀
小
さ
い
紙
で
の
試
作
。
Ａ
４
判
の
四

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

○
色
画
用
紙　

○
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
五
百
ミ
リ

部
品
を
つ
く
る
。
つ
く
ろ
う
と
す

る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き

に
は
そ
れ
を
つ
く
り
、
思
い
浮

か
ば
な
い
と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。

更
に
部
品
を
つ
く
る
。
そ

の
際
の
考
え
方
は
④
と
同
じ

で
は
口
を
つ
く
っ
た
）。

発
展
形
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
取
り
付
け
る
。
方
法
は

主
に
次
の
二
つ
。

・
封
筒
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

被
せ
て
、
そ
れ
に
作
品
を

貼
る
（
接
着
は
両
面
テ
ー
プ

の
よ
う
に
接
着
面
を
外
側
に
し
て
丸

め
た
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
）。

に
は
そ
れ
を
つ
く
り
、
思
い
浮

か
ば
な
い
と
き
に
は
目
を
つ
く
る
。

更
に
部
品
を
つ
く
る
。
そ

と
同
じ

条
件
を
確
認
す
る
（
顔
は
最
低
限
つ
く
る
。

手
や
足
な
ど
は
自
由
。
顔
を
つ
く
る
際
に

は
、
目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す

る
。
鼻
、
耳
、
飾
り
な
ど
は
自
由
）。

部
品
を
つ
く
る
。
つ
く
ろ
う
と
す

部
品
を
つ
く
る
。
つ
く
ろ
う
と
す

る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き

に
は
そ
れ
を
つ
く
り
、
思
い
浮

部
品
を
つ
く
る
。
つ
く
ろ
う
と
す

る
部
品
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き

に
は
そ
れ
を
つ
く
り
、
思
い
浮

条
件
を
確
認
す
る
（
顔
は
最
低
限
つ
く
る
。

手
や
足
な
ど
は
自
由
。
顔
を
つ
く
る
際
に

は
、
目
と
口
は
最
低
限
つ
く
る
部
品
と
す

2019. 12

め
た
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
で
）。

・
画
用
紙
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
巻

き
付
け
、
そ
れ
に
作
品
を
貼
る
。

貼
る
（
接
着
は
両
面
テ
ー
プ

の
よ
う
に
接
着
面
を
外
側
に
し
て
丸

貼
る
（
接
着
は
両
面
テ
ー
プ

の
よ
う
に
接
着
面
を
外
側
に
し
て
丸

︿
事
前
﹀
小
さ
い
紙
で
の
試
作
。
Ａ
４
判
の
四

分
の
一
程
度
の
紙
を
ち
ぎ
っ
て
基
本
形
を
つ

く
る
。
違
う
形
を
複
数
つ
く
っ
て
み
て
、
気

小
さ
い
紙
で
の
試
作
を
基
に
、
色
画
用
紙
を

ち
ぎ
っ
て
基
本
形
（
発
想
の
お
お
も
と
に
な

︿
事
前
﹀
小
さ
い
紙
で
の
試
作
。
Ａ
４
判
の
四

︿
事
前
﹀
小
さ
い
紙
で
の
試
作
。
Ａ
４
判
の
四

く
る
。
違
う
形
を
複
数
つ
く
っ
て
み
て
、
気

小
さ
い
紙
で
の
試
作
を
基
に
、
色
画
用
紙
を

ち
ぎ
っ
て
基
本
形
（
発
想
の
お
お
も
と
に
な

①
原形

基本形

⑤

②

⑥

⑦

⑧

⑨
発展形

【表側】

【裏側】

＜ペットボトル＞封筒を被せる。または色画用紙（八切り程度）
で包む。色画用紙の上部はセロハンテープで貼り合わせる。貼
り合わせれば、斜め上を向くように作品を貼ることができる。
斜め上を向けば、作品に上からの光が当たりやすくなる。

発展形

【例】
人間、魔法使
い、トーテム
ポール、想像
　上の生き
　物など

■顔は、最
低限つく
ること
とする。

【活用例】
　■学校のあちこち

　に作品を置いて、
　　どこに誰の作
　　品があるのか、
　　　探して回る。

原形→基本形→発展形（作品）　作品／こども學舎（札幌）の皆さん（2019年） 創造のプロセス　＊材料／色画用紙15色（大きさ……紙人形は八切りの半分程度、筒は八切り程度）
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当
番
表
は
チ
ェ
ッ
ク
で
は
な
く
、

「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う
た
め
に

褒
め
る
た
め
に
当
番
表
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
褒
め
る
サ
イ
ク
ル
が
出
来
上
が
り
、

学
級
経
営
や
子
供
た
ち
の
心
に
潤
い
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

１ 

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
、
マ
グ
ネ
ッ

ト
対
応
の
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

一
人
一
役
当
番
は
、
多
く
の
学
級
で
採
用
さ

れ
て
い
る
。
誰
が
仕
事
を
や
っ
て
誰
が
や
っ
て

い
な
い
か
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
当
番
表
を

作
成
し
て
い
る
先
生
も
多
い
と
思
う
。
し
か

し
、
当
番
表
は
、
仕
事
を
や
っ
て
い
な
い
子
を

叱
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
仕
事
を
や
っ
た

子
に
﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
伝
え
る
た
め
に
作
成

し
、
活
用
す
る
よ
う
に
す
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
当
番
の
仕
事
を
行
っ
て
く
れ
た
子
供
た
ち

を
褒
め
た
り
、﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
伝
え
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

﹁
当
番
の
仕
事
﹂
が
﹁
終
わ
り
ま
し
た
！
﹂
に

変
わ
っ
た
と
き
、
子
供
た
ち
を
褒
め
た
り
、﹁
あ

り
が
と
う
﹂
と
伝
え
た
り
す
る
機
会
を
意
図
的

に
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
通
知

表
に
当
番
の
記
録
を
書
い
て
お
く
と
、
所
見
に

も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４ 

実
践
前

　

当
番
表
を
、
当
番
の
仕
事
を
や
っ
て
い
な
い

子
に
ば
か
り
目
を
向
け
て
、
そ
の
子
を
叱
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
に
し
て
し
ま
い
が
ち
だ
。
そ
う

す
る
と
、
進
ん
で
当
番
活
動
を
し
よ
う
と
す
る

子
の
意
欲
を
そ
い
で
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
子
供
た
ち
の
心
が
教
師
か
ら
離
れ
て

い
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

５ 

実
践
後

　

褒
め
る
た
め
に
当
番
表
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
褒
め
る
サ
イ
ク
ル
が
で
き
あ
が
り
、
学
級

経
営
や
子
供
た
ち
の
心
に
潤
い
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
当
番
以
外
に
も
積
極
的
に

学
級
に
貢
献
し
よ
う
、
仕
事
を
し
よ
う
と
い
う

子
供
た
ち
も
現
れ
て
く
る
。
意
図
的
に
褒
め
た

り
、
認
め
た
り
す
る
機
会
を
毎
日
つ
く
る
こ
と

が
で
き
る
。

６ 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

当
番
の
仕
事
を
一
生
懸
命
行
っ
て
く
れ
て
い

る
子
供
に
一
筆
箋
を
書
く
よ
う
に
す
る
。
子
供

た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
に
も
子
供
た
ち
の
良

い
と
こ
ろ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
成
績
の

所
見
に
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、効
果
的
だ
。				

実践前

実践後

イラスト：井手本 美紀
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１

　

先
生
は
忙
し
い
で
す
。
毎
日
の
教
材
研
究
も

ま
ま
な
り
ま
せ
ん
。
会
議
に
次
ぐ
会
議
。
出
張

に
次
ぐ
出
張
。
保
護
者
か
ら
の
問
合
せ
、
宿
題

の
丸
付
け
、
連
絡
帳
の
返
事
、
教
室
掲
示
に
掃

除
の
指
導
か
ら
給
食
指
導
ま
で
⋮
⋮
。

　

小
学
校
で
約
三
割
、
中
学
校
で
約
六
割
の
先

生
が
、
月
に
八
十
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労
働

を
し
て
い
る
と
い
う
調
査
も
あ
り
ま
す
 ※
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
中
で
次
の
よ
う
な
先

生
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
、
事
実
で
す
。

①
毎
日
楽
し
そ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
。

②
普
通
よ
り
校
務
分
掌
が
多
い
の
に
仕
事

が
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
速
い
。

③
仕
事
を
頼
む
と
、
い
つ
も
す
ぐ
に
、
快

く
や
っ
て
く
れ
る
。

④
遅
く
ま
で
学
校
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。

⑤
子
供
や
保
護
者
の
人
気
が
高
い
。

　

単
に
﹁
実
力
が
あ
る
﹂
と
言
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
で
す
が
、
そ
の
実
力
を
支
え
る
何
か

し
ら
﹁
コ
ツ
﹂
の
よ
う
な
も
の
が
、
絶
対
に
あ

り
そ
う
だ
と
思
え
る
の
で
す
。

２

　

例
え
ば
﹁
教
材
研
究
﹂
で
す
。

　

先
ほ
ど
の
よ
う
な
実
力
派
の
先
生
方
を
見
て

い
る
と
、
毎
日
、
夜
遅
く
ま
で
残
っ
て
、
次
の

日
の
教
材
研
究
を
必
死
に
し
て
い
る
よ
う
な
形

跡
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
の
よ
う
に
し
て
教
材
研
究
を
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
（http://

w
w
w
.tos-land.net/

）
を
使
う
﹂
な
ど
の
方
法

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

　

例
え
ば
国
語
な
ら
、

⑴
音
読
や
漢
字
な
ど
、
基
本
的
な
指
導
が

安
定
し
て
い
る
。

⑵
物
語
文
や
説
明
文
な
ど
の
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
が
分
か
っ
て
い
る
。

⑶
⋮
⋮

　

算
数
な
ら
、

⑴
教
科
書
の
構
造
が
分
か
っ
て
い
る
。

⑵
例
題
を
教
え
る
と
き
の
手
順
が
パ
タ
ー

ン
と
し
て
身
に
付
い
て
い
る
。

⑶
⋮
⋮

　

社
会
科
な
ら
、

⑴
教
科
書
で
教
え
る
中
心
の
知
識
を
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
。

⑵
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
資
料
集
な
ど
の

教
材
・
教
具
の
活
用
法
を
た
く
さ
ん
知
っ

て
い
る
。

⑶
⋮
⋮

な
ど
な
ど
、
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
が
、
や
は
り

あ
り
そ
う
な
の
で
す
。

　

そ
れ
ら
を
、
で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
、

ま
ね
し
や
す
い
形
で
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
の
が
、
こ
の
特
集
の
第
一
の
目
的
で
す
。

３

　

さ
ら
に
、﹁
会
議
﹂
で
す
。
教
師
の
会
議
は

非
常
に
効
率
が
悪
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

重
要
で
意
味
の
あ
る
会
議
な
ら
当
然
必
要
で

す
が
、
単
に
﹁
確
認
﹂
す
る
だ
け
な
ら
黒
板
に

書
い
て
お
く
だ
け
で
十
分
で
す
。
書
い
た
こ
と

を
い
ち
い
ち
口
頭
で
言
う
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
も
そ
も
文
書
提
案
が
な
さ
れ
て
い
な
い
、

文
書
が
あ
っ
て
も
提
案
の
形
に
な
っ
て
い
な
い

な
ど
、基
本
的
な
会
議
の
作
法
も
﹁
前
近
代
的
﹂

と
思
え
る
事
例
が
相
当
あ
り
ま
す
。

　

昨
今
は
多
く
の
職
業
で
﹁
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
﹂

も
進
ん
で
い
ま
す
。﹁
紙
で
配
る
必
要
が
な
い

も
の
﹂
と
﹁
紙
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
﹂

と
が
峻し

ゅ
ん

別べ
つ

さ
れ
て
い
な
い
と
も
思
え
ま
す
。

　

本
誌
二
〇
一
八
年
十
二
月
号
で
、
向
山
行
雄

氏
は
﹁
時
間
コ
ス
ト
﹂
の
意
識
が
足
り
な
い
こ

と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

﹁
こ
の
会
議
は
本
当
に
必
要
な
の
か
﹂

と
い
う
こ
と
か
ら
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

会
議
を
減
ら
す
た
め
の
職
員
会
議
提
案
術
と
、

会
議
を
一
時
間
以
内
で
効
果
的
に
終
わ
ら
せ
る

た
め
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
、
更
に
は
会
議
以
外

の
﹁
主
任
の
仕
事
術
﹂
も
、
ぜ
ひ
知
り
た
い
と

こ
ろ
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷	

和
樹
）

※
教
員
勤
務
実
態
調
査
（
平
成
二
十
八
年
度
）
の
分
析
結
果
及
び

 

確
定
値
の
公
表
に
つ
い
て
（
概
要
）（http://w

w
w

.m
ext.

 go.jp/b_m
enu/houdou/30/09/1409224.htm

）

◆ TOSS流 スーパー教材研究術
 明日の算数授業を５分で準備するための５つのコツ
 明日の国語授業を５分で準備するための５つのコツ
 明日の社会科授業を５分で準備するための５つのコツ
 明日の理科授業を５分で準備するための５つのコツ

◆ TOSS流 スーパー会議術
 年間の会議を減らすための職員会議提案術
 会議を１時間以内で効果的に
 　終わらせるために大切な５つのこと

◆ TOSS流 スーパー主任術
 教務主任になったら、
 　快適な１年間をこう組み立てる
 学年主任になったら、
 　快適な１年間をこう組み立てる
 研究主任になったら、
 　快適な１年間をこう組み立てる

2019年

12月号
特集

 年間の会議を減らすための職員会議提案術

TOSS
教師

の
T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集

イラスト：中濱 麻美
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算
数
教
科
書
の
構
造
を
見
抜
く
目
を
も
て
ば
、

教
科
書
を
見
る
だ
け
で
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
が

分
か
り
、
教
材
研
究
は
簡
単
に
終
了
す
る
。

︿
コ
ツ
１
﹀
単
元
の
全
て
の
ペ
ー
ジ
を
コ

ピ
ー
し
て
、
ノ
ー
ト
に
貼
っ
て
お
く
。

　

教
材
研
究
を
す
る
際
に
は
、
教
科
書
を
眺
め

て
い
る
だ
け
で
は
、
考
え
が
ま
と
ま
ら
な
い
。

　

や
は
り
書
き
込
む
も
の
が
必
要
に
な
る
。

　

子
供
た
ち
が
使
用
す
る
教
科
書
に
書
き
込
む

方
法
が
、
一
番
い
い
。
も
ち
ろ
ん
教
科
書
に
直

接
書
い
て
は
ダ
メ
な
の
で
、
コ
ピ
ー
を
す
る
。

毎
日
コ
ピ
ー
を
し
て
い
て
は
面
倒
な
の
で
、
単

元
丸
ご
と
コ
ピ
ー
を
す
る
。
そ
し
て
、
ノ
ー
ト

に
貼
っ
て
お
く
。

　

こ
の
作
業
は
、
で
き
る
だ
け
時
間
の
あ
る
と

き
に
行
っ
て
お
く
。
で
き
れ
ば
、
新
学
期
が
始

ま
る
前
に
、
学
期
分
、
丸
々
コ
ピ
ー
し
て
お
く

と
い
い
。

　

そ
の
と
き
は
大
変
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
の
後
の
手
間
を
考
え
る
と
、
一
気
に
や
っ
て

し
ま
う
方
が
、
結
局
は
時
間
の
節
約
と
な
る
。

︿
コ
ツ
２
﹀
作
業
さ
せ
る
場
所
を
見
付
け
る
。

　

コ
ピ
ー
し
た
教
科
書
を
開
い
て
、
見
開
き
二

ペ
ー
ジ
を
概
観
し
て
み
る
。

　

最
初
か
ら
細
か
い
と
こ
ろ
を
見
る
の
で
は
な

く
、
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
全
体
を
概
観
し
て
、
そ

の
部
分
の
構
造
を
考
え
る
。

　

通
常
、
基
本
問
題
（
例
題
）
が
あ
り
、
練
習

問
題
、
応
用
問
題
へ
と
展
開
し
て
い
る
場
合
が

多
い
。

　

基
本
問
題
の
箇
所
に
は
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
が

多
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
計
算
な
ど
の
原

理
を
、
子
供
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う

と
し
て
い
る
教
科
書
会
社
の
配
慮
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
だ
け
で
は
分
か
り
に
く

い
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
を
見
付
け
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
部
分
こ
そ
、
な
ぞ
ら
せ
た
り
、

色
を
ぬ
ら
せ
た
り
す
る
な
ど
の
細
か
い
作
業
を

さ
せ
る
。

　

こ
の
作
業
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
作
業
を
通
し
て
、

例
題
の
内
容
を
子
供
た
ち
が
的
確
に
把
握
で
き

れ
ば
、
定
着
率
は
格
段
に
上
が
る
。

︿
コ
ツ
３
﹀
一
度
の
指
導
で
、
完
全
を
目
指

さ
な
い
。

　

無
論
、
一
回
の
指
導
で
全
員
に
定
着
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
が
、
そ
う
は
簡
単
に
い

か
な
い
。

　

し
か
し
、
何
と
し
て
も
完
全
に
理
解
さ
せ
た

い
と
し
て
、
全
員
が
分
か
る
ま
で
何
度
も
繰
り

返
し
説
明
を
す
る
人
が
い
る
。
子
供
は
、
説
明

さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
分
か
ら
な
く
な
る
。

こ
れ
は
、
教
師
の
説
明
す
る
内
容
や
言
葉
が
、

説
明
す
る
ご
と
に
、
微
妙
に
変
化
し
て
し
ま
う

こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。

　

初
め
か
ら
割
り
切
っ
て
、
基
本
問
題
で
は
、

式
や
答
え
を
教
え
、
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
。
そ

し
て
、
数
字
を
ち
ょ
っ
と
変
化
さ
せ
て
、
再
度
、

考
え
さ
せ
る
。
数
字
を
変
え
る
だ
け
な
の
で
、

ほ
と
ん
ど
の
子
は
で
き
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
﹁
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
﹂
で
あ

る
が
、
数
字
を
変
え
て
提
示
す
る
際
に
、﹁
じ
ゃ

あ
、
ち
ょ
っ
と
数
字
を
変
え
る
よ
。
こ
れ
は
難

し
い
ぞ
﹂
な
ど
と
、
あ
お
っ
て
み
る
と
よ
い
。

数
字
が
変
わ
っ
た
だ
け
だ
が
、
簡
単
に
解
け
た

子
供
た
ち
は
﹁
難
し
い
問
題
が
解
け
た
﹂
と
思

う
。
こ
の
言
葉
掛
け
が
、
子
供
の
学
習
意
欲
を

高
め
る
き
っ
か
け
に
な
る
。

　

こ
れ
は
、
準
備
と
い
う
よ
り
も
、﹁
話
芸
﹂

と
い
う
授
業
技
術
で
あ
る
が
、
こ
う
い
っ
た
技

を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
、
結
局
は
準
備
時

間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

︿
コ
ツ
４
﹀
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
場
所
を
見

付
け
る
。

　

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
を
概
観
し
て
、
い
き
な
り

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
場
所
を
見
付
け
る
。

い
わ
ゆ
る
﹁
ジ
ャ
ン
プ
し
て
い
る
﹂
と
思
わ
れ

る
箇
所
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
小
数
を
分
数
に
表
す
問
題
で
、
例

題
で
0.1
を
10
分
の
１
に
、
０
．０
１
を
１
０
０

分
の
１
に
変
換
す
る
こ
と
は
学
ん
で
い
る
が
、

そ
の
後
す
ぐ
の
練
習
問
題
で
い
き
な
り
０
．２

０
７
を
分
数
で
表
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
例

題
で
、
０
．０
０
１
を
扱
っ
て
は
い
な
い
が
、

で
き
る
子
は
単
純
に
分
母
が
１
０
０
０
に
な
れ

ば
い
い
と
分
か
る
。
し
か
し
、
低
位
の
子
は
そ

こ
が
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
問
題
を
行
う
前
に
、
同
様
の
問
題
を

﹁
先
生
問
題
﹂
と
し
て
解
き
方
を
示
す
。
そ
の

上
で
、教
科
書
の
０
．２
０
７
を
変
換
さ
せ
れ
ば
、

ほ
ぼ
エ
ラ
ー
レ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

重
要
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
い
き
な
り
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
し
て
い
る
場
所
を
、
最
初
に
見
付
け

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
先
生
問
題
で
ワ
ン
ク
ッ

シ
ョ
ン
入
れ
る
こ
と
で
、
定
着
率
は
上
が
る
。

︿
コ
ツ
５
﹀
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
内
容
を
決

め
る
。

　

大
切
な
部
分
は
、
ノ
ー
ト
に
き
ち
ん
と
写
さ

せ
た
い
。
そ
の
部
分
は
ど
こ
か
、
と
い
う
こ
と

を
見
付
け
る
。

　

問
題
文
を
写
さ
せ
て
い
る
教
師
は
、
結
構
多

い
。
し
か
し
、
私
は
写
さ
せ
な
い
。
そ
れ
だ
け

で
時
間
差
が
生
じ
て
、
低
位
の
子
、
特
別
支
援

を
要
す
る
子
は
遅
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
の
に
時
間
が
掛
か
る
し
、

遅
れ
た
ま
ま
に
す
る
と
、
す
ぐ
に
や
る
気
を
無

く
し
て
し
ま
う
。

　

よ
く
﹁
写
す
の
も
勉
強
の
う
ち
﹂
と
言
う
が
、

本
当
に
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
だ
け
を
写
さ
せ
る
。

そ
の
部
分
を
早
め
に
見
付
け
た
い
。

教科書の構造を見抜いて、
ポイントを絞った
教材研究を行おう
使う教材は、教科書だけでよい。
教科書の構造を見抜く力があれば、毎日僅か５分の教材研究で、
指導のポイントが分かる。

栃木県真岡市立真岡東小学校 松
まつ

崎
ざき

 力
つとむ

T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集
TOSS流 スーパー教材研究術

　明日の算数授業を
　　　５分で準備するための
　　　　　５つのコツ
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五
分
で
授
業
を
考
え
る

　

今
は
休
み
時
間
。
次
の
時
間
は
国
語
だ
。

　

二
年
国
語
の
教
科
書
を
開
い
た
ら
、
阪
田
寛

夫
作
﹁
お
お
き
く
な
あ
れ
﹂
の
詩
。
あ
と
五
分
。

　

書
き
込
め
る
よ
う
に
詩
を
コ
ピ
ー
す
る
。

１ 

声
を
出
し
て
読
む
・
繰
り
返
し
読
む

　

教
材
研
究
の
出
発
点
は
、
自
分
で
読
ん
で
み

る
こ
と
だ
。
教
材
文
を
音
読
す
る
。
詩
や
短
歌
・

俳
句
な
ど
は
繰
り
返
し
読
む
。
初
め
は
ゆ
っ
く

り
。
一
字
一
句
見
な
が
ら
読
む
。
気
に
な
る
言

葉
で
目
が
留
ま
る
。

﹁
ぷ
る
ん　

ぷ
る
ん　

ち
ゅ
る
ん
﹂

（
な
ん
だ
こ
れ
は
？
）
初
め
は
、
ブ
ド
ウ
が
揺

れ
て
口
に
入
る
イ
メ
ー
ジ
が
し
た
。
み
ず
み
ず

し
い
ブ
ド
ウ
の
粒
が
口
に
滑
り
込
む
感
じ
だ
。

（
巨
峰
か
な
？
）
し
か
し
、
第
二
連
は
リ
ン
ゴ

が
﹁
ぷ
る
ん
ぷ
る
ん
ち
ゅ
る
ん
﹂
だ
。（
リ
ン

ゴ
が
口
に
ち
ゅ
る
ん
と
入
る
の
は
変
だ
な
）

（﹁
あ
め
の
つ
ぶ
つ
ぶ
ブ
ド
ウ
に
は
い
れ
﹂
か
。

雨
粒
が
果
物
に
入
る
動
き
の
音
な
の
か
）

２ 

子
供
の
間
違
い
を
予
想
す
る

　

教
室
の
子
供
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
る
。

﹁
あ
の
子
た
ち
は
ど
こ
を
読
み
間
違
え
る
か
な

あ
﹂

　

書
い
て
あ
る
と
お
り
に
読
め
る
・
書
け
る
こ

と
が
大
切
だ
。﹁
お
お
き
く
な
あ
れ
﹂
と
書
い

て
あ
る
。﹁
お
お
き
く
な
れ
﹂
で
は
な
い
。﹁
あ

め
の　

つ
ぶ
つ
ぶ
﹂
で
あ
っ
て
﹁
あ
め
の
つ
ぶ

つ
ぶ
﹂
で
は
な
い
。
両
方
の
読
み
を
聞
か
せ
て

比
較
さ
せ
た
い
。﹁
ブ
ド
ウ
﹂
で
あ
っ
て
﹁
ぶ

ど
う
﹂
で
は
な
い
。
視
写
の
ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク

は
重
要
だ
。

　

題
名
。
何
が
﹁
大
き
く
な
あ
れ
﹂
な
の
か
？

　

子
供
は
﹁
ブ
ド
ウ
と
リ
ン
ゴ
（
だ
け
）﹂
と

答
え
る
だ
ろ
う
。
で
も
リ
フ
レ
イ
ン
が
多
い
。

秋
の
果
物
の
実
り
と
考
え
れ
ば
、
モ
モ
や
ナ
シ

や
ク
リ
と
続
い
て
い
く
方
が
自
然
だ
。
た
だ
、

二
文
字
だ
と
リ
ズ
ム
が
か
す
か
に
変
わ
る
。

３ 

先
行
実
践
に
あ
た
る

　

教
室
の
文
献
に
あ
た
る
。
パ
ッ
と
取
り
出
し

た
の
は
﹃
向
山
型
国
語
の
発
問	

つ
く
り
方
・

使
い
方
小
事
典
﹄（
伴
一
孝
編　

明
治
図
書
）。

﹁
お
お
き
く
な
あ
れ
﹂
の
発
問
が
百
個
も
あ
っ

た
。

　

教
室
に
辞
書
、
法
則
化
シ
リ
ー
ズ
、
図
鑑
、

小
事
典
、
実
践
書
、
教
育
雑
誌
な
ど
が
置
い
て

あ
る
か
。
授
業
づ
く
り
の
基
礎
資
料
が
身
近
に

あ
れ
ば
効
率
は
違
っ
て
く
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
を
見
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド
は
教
材
研
究
時
間
を
短
縮
す
る
強
力
ツ
ー
ル

だ
（
現
在
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
は
大
改
訂
中
だ
。

新
教
科
書
対
応
の
最
新
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
、
ス

マ
ホ
で
見
や
す
い
画
面
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
）。

４ 

授
業
の
ポ
イ
ン
ト
を
一
つ
決
め
る

　

授
業
の
核
と
な
る
ポ
イ
ン
ト
を
一
つ
に
絞
る
。

平
板
に
授
業
し
て
は
つ
ま
ら
な
い
し
、
子
供
に

力
が
付
か
な
い
。
教
材
研
究
し
て
気
に
な
っ
た

の
が
こ
れ
だ
。

　

こ
の
詩
に
は
第
三
連
が
あ
る
。

　
　

あ
き
の　

く
だ
も
の　

　
　

お
な
か
に　

は
い
れ

　
　

ぷ
る
ん　

ぷ
る
ん　

ち
ゅ
る
ん

　
　

ぷ
る
ん　

ぷ
る
ん　

ち
ゅ
る
ん

　
　

お
も
く
な
れ

　
　

ぼ
く
た
ち
も

　

阪
田
氏
の
第
三
連
は
授
業
づ
く
り
の
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
そ
う
だ
。（
念
の
た
め
、
出
典
に
当

た
っ
て
み
よ
う
）

﹁A
m
azon

﹂
で
﹃
ぽ
ん
こ
つ
マ
ー
チ
﹄（
阪

田
寛
夫
著　

大
日
本
図
書
）
を
注
文
す
る
。

５ 

授
業
の
流
れ
を
考
え
る

　

間
も
な
く
開
始
の
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
。
授
業

の
流
れ
を
ザ
ッ
と
メ
モ
す
る
。
メ
モ
す
る
時
間

が
な
け
れ
ば
頭
に
入
れ
る
だ
け
。

１　

音
読　

○
十
個　

一
字
空
け　

２　

視
写　

分
か
ち
書
き　

個
別
チ
ェ
ッ
ク

３　

問
答　

　

①
季
節　

秋　
　

　

②
何
連
か　

繰
り
返
し
（
リ
フ
レ
イ
ン
）

　

③
﹁
ぷ
る
ん
ぷ
る
ん
ち
ゅ
る
ん
﹂

４　

伏
線

　

①
何
が
﹁
お
お
き
く
な
あ
れ
﹂
？

　
　
　

ブ
ド
ウ
と
リ
ン
ゴ
（
だ
け
）

　
　
　

ブ
ド
ウ
と
リ
ン
ゴ
（
ま
だ
あ
る
）

　

②
第
三
連
を
作
る
（
秋
の
果
物
）

５　

中
心　

何
が
﹁
お
お
き
く
な
あ
れ
﹂

な
の
で
す
か
？　

　
　
　

お
も
く
な
れ　

□
□
□
□
□

　

１
～
５
の
作
業
を
五
分
間
で
や
る
た
め
に
は
、

﹁
地
力
﹂
を
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

時
間
を
掛
け
て
ノ
ー
ト
に
ぎ
っ
し
り
教
材
研

究
し
、
授
業
を
公
開
す
る
。
参
観
者
の
検
討
。

子
供
の
事
実
で
検
証
。
そ
の
積
み
重
ね
が
﹁
地

力
﹂
を
付
け
る
。
そ
の
上
で
の
五
分
間
だ
。

　

資
料
の
右
は
向
山
洋
一
氏
﹁
ふ
る
さ
と
の
木

の
葉
の
駅
﹂
の
覚
書
き
（﹃
国
語
の
授
業
が
楽
し

く
な
る
﹄
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書　

二
七

ペ
ー
ジ
）。
左
は
﹁
イ
ナ
ゴ
﹂
で
追
試
し
た
木
村

の
覚
書
き
。こ
れ
も﹁
地
力
﹂を
鍛
え
る
一
方
法
。

どれだけ学び、実践して
きたか。５分の集中に
「地力」が現れる
何度も教材を音読し、つまずきを予想する。
先行実践を参考に、ポイントを絞る。子供の事実で検証する。
その積み重ねが時間短縮を可能にする。

東京都・日本文化大學 講師 木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集
TOSS流 スーパー教材研究術

　明日の国語授業を
　　　５分で準備するための
　　　　　５つのコツ
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１ 

基
本
は
教
科
書

　

社
会
科
授
業
の
基
盤
は
、
教
科
書
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
れ

ば
、
学
習
内
容
習
得
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
漏

れ
が
な
い
。
問
題
は
、﹁
教
科
書
に
記
述
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
教
え
る
﹂
と
は
、
具
体
的
に
ど

う
い
う
行
為
な
の
か
、
多
く
の
教
師
が
悩
む
と

こ
ろ
だ
。
そ
も
そ
も
教
科
書
を
ど
う
教
え
れ
ば

い
い
の
か
、
多
く
の
教
師
は
知
ら
な
い
。

　

教
科
書
を
読
み
（
教
師
か
子
供
が
）、
教
師

が
な
ぞ
り
（
解
説
と
呼
べ
る
ほ
ど
の
授
業
を
見

た
こ
と
が
な
い
）
な
が
ら
、
そ
れ
に
関
わ
る
情

報
や
思
い
を
語
っ
て
、
板
書
す
る
。
子
供
は
、

教
師
の
話
を
じ
っ
と
聞
き
（
ほ
と
ん
ど
の
子
は

聞
い
て
い
な
い
）、
板
書
を
ノ
ー
ト
に
写
し
て

終
わ
り
、
と
い
う
の
が
、
社
会
科
授
業
の
定
番

だ
ろ
う
（
廊
下
通
過
時
に
チ
ラ
見
す
る
教
室
は
、

大
抵
そ
ん
な
と
こ
ろ
だ
）。

　

こ
れ
で
は
、
子
供
に
力
が
付
か
な
い
。
子
供

に
も
、
社
会
科
学
習
を
や
っ
た
感
が
な
い
。
そ

し
て
、
社
会
科
が
好
き
で
は
な
く
な
る
。

　

で
は
、
ど
う
す
る
の
か
。
向
山
型
説
明
文
指

導
法
の
転
用
で
あ
る
。

　

向
山
型
説
明
文
指
導
法
と
は
、﹁
問
い
の
文
﹂

と
﹁
答
え
の
文
﹂
を
検
索
す
る
作
業
で
あ
る
。

　

社
会
科
教
科
書
は
、
説
明
文
で
あ
る
。

　

学
習
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
﹁
問
い
﹂
の
提

示
が
あ
る
。
そ
し
て
、
本
文
に
そ
の
﹁
答
え
﹂

が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。﹁
問
い
の
文
﹂
を
探
す

作
業
は
、そ
ん
な
に
大
変
で
は
な
い
。﹁
め
あ
て
﹂

と
い
う
形
で
枠
囲
み
さ
れ
、
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
に

書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
東
京

書
籍
・
六
年
上
・
一
〇
四
～
一
〇
五
ペ
ー
ジ
に

は
、
次
の
め
あ
て
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

﹁
明
治
維
新
を
進
め
た
人
々
は
、
ど
の
よ
う
な

思
い
を
も
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。﹂

　

こ
れ
に
対
す
る
答
え
が
、
本
文
に
つ
づ
ら
れ

て
い
る
。
授
業
は
、
基
本
的
に
、
こ
の
答
え
を

探
す
作
業
を
す
れ
ば
よ
い
。

　

教
師
も
授
業
の
前
に
さ
っ
と
目
を
通
し
て
お

く
と
よ
い
。﹁
目
を
通
す
﹂
と
は
、具
体
的
に
は
、

問
い
の
文
の
確
認
と
、
そ
れ
に
対
す
る
答
え
の

文
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
く
こ
と
だ
。

２ 

社
会
科
資
料
集
で
情
報
に
厚
み
を

　

情
報
に
厚
み
を
も
た
せ
る
た
め
、
更
に
社
会

科
資
料
集
を
活
用
す
る
。
社
会
科
資
料
集
は
、

基
本
的
に
教
科
書
の
学
習
内
容
に
シ
ン
ク
ロ
さ

せ
た
ペ
ー
ジ
設
定
が
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、

教
科
書
の
問
い
に
正
対
し
た
視
覚
的
資
料
（
絵

や
地
図
や
図
表
）
が
満
載
だ
。

　

こ
れ
も
、
ノ
ー
ト
に
書
き
込
ま
せ
る
。

３ 

授
業
の
フ
レ
ー
ム
を
作
る

　

授
業
の
基
本
は
、
教
科
書
を
教
え
る
こ
と
で

あ
る
。

　

教
科
書
は
、
組
立
て
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　

基
本
的
に
は
﹁
問
い
﹂
と
﹁
答
え
﹂
で
あ
る
。

　

授
業
も
こ
の
組
立
て
を
な
ぞ
る
。

　

ノ
ー
ト
の
初
め
に
﹁
問
い
﹂
を
書
き
、
そ
の

下
に
﹁
答
え
﹂
を
箇
条
書
き
し
て
い
く
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
、
授
業
が
面
白
く
な
い
。

　

答
え
を
板
書
さ
せ
る
。
ノ
ー
ト
に
書
い
た
も

の
か
ら
一
～
二
個
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　

黒
板
は
、
子
供
の
意
見
で
一
杯
に
な
る
。

　

意
見
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、
質
疑

応
答
を
さ
せ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
黒
板
に
書
か
れ

た
意
見
は
、
資
料
か
ら
の
受
け
売
り
だ
か
ら
だ
。

質
疑
応
答
は
、
ノ
ー
ト
に
書
い
た
情
報
を
血
肉

化
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

　

や
り
方
は
、
簡
単
。

﹁﹃
分
か
ら
な
い
言
葉
﹄﹃
意
味
の
分
か
ら
な
い

こ
と
﹄
を
書
い
た
人
に
質
問
し
な
さ
い
﹂
と
言

え
ば
よ
い
。
ク
ラ
ス
に
指
名
な
し
発
表
の
基
盤

が
で
き
て
い
れ
ば
、
子
供
だ
け
で
こ
の
作
業
を

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
質
疑
応
答
の

シ
ス
テ
ム
を
﹁
集
合
知
﹂
と
呼
ん
で
い
る
。

　

授
業
の
基
本
フ
レ
ー
ム
は
、
こ
れ
だ
け
で
あ

る
。
何
回
か
す
れ
ば
、
子
供
た
ち
の
頭
に
社
会

科
授
業
の
回
路
が
で
き
る
。
回
路
が
で
き
れ
ば
、

次
の
時
間
の
め
あ
て
も
子
供
自
身
が
確
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
。
極
論
す
れ
ば
、
教
師
は
教
科

書
を
事
前
に
見
る
こ
と
さ
え
し
な
く
て
よ
く
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
授
業
に
厚
み
を
も
た
せ
る
た

め
に
、
教
師
は
教
材
研
究
を
す
る
の
だ
が
。

４ 

ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
教
え
る

　

学
習
に
ノ
ー
ト
は
欠
か
せ
な
い
。
考
え
、
記

録
し
、
覚
え
る
た
め
に
ノ
ー
ト
に
書
く
作
業
は

必
須
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
活
用
の
仕
方
を
自
由
に
さ
せ
る
と
、

子
供
間
で
定
着
に
ム
ラ
が
出
て
く
る
。

　

定
着
度
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
ノ
ー
ト
の

書
き
方
を
教
え
る
。

　

私
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
欄
外
に
﹁
教
ペ
ー
ジ
﹂﹁
資
ペ
ー
ジ
﹂
と
書
く
。

・﹁
問
い
﹂
を
赤
鉛
筆
で
囲
む
。

・﹁
答
え
﹂
を
箇
条
書
き
に
す
る
。

　

こ
の
と
き
は
、
一
時
間
で
三
ペ
ー
ジ
消
費
し

た
。
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
教
え
て
お
け
ば
、
教

師
の
負
担
は
、
更
に
削
減
さ
れ
る
。

　

以
上
が
定
番
の
社
会
科
授
業
で
あ
る
。

　

定
番
以
外
に
、と
き
に
は
討
論
し
た
り
、ノ
ー

ト
ま
と
め
を
し
た
り
、﹃
社
会
科
学
習
用
語
ま

と
め
く
ん
﹄（
向
山
洋
一
監
修　

師
尾
喜
代
子

編　

明
治
図
書
）
で
学
習
し
た
り
す
る
。

５ 

視
聴
覚
教
材

　

授
業
の
節
目
で
、N

H
K
	for	school

﹁
歴
史

に
ド
キ
リ
﹂
を
視
聴
す
る
。
こ
の
番
組
は
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
監
修
で
あ
る
。
子
供
は
大
好
き
だ
。

教科書を基盤に、
授業の型を教える
基本は、教科書を教えることである。

山口県下関市立楢崎小学校 河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

TOSS流 スーパー教材研究術

　明日の社会科授業を
　　　５分で準備するための
　　　　　５つのコツ
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１ 

実
験
器
具
は
セ
ッ
ト
で
保
管
す
る

　

も
の
の
溶
け
方
な
ら
、
割
り
箸
、
コ
ー
ヒ
ー

フ
ィ
ル
タ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ュ
ガ
ー
、
食
塩
を

同
じ
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
、
も
の
の
溶
け
方
セ
ッ

ト
と
表
示
し
て
お
く
。﹁
ガ
ラ
ス
棒
、
三
百
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
ビ
ー
カ
ー
﹂
と
ほ
か
に
必
要
な
ガ
ラ
ス

器
具
類
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
中
に
入
れ
て
お
く
。

　

教
材
会
社
の
ナ
リ
カ
で
は
、
各
教
科
書
に
対

応
し
た
実
験
準
備
シ
ー
ト
を
公
開
し
て
い
る
。

エ
ク
セ
ル
フ
ァ
イ
ル
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

各
校
の
人
数
に
合
わ
せ
た
必
要
量
を
入
れ
て
お

く
と
便
利
で
あ
る
。

　

授
業
前
日
に
準
備
し
よ
う
と
し
た
ら
、
リ
ト

マ
ス
紙
が
足
ら
な
い
と
気
付
い
て
も
間
に
合
わ

な
い
。
授
業
を
し
な
が
ら
、
消
耗
品
は
来
年
分

が
あ
る
か
確
認
す
る
。
不
足
し
そ
う
な
も
の
は

購
入
し
て
お
く
。

２ 

子
供
た
ち
に
準
備
・
片
付
け
を
さ
せ
る

　

学
年
初
め
の
授
業
で
理
科
室
探
検
を
し
、
理

科
室
の
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

て
お
く
。
子
供
た
ち
は
、
も
の
が
置
い
て
あ
る

場
所
が
分
か
る
。

﹁
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ
る
も
の
し
か
使
わ
せ
な

い
﹂
と
い
う
シ
ス
テ
ム
で
合
格
し
た
ら
、
教
師

が
準
備
し
な
く
て
も
子
供
た
ち
自
身
で
も
の
を

そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

理
科
室
探
検
の
際
に
出
て
い
な
い
よ
う
な
水

溶
液
や
加
熱
器
具
な
ど
は
教
卓
に
置
い
て
、
子

供
た
ち
に
自
分
の
実
験
机
に
運
ば
せ
る
。
そ
の

際
、
ぶ
つ
か
っ
た
り
し
な
い
よ
う
、
移
動
方
向

を
決
め
て
お
く
。
床
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

貼
っ
て
、
矢
印
で
示
し
て
お
く
と
よ
い
。

３ 

表
示
を
し
っ
か
り
と　

中
学
理
科
教
師
で

も
、
理
科
室
で
も
の

を
探
す
の
に
無
駄
な

時
間
を
費
や
す
こ
と

が
多
い
。
棚
や
引
き

出
し
の
表
示
を
き
ち

ん
と
し
て
、
定
位
置

保
管
を
徹
底
す
る
。

　

子
供
向
け
に
は
、

器
具
の
写
真
を
貼
っ

て
お
く
。
ど
こ
に
ど

の
よ
う
に
片
付
け
る

か
一
目
で
分
か
る
。
い
ち
い
ち
指
導
し
な
く
て

も
、
子
供
た
ち
の
手
で
元
の
位
置
に
戻
る
。

　

試
験
管
は
試
験
管
立
て
に
セ
ッ
ト
し
て
、
写

真
の
よ
う
に
置
き
方
の
指
示
を
貼
っ
て
お
く
。

試
験
管
立
て
は
写
真
の
ビ
ニ
ー
ル
コ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
金
属
製
が
ベ
ス
ト
。
洗
っ
た
試
験
管
を
下

向
き
に
セ
ッ
ト
し
て
お
け
ば
速
く
乾
く
。

４ 

薬
品
は
ま
と
め
て
調
製
し
て
お
く

　

試
薬
の
濃
塩
酸
を
瓶
一
本
丸
ご
と
一
・
六

リ
ッ
ト
ル
の
水
に
加
え
て
薄
め
る
と
一
〇
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
る
。
大
き
な
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の

瓶
に
保
管
す
る
。
五
パ
ー
セ
ン
ト
酸
が
必
要
に

な
っ
た
ら
、
水
で
倍
に
薄
め
れ
ば
よ
い
。
な
お
、

薄
め
て
あ
る
塩
酸
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
割
高

だ
が
、
時
短
に
な
る
。

　

石
灰
水
は
タ
ン
ク
に
ま
と
め
て
作
る
。
教
材

会
社
の
石
灰
水
採
水
瓶
に
消
石
灰
（
水
酸
化
カ

ル
シ
ウ
ム
）
を
多
め
に
入
れ
、
水
を
加
え
、
か

き
混
ぜ
て
お
く
。
子
供
た
ち
は
コ
ッ
ク
を
ひ
ね

り
、
ド
リ
ン
ク
バ
ー
の
よ
う
に
石
灰
水
を
用
意

す
れ
ば
よ
い
。
余
っ
た
ら
捨
て
さ
せ
る
。

　

写
真
の
よ
う
に
、
キ
ャ
ン
プ
用
の
水
タ
ン
ク

で
も
代
用
で
き
る
。

５ 

粉
末
や
リ
ト
マ
ス
紙
は
小
分
け
に 

 

し
て
お
く

　

粉
末
の
薬
品
や
リ
ト
マ
ス
紙
は
プ
ッ
シ
ュ
バ

イ
ア
ル
瓶
（
教
材
会
社
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
る

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
に
そ
っ
く
り
の
も
の
）
に
あ

ら
か
じ
め
小
分
け
し
て
お
く
。
補
充
は
、
理
科

室
に
早
く
来
た
子
供
に
頼
む
と
よ
い
。
授
業
で

﹁
○
○
さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
助
か
っ
た
﹂

と
紹
介
す
る
と
喜
ぶ
。

　

私
は
、
掃
除
監
督
の
場
所
を
理
科
室
に
し
て

も
ら
い
、
掃
除
の
時
間
に
生
徒
に
頼
ん
で
食
塩

の
小
分
け
な
ど
を
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。

理科授業は片付けや
事前準備で効率良く
無駄を極力省き、効率良く準備、授業できるように
型をつくる。

日本理科教育支援センター 小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集
TOSS流 スーパー教材研究術

　明日の理科授業を
　　　５分で準備するための
　　　　　５つのコツ
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１ 

﹁
四
月
﹂
に
会
議
を
減
ら
す

　

年
間
の
会
議
を
減
ら
せ
る
か
ど
う
か
は
、
四
月
で
決
ま

る
。
例
え
ば
、
研
修
主
任
の
と
き
、

四
月
最
初
の
提
案
文
書
に
、
一
年
間
の
会
議
の
日

に
ち
、
時
間
を
全
て
載
せ
た
。

　

こ
れ
以
上
は
絶
対
に
増
や
さ
な
か
っ
た
。
四
月
の
あ
わ

た
だ
し
い
と
き
に
、
一
年
間
全
て
を
確
定
さ
せ
て
お
く
こ

と
が
大
事
だ
。

２ 

﹁
数
年
間
掛
け
て
﹂
会
議
を
減
ら
す

　

た
だ
し
、
会
議
を
減
ら
す
の
に
、
数
年
掛
か
る
と
き
も

あ
る
。
あ
る
学
校
で
、
体
育
主
任
を
し
た
。
そ
の
学
校
で

は
、
運
動
会
の
予
行
練
習
（
一
～
四
校
時
）
を
す
る
。
さ

ら
に
、
放
課
後
、
そ
の
反
省
の
会
議
が
一
時
間
あ
っ
た
。

全
部
合
わ
せ
て
、
五
時
間
以
上
だ
。

　

校
長
に
相
談
し
た
。﹁
運
動
会
の
予
行
練
習
を
少
し
で

も
い
い
か
ら
減
ら
し
た
い
の
で
す
。
予
行
が
な
く
て
も
、

こ
の
学
校
の
子
供
た
ち
な
ら
当
日
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
﹂
校
長
が
返
す
。﹁
駄

目
で
す
。
必
ず
予
行
は
四
時
間
し
ま
す
。
子
供
で
は
な
い

の
で
す
。
予
行
を
し
な
い
と
、
先
生
た
ち
が
動
か
な
い
の

で
す
。
開
会
式
の
練
習
は
特
に
し
ま
し
ょ
う
。
教
育
長
が

見
に
来
ま
す
か
ら
﹂

﹁
会
議
を
減
ら
す
﹂﹁
練
習
を
減
ら
す
﹂
と
い
う
意
識
が

校
長
に
な
い
な
ら
ば
、
減
ら
す
こ
と
は
無
理
で
あ
る
。
そ

の
校
長
は
三
年
後
に
転
勤
し
た
。
校
長
が
転
勤
し
た
そ
の

年
、
全
会
一
致
で
予
行
練
習
・
会
議
は
廃
止
に
な
っ
た
。

３ 

﹁
即
時
処
理
﹂
で
会
議
を
減
ら
す

　

学
年
主
任
の
と
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　

委
員
会
や
掃
除
場
所
の
割
り
当
て
が
、
職
員
会
議
で
提

案
さ
れ
る
。
飼
育
委
員
会
五
名
、
給
食
委
員
会
六
名
と
い

う
よ
う
に
。
そ
の
場
で
、
一
組
、
二
組
、
三
組
の
人
数
を

振
り
分
け
る
。
職
員
会
議
の
終
了
後
、﹁
各
ク
ラ
ス
の
人

数
は
、
こ
れ
で
い
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
、
す
ぐ
に
学
年
の
先

生
に
コ
ピ
ー
し
て
渡
す
。
ほ
か
の
学
年
は
別
の
日
に
集
ま

り
、
会
議
し
て
い
た
。
会
議
し
な
く
て
も
よ
い
。
提
案
さ

れ
た
﹁
そ
の
場
﹂
で
主
任
が
、
振
り
分
け
れ
ば
よ
い
。

４ 

﹁
通
信
﹂
で
減
ら
す

　

道
徳
主
任
の
と
き
、
所
見
の
書
き
方

を
、
月
に
二
回
程
度
発
信
し
て
い
っ
た
。

ほ
か
の
学
校
で
は
、
道
徳
の
所
見
の
書

き
方
に
つ
い
て
会
議
を
し
た
と
聞
い
た
。

日
頃
か
ら
発
信
し
て
お
け
ば
、
皆
の
貴

重
な
時
間
を
奪
う
こ
と
は
な
く
な
る
。

﹁
会
議
は
原
則
一
時
間
以
内
﹂
と
四
月
に
方
針
を
伝
え
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
大
切
な
五
つ
の
こ
と
は
次
で
あ
る
。

①
始
ま
り
と
終
わ
り
の
時
間
を
明
示
す
る
。

②
提
案
時
間
を
設
定
す
る
。

③
余
計
な
挨
拶
や
復
唱
を
し
な
い
。

④
ポ
イ
ン
ト
の
み
に
絞
る
。

⑤
人
件
費
の
意
識
を
も
つ
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
時
間
を
明
示
し
て
い
な
い
学
校
が
過

去
に
あ
っ
た
。
始
ま
り
の
時
間
は
あ
っ
て
も
終
わ
り
の
時

間
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
終
わ
る
時
間
に
合

わ
せ
て
進
め
る
意
識
が
薄
れ
て
し
ま
う
。
終
わ
り
の
時
間

を
一
時
間
後
に
明
記
し
て
お
い
て
、
そ
れ
以
前
に
終
わ
れ

ば
充
実
感
も
得
ら
れ
る
。

　

②
は
各
担
当
の
提
案
時
間
が
●
分
と
、
職
員
会
議
資
料

の
表
紙
に
明
記
す
る
こ
と
で
あ
る
。
校
長
以
外
は
全
て
時

間
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
提
案
と
協
議
と
合
わ
せ

て
の
時
間
で
あ
る
。
提
案
者
は
時
間
を
意
識
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
る
。

　

③
は
﹁
み
な
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
し
ょ
う
か
﹂﹁
始
め
て

よ
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
い
う
余
計
な
言
葉
は
な
し
と
し
、

す
ぐ
に
﹁
職
員
会
議
を
始
め
ま
す
﹂
と
司
会
が
進
行
す
る

こ
と
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
司
会
が
復
唱
す
る
場
面
も
よ

く
見
ら
れ
る
。
復
唱
が
違
っ
た
内
容
で
あ
っ
た
り
、
長
々

と
話
し
た
り
す
れ
ば
混
乱
を
招
く
だ
け
で
あ
る
。
復
唱
を

し
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
四
月
の
最
初
に
打
合
せ
で
伝
え

て
い
る
。
朝
の
打
合
せ
は
﹁
挨
拶
は
最
初
の
み
﹂﹁
復
唱

は
し
な
い
﹂
が
ル
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
だ
け
で
進

行
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
な
り
、
時
間
が
二
～
三
分
は
違
っ

て
く
る
。
朝
の
二
～
三
分
は
大
き
い
。

　

④
は
提
案
者
が
資
料
を
ず
ら
ず
ら
と
読
み
、
時
間
を
浪

費
し
て
い
る
場
面
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
資
料
を
読
め
ば
分

か
る
こ
と
は
説
明
す
る
必
要
は
な
い
。
変
更
点
や
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
と
こ
ろ
を
重
点
的
に
提
案
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
会
議
内
容
が
多
い
と
き
は
﹁
要
点
と
ポ
イ
ン
ト
だ

け
を
提
案
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と
教
務
主
任
か
ら
伝
え
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

　

⑤
は
元
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
の
向
山
行
雄
氏
か

ら
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

職
員
会
議
を
一
時
間
設
定
し
た
場
合
の
人
件
費
は

約
十
万
円
に
な
る
。

　

こ
の
数
値
は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
数
値
は
学
校
規
模
に
も

よ
る
が
、
職
員
会
議
を
人
件
費
と
い
う
物
差
し
で
考
え
た

こ
と
が
な
か
っ
た
。
管
理
職
と
し
て
当
然
意
識
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
視
点
で
あ
る
。
こ
の
意
識
が
根
本
に
あ
れ
ば
、

会
議
は
一
時
間
以
内
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う

﹁
チ
ー
ム
﹂
に
す
る
こ
と
が
管
理
職
の
仕
事
で
あ
る
。

会議を減らす４つの手立て
「会議を減らす」という意識をもつことが出発点である。

会議を１時間以内にするために
大切な５つのこと
会議を１時間以内にするためには「人件費」の
視点をもつことである。この意識をもてる
「チーム」にすることが管理職の仕事である。

山口県下関市立小月小学校千葉県柏市立光ヶ丘小学校 林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

並
なみ

木
き

 孝
たか

樹
き

TOSS流 スーパー会議術

　　年間の会議を
　　　　減らすための
　　　　　　職員会議提案術

TOSS流 スーパー会議術

　　会議を１時間以内で
　　　　効果的に終わらせる
　　　　　　ために大切な
　　　　　　　５つのこと
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S
教
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の
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き
方
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教
務
主
任
の
仕
事
と
は
何
か
。
私
の
場
合
、
現
場
で
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
。
仕
事
の
範
囲
が
分

か
ら
な
け
れ
ば
工
夫
の
し
よ
う
が
な
い
。
自
分
で
調
べ
て
、

学
校
教
育
法
施
行
規
則
四
十
四
条
四
項
及
び
﹁
学
校
教
育

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
等
の
施
行
に
つ
い

て
﹂（
文
初
地
第
一
三
六
号
）
な
る
通
達
に
行
き
着
い
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
文
言
は
抽
象
的
で
、
初
め
て
教
務

主
任
を
務
め
る
際
の
参
考
に
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
私

が
仕
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
は
、
向
山
氏
の

教
え
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

氏
は
﹁
教
務
主
任
は
教
育
課
程
編
成
の
中
心
と
な
る
﹂

と
し
た
上
で
、﹁
教
育
課
程
を
編
成
す
る
力
と
は
、
つ
ま

り
学
校
全
体
の
計
画
を
立
て
、
実
施
案
を
作
り
、
そ
れ
を

運
用
で
き
る
能
力
で
あ
る
﹂
と
明
確
に
定
義
す
る
。
そ
し

て
、
仕
事
を
具
体
的
に
示
す
。（
整
理
は
筆
者
）

①
教
育
思
想
を
時
間
割
に
反
映
さ
せ
ら
れ
る

② ﹁
学
校
教
育
の
目
標
﹂﹁
学
校
の
教
育
目
標
﹂
の
違

い
を
論
じ
ら
れ
る

③
年
間
授
業
時
数
の
計
算
が
で
き
る

④
予
算
配
分
を
提
案
で
き
る

⑤
組
織
を
設
計
で
き
る　

⑴
年
間
の
授
業
時
数
の
確
定

⑵
年
間
の
行
事
の
配
置

⑶
年
間
の
会
議
の
配
置

⑷
校
務
分
掌
の
明
確
化
と
人
員
の
配
置

　

※
主
任
等
軽
重
つ
け
年
代
別
に
割
り
振
る

⑸
以
上
全
て
の
企
画
・
計
画
の
文
章
化

　

こ
れ
ら
の
仕
事
に
取
り
組
む
に
あ
た
り
、﹁
過
去
五
～

十
年
分
の
職
員
会
議
資
料
に
目
を
通
す
﹂
こ
と
が
何
よ
り

重
要
だ
と
い
う
。
な
す
こ
と
が
極
め
て
明
快
で
あ
る
。
こ

れ
な
ら
即
実
行
で
き
る
。

　

こ
う
し
て
仕
事
の
内
容
が
明
確
に
な
れ
ば
、﹁
快
適
な

一
年
間
を
組
み
立
て
る
﹂
た
め
の
工
夫
が
可
能
に
な
る
。

　

私
の
し
て
い
る
大
小
の
工
夫
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

１　

十
月
に
翌
年
度
の
教
育
課
程
の
検
討
を
始
め
る
。

２　

二
月
に
は
年
間
行
事
計
画
を
形
に
す
る
。

３　

月
間
予
定
は
二
か
月
先
ま
で
確
定
し
配
付
す
る
。

４　

会
議
の
終
了
時
刻
を
明
示
す
る
。

５　

毎
月
全
学
級
分
の
実
質
授
業
時
数
を
配
付
す
る
。

６　

核
で
あ
る
授
業
及
び
生
徒
指
導
を
手
厚
く
研
修
す
る
。

７　

連
絡
は
各
自
日
報
に
打
ち
込
み
口
頭
で
伝
え
な
い
。

　

こ
れ
ら
を
実
行
す
れ
ば
、
自
身
も
周
囲
も
快
適
に
な
る
。

　

教
務
主
任
二
年
目
。
五
、
六
年
十
五
名
の
複
式
学
級
の

担
任
も
兼
務
す
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、
教

務
の
仕
事
と
し
て
や
っ
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。

１ 

新
学
期
が
始
ま
る
前
に
す
べ
き
こ
と

　

教
務
主
任
一
年
目
の
昨
年
。﹁
春
休
み
中
に
や
っ
て
い

て
良
か
っ
た
﹂
と
強
烈
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

　

年
間
予
定
を
一
冊
の
ノ
ー
ト
に
全
て
書
き
込
む

　

学
校
行
事
や
出
張
予
定
な
ど
は
、
前
年
度
中
に
大
体
は

分
か
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
一
年
間
を
把
握
す
る
作
業
は

三
月
中
か
ら
で
き
る
。﹁
い
つ
﹂﹁
ど
こ
で
﹂﹁
何
が
﹂
を

把
握
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
作
業
は
手
書
き
が

一
番
い
い
。
手
間
を
掛
け
た
分
だ
け
、
脳
が
記
憶
す
る
か

ら
で
あ
る
。
修
正
や
挿
入
、
削
除
は
赤
ペ
ン
を
使
う
。
色

を
変
え
る
こ
と
で
、
よ
り
見
や
す
く
な
る
か
ら
だ
。
ま
た
、

ノ
ー
ト
に
は
、
前
後
に
配
当
時
数
表
や
月
ご
と
の
行
事
予

定
表
も
貼
っ
て
お
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
更
に
使
い
勝

手
が
よ
く
な
る
。
お
勧
め
で
あ
る
。

２ 

次
年
度
に
向
け
て
す
べ
き
こ
と

　

勤
務
校
で
は
、
次
年
度
の
教
育
課
程
編
成
に
関
わ
り
、

教
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
教
育

課
程
を
振
り
返
り
、
来
年
度
に
生
か
す
た
め
だ
。
向
山
洋

一
氏
は
調
布
大
塚
小
時
代
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
際
、
次

の
よ
う
な
﹁
記
入
の
手
引
き
﹂
を
配
付
し
て
い
る
。

五
九
年
度
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案

　

記
入
の
手
引
き

一
九
八
五
、
一
、
九
、
調
布
大
塚
小

１　

提
出
日　

一
月
一
九
日
（
土
）
一
〇
時
ま
で

２　

記
入
方
法

①
意
見
と
提
案
と
分
け
て
書
き
、
提
案
は
﹁
提
案
﹂

と
入
れ
る
。

（
中
略
）

⑥
意
見
は
﹁
参
考
﹂
と
い
う
こ
と
で
、
議
題
と
し

て
は
取
り
上
げ
な
い
。
会
議
に
は
提
案
を
取
り
上

げ
る
。

　

手
引
き
に
は
、﹁
意
見
﹂
と
﹁
提
案
﹂
は
違
う
こ
と
が

示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、﹁
提
案
﹂
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
根
拠
も
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
二
つ
の
性

質
の
違
い
を
明
確
に
全
体
へ
示
す
こ
と
で
、
教
育
課
程
編

成
会
議
の
際
に
、
よ
り
具
体
的
に
話
し
合
い
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、﹁
提
案
﹂
を
受
け
て
の
次
年
度
の
教
育

計
画
や
、
職
員
会
議
へ
の
提
案
資
料
を
、
今
年
度
中
に
、

ほ
ぼ
完
成
さ
せ
て
お
く
と
よ
い
。
さ
ら
に
、
ほ
か
の
校
務

分
掌
の
提
案
資
料
も
同
じ
よ
う
に
作
っ
て
お
く
。
早
め
早

め
の
動
き
は
、
働
き
方
改
革
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

引
用
文
献
：『
教
え
方
の
プ
ロ
・
向
山
洋
一
全
集
41　

プ
ロ
教
師
に
よ
る

 

教
育
課
程
編
成
＝
学
校
づ
く
り
』（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

１年間を見通すポイント
振り返るポイント
春休み中に１年間の見通しをもち、
年度末に視点を明確にして振り返ることは、
次年度の教育課程編成につながる重要な仕事である。

「『教育実践』を数十倍する
苦労と満足」の真っ只中に
身を置く
授業に関する仕事と生徒の指導に関する仕事は全て教務である。
向山洋一氏の教えを土台として、その上に教務主任にしかできない
仕事を積み上げていこう。

山形県尾花沢市立宮沢小学校埼玉県熊谷市立奈良中学校 笹
ささ

原
はら

 大
だい

輔
すけ

長
は

谷
せ

川
がわ

 博
ひろ

之
ゆき

TOSS流 スーパー主任術

　　教務主任になったら、
　　　　快適な１年間を
　　　　　　こう組み立てる

TOSS流 スーパー主任術

　　教務主任になったら、
　　　　快適な１年間を
　　　　　　こう組み立てる

T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集
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元
全
国
連
合
小
学
校
長
会
会
長
で
あ
る
向
山
行
雄
氏
は
、

学
校
の
実
践
研
究
は
﹁
指
導
法
の
工
夫
﹂
だ
と
主
張
し
て

い
る
。
指
導
法
の
工
夫
に
よ
り
、
子
供
側
や
教
師
側
に
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
の
研
究
主
任
の
仕
事
と
は
、

１　

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る

２　

全
員
が
授
業
す
る
こ
と
を
決
め
る

３　

研
究
テ
ー
マ
に
お
け
る
現
状
を
把
握
す
る

４　

研
究
授
業
を
配
置
す
る

５　

研
究
の
検
証
（
ま
と
め
）
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。

１ 

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
る

　

ま
ず
、
過
去
の
研
究
を
調
べ
、
過
去
の
成
果
と
課
題
を

把
握
し
た
上
で
、
所
属
長
（
総
責
任
者
）
で
あ
る
校
長
の

思
い
を
聞
く
。

　

次
に
、
子
供
た
ち
の
現
状
を
把
握
す
る
。
例
え
ば
、
校

長
に
﹁
読
解
力
を
付
け
さ
せ
た
い
﹂
と
い
う
願
い
が
あ
れ

ば
、
例
え
ば
、﹁
読
解
力
向
上
の
た
め
の
指
導
法
の
工
夫
﹂

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。

２ 

全
員
が
授
業
す
る
こ
と
を
決
め
る

　

研
究
の
自
由
度
は
保
障
し
て
、﹁
読
解
力
の
た
め
の
指

導
法
の
工
夫
﹂
さ
え
さ
れ
て
い
れ
ば
ど
の
よ
う
な
授
業
で

も
い
い
の
で
、
全
員
が
授
業
す
る
こ
と
を
取
り
決
め
る
。

３ 

研
究
テ
ー
マ
に
お
け
る
現
状
を
把
握
す
る

﹁
現
在
、
子
供
た
ち
は
一
分
間
で
何
文
字
読
め
る
の
か
﹂

と
い
う
こ
と
を
把
握
す
る
。

４ 

研
究
授
業
を
配
置
す
る

　

あ
ら
か
じ
め
年
間
行
事
表
に
研
究
授
業
を
入
れ
ら
れ
る

日
を
人
数
分
＋
二
コ
マ
程
度
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
紙
を
配

付
し
て
、
希
望
を
記
入
し
て
も
ら
い
回
収
す
る
。
こ
ち
ら

で
整
理
し
、
最
終
希
望
を
聞
い
て
回
る
。
最
後
に
残
っ
た

と
こ
ろ
に
、
研
究
主
任
で
あ
る
自
分
が
授
業
を
入
れ
る
。

大
体
、
最
初
に
授
業
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
す
れ
ば
、

研
究
の
方
向
性
を
示
し
や
す
い
。
何
か
の
方
略
を
示
す
授

業
に
す
る
。
例
え
ば
、﹁
暗
唱
の
仕
方
﹂
や
﹁
音
読
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
﹂
な
ど
で
あ
る
。
指
導
案
に
は
、
数
値
を

入
れ
た
仮
説
を
立
て
る
。
例
え
ば
、﹁
一
年
間
で
幾
つ
の

暗
唱
を
し
た
ら
読
解
力
が
上
が
る
﹂﹁
一
分
間
で
何
文
字

読
め
る
と
、
読
解
力
が
上
が
る
﹂
な
ど
、
後
で
検
証
し
や

す
い
よ
う
に
数
値
を
入
れ
て
お
く
。

５ 

研
究
の
検
証
︵
ま
と
め
︶
を
す
る

　

全
員
が
数
値
を
入
れ
た
検
証
を
書
く
。

　

学
年
主
任
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
何
か
。
一
つ
だ
け
挙

げ
る
と
す
れ
ば
、﹁
見
通
し
を
も
つ
﹂
こ
と
に
尽
き
る
。

四
月
の
段
階
で
一
年
間
の
見
通
し
を
も
つ
こ
と
だ
。
年
間

計
画
を
基
に
当
該
学
年
の
行
事
、
校
外
学
習
、
各
教
科
・

総
合
の
年
間
予
定
を
確
認
す
る
。
一
学
期
の
見
学
施
設
や

バ
ス
の
予
約
は
、
混
み
合
う
時
期
が
集
中
す
る
場
合
が
あ

る
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
、
春
休
み
中
に
済
ま
せ
て
お
く
。

行
事
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
構
想
を
も
っ
て
お
く
。
例

え
ば
、
運
動
会
の
種
目
、
展
覧
会
の
絵
の
テ
ー
マ
、
学
習

発
表
会
の
内
容
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な
も
の
が
で
き
そ

う
か
、
幾
つ
か
考
え
、
ノ
ー
ト
に
書
い
て
お
く
。

　

そ
し
て
、
四
月
の
最
初
の
学
年
会
。
基
本
方
針
を
示
し
、

そ
れ
を
学
年
部
で
共
有
す
る
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
基

本
方
針
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
教
科
担
当
、
会
計
、
渉
外
、
学
年
便
り
な
ど

の
必
要
な
分
担
を
決
め
る
。
一
学
期
の
主
な
行
事
の
分
担

な
ど
も
決
め
て
し
ま
う
。
見
通
し
を
も
っ
た
学
年
主
任
だ

か
ら
こ
そ
、
先
を
読
ん
で
、
早
め
早
め
に
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

　

職
員
会
議
な
ど
で
学
年
に
関
わ
る
提
案
が
あ
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
そ
の
場
で
分
担
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
、

メ
モ
し
て
お
く
。
会
議
終
了
後
に
、
簡
単
に
打
ち
合
わ
せ

を
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、
提
出
文
書
が
あ
れ
ば
、
そ
の
日

の
う
ち
に
終
わ
ら
せ
る
。
当
然
、
仕
事
は
早
く
進
む
。
そ

う
い
っ
た
段
取
り
を
つ
け
る
の
も
学
年
主
任
の
仕
事
で
あ

る
。

　

あ
と
は
、
基
本
的
に
は
何
を
や
っ
て
も
自
由
で
あ
る
。

学
級
の
こ
と
は
担
任
に
任
せ
る
。
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
な
い
。
自
由
に
や
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
良
い
も
の
は
互
い
に
声
を
掛
け
合
っ
て
、
共
有

す
る
。
手
応
え
の
あ
っ
た
実
践
、
教
材
研
究
、
教
材
・
教

具
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
な
ど
の
情
報
交
換
が
で
き
る
と
よ
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
か
ど
う
か
は
、
そ
の
先
生

の
自
由
で
あ
る
。
強
制
は
し
な
い
。

　

何
か
問
題
が
起
こ
っ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
管
理
職
に
報

告
し
、
今
後
ど
う
す
る
の
か
具
体
策
を
即
決
す
る
。
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
よ
い
。
即
決
す
る
の
も
主
任
の
大
切
な
仕

事
で
あ
る
。

年間の見通しをもち、
基本方針を示す
学級のことは担任に任せ、自由度の高い学年集団をつくる。
問題があれば即決するのが主任の務めである。

読解力向上のための
指導法の工夫
現状を把握し、研究の方向性を示し、数値を入れた仮説を立てる。
そして、検証するのである。

新潟県三条市立栄中央小学校大阪府池田市立秦野小学校 田
た

代
しろ

 勝
かつ

巳
み

原
はら

田
だ

 朋
とも

哉
や

T
O
S
S
教
師
の
「
超
即
効
」
働
き
方
改
革

特集
TOSS流 スーパー主任術

　　学年主任になったら、
　　　　快適な１年間を
　　　　　　こう組み立てる

TOSS流 スーパー主任術

　　研究主任になったら、
　　　　快適な１年間を
　　　　　　こう組み立てる
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

の

物
語

新
時
代

21

向
山
指
導
課
長
日
記

長
、
体
育
部
長
、
施
設
部
長
へ
挨
拶
。

一
月
七
日
㈮　

部
課
長
会
﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
の

細
案
決
定
。
関
係
機
関
へ
挨
拶
。

一
月
十
一
日
㈫　

文
科
省
へ
﹁
プ
ラ
ン
21
﹂

説
明
。﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
予
算
内
示
。
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
新
年
会
。

一
月
十
二
日
㈬　

校
園
長
連
絡
会
。﹁
プ
ラ

ン
21
﹂
の
細
案
説
明
。
学
校
管
理
職
ヒ
ア

リ
ン
グ
（
十
一
名
）。

一
月
十
四
日
㈮　

東
京
都
特
別
区
指
導
室
課

長
会
﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
報
告
。
管
理
職
ヒ
ア

リ
ン
グ
。
夜
、
部
落
解
放
同
盟
旗
開
き
。

一
月
十
五
日
㈯　

教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
指

導
講
評
。
区
議
会
議
長
等
に
挨
拶
。

一
月
十
七
日
㈪　

管
理
職
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
二

十
一
名
）。
夜
、
同
和
対
策
協
議
会
。

一
月
十
八
日
㈫　
﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
推
進
委
員

会
。
夜
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
新
年
会
。

三
月
十
五
日
㈫　

区
議
会
予
算
特
別
委
員
会
。

二
十
四
名
の
議
員
う
ち
二
十
三
名
が
指
導

課
長
へ
質
問
（
一
人
二
十
分
）。
年
度
末

に
予
算
成
立
。﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
承
認
。

三
月
三
十
一
日
㈮　

品
川
区
部
課
長
会
で
私

の
送
別
会
。

四
月
一
日
㈯　

私
は
清
和
小
校
長
に
転
出
。

十
二
月
十
四
日
㈫　

管
理
職
任
用
審
査
。

十
二
月
十
五
日
㈬　

定
例
教
育
委
員
会
。

十
二
月
十
六
日
㈭　

東
京
都
指
導
部
と
指
導

主
事
異
動
ヒ
ア
リ
ン
グ
。
不
登
校
教
室
運

営
委
員
会
。
地
域
団
体
懇
親
会
。

十
二
月
十
七
日
㈮　

教
育
セ
ン
タ
ー
職
員
ヒ

ア
リ
ン
グ
（
十
五
名
）。
神
奈
川
新
聞
取

材
。
副
校
長
・
事
務
主
任
懇
親
会
。

十
二
月
二
十
日
㈪　

指
導
課
予
算
協
議
。

十
二
月
二
十
一
日
㈫　

品
川
区
長
へ
﹁
プ
ラ

ン
21
﹂
説
明
と
予
算
の
要
望
。
広
島
市
教

育
委
員
会
（
十
一
名
）
へ
説
明
。

十
二
月
二
十
二
日
㈬　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
﹁
プ
ラ

ン
21
﹂
の
取
材
。
熊
本
市
教
育
長
へ
説
明
。

復
活
予
算
の
折
衝
。
指
導
課
忘
年
会
。

十
二
月
二
十
四
日
㈮
﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
要
望
事

項
ま
と
め
。
Ｅ
中
学
校
教
諭
処
分
発
令
。

東
京
都
人
事
部
長
室
で
。
部
長
に
陳
謝
。

十
二
月
二
十
八
日
㈫　

Ｆ
中
学
校
教
諭
体
罰

の
件
、
毎
日
新
聞
取
材
。
御
用
納
め
。

一
月
四
日
㈫　

御
用
始
め
、
区
長
、
助
役
総

務
部
長
、
監
査
委
員
等
へ
挨
拶
。
教
育
長

と
打
ち
合
せ
。

一
月
五
日
㈬　

指
導
課
会
。
東
京
都
教
育
長

次
長
、
総
務
部
長
、
指
導
部
長
、
学
務
部

二 

一
九
九
九
年
十
二
月
～

 

二
〇
〇
〇
年
四
月
の
動
静

十
一
月
二
十
六
日
㈮　

区
議
会
本
会
議
を
終

え
て
二
十
一
時
香
川
県
の
ホ
テ
ル
へ
。

十
一
月
二
十
七
日
㈯
・
二
十
八
日
㈰　

全
国

同
和
教
育
研
究
会
。

十
一
月
二
十
九
日
㈪　

区
議
会
文
教
委
員
会

﹁
プ
ラ
ン
21
﹂
の
説
明
と
協
議
。

十
二
月
二
日
㈭　

校
園
長
連
絡
会
で
説
明
。

十
二
月
三
日
㈮　

Ａ
小
学
校
﹁
給
食
異
物
混

入
事
件
﹂
で
保
護
者
会
。
質
問
と
答
弁
。

十
二
月
六
日
㈪　

区
議
会
文
教
委
員
会
﹁
プ

ラ
ン
21
﹂
の
質
疑
応
答
。
Ａ
小
学
校
保
護

者
会
。
私
か
ら
説
明
、
保
護
者
納
得
。

十
二
月
七
日
㈫　

Ｂ
小
学
校
研
究
発
表
会
。

指
導
講
評
。

十
二
月
八
日
㈬　

Ｃ
小
学
校
訪
問
。
講
演
。

夜
、
職
員
団
体
と
当
面
の
課
題
で
交
渉
。

十
二
月
九
日
㈭　

教
頭
連
絡
会
。
服
務
規
律

と
危
機
管
理
で
講
演
。
人
事
異
動
協
議
。

十
二
月
十
日
㈮　

Ｄ
小
学
校
訪
問
。
東
京
都

人
事
部
と
人
事
異
動
ヒ
ア
リ
ン
グ
。

十
二
月
十
三
日
㈪　

指
導
課
職
員
ヒ
ア
リ
ン

グ（
八
名
）。﹁
プ
ラ
ン
21
﹂の
最
終
案
作
成
。

あ
り
、
学
区
域
が
複
雑
に
な
っ
て
い
た
。
隣

の
学
区
域
の
方
が
近
い
、
幹
線
道
路
を
横
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
問
題
も
あ
っ

た
。
住
民
か
ら
通
学
区
域
の
弾
力
化
を
求
め

る
要
望
も
あ
っ
た
。

　

公
立
学
校
離
れ
が
進
み
、
富
裕
層
は
私
学

を
選
択
す
る
。
多
額
の
教
育
費
を
負
担
で
き

な
い
住
民
は
、
公
立
学
校
に
し
か
通
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
教
育
の
機
会
均
等
が
脅

か
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
学
校
の

密
集
す
る
品
川
区
で
は
、
学
校
を
選
択
で
き

る
制
度
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
各

学
校
の
条
件
整
備
や
教
育
活
動
の
充
実
を
目

指
す
こ
と
に
し
た
。

　

以
下
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
私
の
日
記

で
あ
る
。

け
た
。そ
の
決
定
を
、朝
日
新
聞
は
一
面
ト
ッ

プ
で
報
じ
た
。
一
つ
の
地
方
自
治
体
の
教
育

施
策
を
、
三
大
紙
が
一
面
ト
ッ
プ
で
報
じ
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
学
校
選
択
制
は
そ

れ
だ
け
イ
ン
パ
ク
ト
が
大
き
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

　

教
育
界
に
は
、﹁
二
十
年
後
の
握
手
﹂
と

い
う
言
葉
が
あ
る
。
教
師
と
し
て
の
実
践
は
、

二
十
年
後
の
教
え
子
の
成
長
に
開
花
す
る
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

　

一
つ
の
施
策
が
、
二
十
年
を
経
て
ど
う

な
っ
た
か
。
冷
静
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

品
川
区
は
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
の
小
さ

な
エ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
島
か
ら
な
り
、

そ
こ
に
小
学
校
が
四
十
も
あ
る
。
三
十
分
ほ

ど
で
通
え
る
私
立
小
学
校
は
二
十
も
あ
り
、

ど
こ
も
英
語
の
早
期
教
育
を
実
施
し
て
い
た
。

　

ま
た
、
大
正
～
昭
和
期
に
か
け
て
私
鉄
線

が
開
業
し
て
町
が
急
速
に
発
展
し
た
影
響
も

一 

二
十
年
前
の
十
二
月

　

十
二
月
に
な
っ
た
。

　

二
十
年
前
の
年
末
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

﹁
二
〇
〇
〇
年
問
題
﹂
が
あ
っ
た
。
二
十
世

紀
か
ら
二
十
一
世
紀
へ
の
切
り
替
え
、
シ
ス

テ
ム
の
円
滑
な
移
行
で
関
係
者
は
苦
労
し
た
。

幸
い
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
二
〇
〇
〇
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

二
十
年
前
の
十
二
月
、
私
は
品
川
区
教
育

委
員
会
の
指
導
課
長
だ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
、

長
期
計
画
の
﹁
品
川
の
教
育
改
革
﹃
プ
ラ
ン

21
﹄﹂の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

通
学
区
域
の
弾
力
化
（
学
校
選
択
制
）
も
、

そ
の
プ
ラ
ン
の
一
項
目
。
当
時
、
学
校
選
択

制
を
本
格
的
に
導
入
し
て
い
る
自
治
体
は
な

い
。
だ
か
ら
、
九
月
十
四
日
㈫
の
学
校
選
択

制
を
決
め
る
教
育
委
員
会
は
、
多
く
の
マ
ス

コ
ミ
が
取
材
し
た
。
職
員
団
体
も
動
員
を
掛
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
４
）

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
報
道
や
感
情
に
強
く
訴
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
し
て

何
か
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
を
集
め
、

で
き
る
だ
け
客
観
的
・
科
学
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

で
は
な
い
。
石
炭
発
電
の
死
者
が
多
い
の
は
、

か
つ
て
大
気
汚
染
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
亡

く
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

現
在
は
か
な
り
改
善
さ
れ
て
い
る
は
ず
だ
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
危
険
度
を
、
そ
も

そ
も
死
者
数
で
評
価
し
て
い
い
の
か
、
と
い

う
意
見
も
あ
り
得
る
。

　

原
子
力
で
は
多
く
の
死
者
は
出
て
い
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
事
故
が
起
こ
っ
た
と
き

の
社
会
的
損
失
、
経
済
的
損
失
は
巨
大
か
も

し
れ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
言
い
た
い
の

は
、﹁
原
子
力
は
安
全
だ
か
ら
ど
ん
ど
ん
推

進
し
よ
う
﹂
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

言
い
た
い
こ
と
は
次
の
と
お
り
だ
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
デ
ー
タ
を
集
め
、

で
き
る
だ
け
客
観
的
・
科
学
的
に
判
断

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。

　

発
電
方
法
に
よ
る
﹁
生
命
損
失
﹂
に
は
、

ほ
か
に
も
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　

次
号
で
も
う
少
し
紹
介
し
た
い
。

　

こ
の
中
で
は
﹁
天
然
ガ
ス
﹂
な
ど
の
発
電

方
法
が
比
較
的
安
全
に
見
え
る
。

　

ま
ず
、
太
陽
光
か
ら
原
子
力
ま
で
は
隠
し

た
ま
ま
で
提
示
す
る
。

　

子
供
た
ち
に
﹁
原
子
力
﹂
に
よ
る
死
者
数

を
予
想
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

皆
さ
ん
も
予
想
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

子
供
た
ち
の
予
想
を
出
さ
せ
た
後
で
、
隠

し
て
い
た
部
分
を
取
り
、
正
解
を
表
示
す
る
。

〇
・
〇
四
人

　

こ
れ
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
の
災

害
に
よ
る
死
者
を
含
め
て
も
変
化
し
な
い
。

２ 

科
学
的
で
冷
静
な
判
断
を

　

こ
の
デ
ー
タ
だ
け
を
見
れ
ば
、
原
子
力
か

ら
ほ
か
の
発
電
方
法
に
切
り
替
え
る
と
、も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
が
死
ぬ
よ
う
に
思
え
る
。

　

私
た
ち
が
も
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
と
は

違
っ
た
事
実
だ
。

　

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
す
ぐ
﹁
原

子
力
は
安
全
だ
﹂
と
い
う
結
論
に
な
る
わ
け

で
あ
る
。

　

公
平
に
見
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な

デ
ー
タ
が
必
要
だ
ろ
う
。

　

同
じ
だ
け
の
電
気
を
発
電
し
た
場
合
、

人
が
よ
り
多
く
死
ん
で
い
る
の
は
、
ど

の
発
電
方
法
な
の
か
。

　

私
は
次
の
デ
ー
タ
を
提
示
し
た
。

　

発
電
量
（
Ｔ
Ｗ
ｈ
＝
テ
ラ
ワ
ッ
ト
ア

ワ
ー
）
あ
た
り
の
死
者
数
 ※

　

こ
れ
を
見
る
と
、
石
炭
に
よ
る
発
電
で
は

圧
倒
的
に
多
く
の
人
が
死
ん
で
い
る
。

１ 

原
子
力
発
電
の
危
険
性
を
ど
の
よ
う
な 

 

デ
ー
タ
か
ら
判
断
す
れ
ば
い
い
の
か

　

福
島
の
原
子
力
発
電
所
を
大
き
な
津
波
が

襲
っ
た
。
発
電
所
は
壊
れ
た
。
深
刻
な
被
害

が
あ
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
報
道
が
な
さ
れ
、

多
く
の
人
が
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
た
。

　

原
子
力
発
電
所
は
確
か
に
安
全
で
は
な
い
。

そ
れ
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
、
一
旦
冷
静
に

な
っ
て
﹁
デ
ー
タ
﹂
を
見
る
な
ら
、
ま
た
少

し
違
っ
た
解
釈
も
あ
り
得
る
。

　

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
危
険
性

を
も
っ
と
正
確
に
判
断
で
き
ま
す
か
？

　

危
険
性
を
か
な
り
客
観
的
に
示
し
て
い
る

と
思
え
る
の
は
、﹁
こ
れ
ま
で
の
死
者
数
﹂

※ 

発
電
方
法
別
の
発
電
量
当
た
り
死
者
数
の
比
較

 

（https://togetter.com
/li/323361

）
の
デ
ー
タ
か
ら
、
谷
が
作
成
。
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向山洋一が教育界に創ってきたもの 「
日
本
の
子
育
て
」
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
指
針

虐
待
、
愛
着
障
害
、
低
学
年
か
ら
の
学
級
崩
壊
な
ど
の
「
不
幸
」
を

断
ち
切
る
た
め
の
指
針
を
示
し
て
き
た
。

水み
ず

野の 

正し
ょ
う

司じ

解
説
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ト
セ
ト
ラ
理
事

た
。﹁
日
本
の
子
ど
も
は
世
界
一
幸
せ
﹂
だ

と
賞
賛
し
た
。

⑹
向
山
洋
一
氏
の
嘆
き
を
何
度
も
読
み
た
い
。

現
在
の
教
師
に
も
責
任
は
あ
る
。

⑺
ま
ず
は
歴
史
を
知
ろ
う
。

　
　

日
本
の
教
育
制
度
は
﹁
破
壊
﹂
さ
れ
た
。

⑻ ﹁
破
壊
﹂
さ
れ
た
も
の
は
三
つ
。
こ
の
三
つ

を
取
り
戻
す
こ
と
が
復
活
の
指
針
に
な
る
。

①
教
員
養
成
制
度
の
立
て
直
し
。
法
律
が
必

要
に
な
る
。
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
技
術
・
技
能
を
も
っ
た
教
師
の
事
実

を
示
し
続
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

②
平
成
十
八
年
の
改
正
教
育
基
本
法
に
よ
り
、

保
護
者
は
子
供
の
教
育
の
「
第
一
義
的
責

任
」
を
負
う
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。
法
は

で
き
た
。
予
算
は
器
だ
け
を
作
っ
た
。
次

は
質
を
高
め
る
た
め
の
予
算
が
必
要
に

な
る
。

③
だ
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
観
光
立
国
教
育
の
先

頭
に
立
っ
て
実
践
を
切
り
開
い
て
き
た
。

　
　

こ
の
三
つ
を
教
育
界
に
提
起
し
た
の
は
向

山
氏
だ
け
で
あ
ろ
う
。
こ
の
論
文
の
次
の

ペ
ー
ジ
は
総
理
就
任
直
前
の
安
倍
晋
三
氏
へ

と
続
く
。

⑴
外
国
人
が
見
た
の
だ
。
客
観
的
な
観
察
記
だ
。

嘘
や
意
図
は
入
ら
な
い
。
貴
重
な
事
実
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
﹁
百
人
近
く
﹂
で
あ
る
。

⑵
そ
の
百
人
近
く
の
観
察
記
を
集
め
て
一
冊
に

ま
と
め
た
本
が
こ
れ
で
あ
る
。

⑶
現
在
と
の
違
い
は
次
の
点
だ
。

　
　

母
親
に
育
児
ス
ト
レ
ス
が
な
い
。

　
　

理
由
は
二
つ
。
一
つ
は
、
母
親
と
な
る
者

が
赤
ん
坊
の
育
て
方
を
社
会
の
中
で
習
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
周
囲
の

大
人
た
ち
も
﹁
宝
も
の
﹂
と
し
て
赤
ん
坊
の

面
倒
を
見
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
現
在
は
核

家
族
化
に
よ
っ
て
育
て
方
を
見
習
う
機
会
が

な
い
。
義
務
教
育
も
﹁
赤
ち
ゃ
ん
の
育
て
方
﹂

は
教
え
て
い
な
い
。
地
域
と
の
つ
な
が
り
も

な
く
な
り
、
子
育
て
は
孤
立
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
﹁
子
ど
も
が
泣
か
な
い
﹂

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
泣
か
な
い
の
か
。

そ
の
理
由
が
⑷
と
⑸
に
書
い
て
あ
る
。

⑷
西
洋
で
の
子
育
て
は
体
罰
に
よ
る
し
つ
け
が

当
た
り
前
だ
っ
た
。
日
本
だ
け
が
違
っ
た
。

⑸
日
本
は
﹁
愛
情
﹂
に
よ
っ
て
子
育
て
を
し
て

い
た
。
外
国
人
た
ち
が
口
を
そ
ろ
え
て
驚
い

る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
は
嘘う
そ

や
過
ち
を

隠
し
た
り
せ
ず
、
す
べ
て
を
父
母
に
話
し
、

自
分
に
お
き
た
こ
と
を
一
緒
に
喜
び
悲
し

む
。

（
中
略
）

（
三
）

⑸
そ
し
て
、
日
本
の
親
に
と
っ
て
の
子
ど

も
の
存
在
を
、
次
の
よ
う
に
見
て
い
る
。

（
中
略
）

　

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス

―
―
日
本
の
子
ど
も
ほ
ど
行
儀
が
よ
く
親

切
な
子
ど
も
は
お
ら
ず
、
日
本
の
母
親
ほ

ど
愛
情
深
く
子
ど
も
に
つ
く
す
母
親
は
い

な
い
。

⑹
こ
れ
ほ
ど
西
洋
人
に
高
く
評
価
さ
れ
て

い
た
日
本
の
子
育
て
の
面
影
は
な
く
な
っ

た
。

　

子
ど
も
を
ど
な
り
散
ら
す
親
は
た
く
さ

ん
い
る
。

　

子
ど
も
を
ど
な
る
教
師
も
た
く
さ
ん
い

る
。

　

い
つ
か
、
子
ど
も
ま
で
荒
れ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
っ
た
。

⑺
そ
れ
は
、
ど
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
。

﹁
世
界
一
幸
せ
な
子
ど
も
﹂
と
西
洋
人
達

が
び
っ
く
り
し
た
日
本
の
子
育
て

⑴
日
本
の
か
つ
て
の
子
育
て
の
様
子
を
、

明
治
維
新
の
前
後
に
日
本
を
訪
れ
た
百
人

近
く
の
西
洋
人
が
書
き
残
し
て
い
る
。

（
中
略
）

⑵『
逝
き
し
世
の
面
影
』（
渡
辺
京
二
著
、

平
凡
社
）
に
は
、
西
洋
人
の
目
か
ら
見
た

日
本
の
親
子
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

の
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

（
中
略
）

⑶
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
（1838-

1925　

ア
メ
リ
カ
の
動
物
学
者
、
大
森

貝
塚
発
見
者
。
一
八
七
七
年
来
日
）

―
―
母
親
が
赤
ん
坊
に
癇か
ん

癪し
ゃ
く

を
起
こ
す
と

こ
ろ
を
見
な
い
。
子
ど
も
が
泣
か
な
い
の

は
刑
罰
も
な
く
叱
ら
れ
な
い
か
ら
で
も
あ

り
、
子
ど
も
も
従
順
な
の
で
叱
る
必
要
も

な
い
。
日
本
の
よ
う
に
、
両
親
を
敬
愛
し

老
年
者
を
尊
敬
す
る
子
ど
も
は
他
に
い
な

い
。

（
中
略
）

⑷
家
庭
教
育
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に

も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
ア
リ
ー
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
フ
レ
イ

ザ
ー
（1851-1922　

英
国
の
外
交
官

ヒ
ュ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
の
妻
。
一
八
八
九

年
夫
の
赴
任
に
伴
い
来
日
）

―
―
日
本
人
の
子
ど
も
は
罰
を
受
け
た
り

小
言
を
言
わ
れ
な
く
て
も
、
親
か
ら
注
が

れ
る
愛
情
に
よ
り
好
ま
し
い
態
度
を
身
に

つ
け
て
い
く
。
決
し
て
甘
や
か
さ
れ
て
い

　

戦
争
が
終
了
し
た
時
か
ら
で
あ
る
。

　

日
本
に
進
駐
し
て
き
た
占
領
軍
は
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で
の
主
要
な

日
本
の
制
度
を
破
壊
し
た
。

⑻
教
育
で
い
え
ば
三
つ
あ
る
。

　

第
一
は
、
教
師
養
成
制
度
を
破
壊
し
て
、

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
の
素
人
教
師
を
養
成
し

た
。

　

授
業
を
語
れ
な
い
教
授
が
教
員
養
成
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
は
、
教
育
基
本
法
か
ら
「
家
庭
教

育
」
の
内
容
を
削
除
し
た
。
数
十
年
に
わ

た
り
、「
家
庭
教
育
」
の
方
針
の
な
い
教

育
政
策
が
さ
れ
た
。

　

更
に
、
親
の
権
利
は
あ
る
が
、
法
律
の

ど
こ
に
も
親
の
義
務
が
な
い
法
が
施
行
さ

れ
た
。

　

第
三
は
、
日
本
の
す
ば
ら
し
さ
を
教
え

る
教
育
が
、
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

「
日
本
を
と
り
も
ど
す
」
の
が
、
教
育
界

の
大
テ
ー
マ
な
の
で
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌　

二
〇
一
二
年
十
二
月
号　

明
治
図
書
）

向
山
論
文

※ 

（ ）
の
番
号
は
水
野
。
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１ 

原
実
践
は
谷
和
樹
氏

　

五
年
社
会
科
﹁
こ
れ
か
ら
の
食
料
生
産
﹂
と

い
う
単
元
で
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
授
業

（
原
実
践
：
谷
和
樹
氏
）
を
修
正
追
試
し
た
。

修
正
し
た
部
分
は
、﹁﹃
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹄
を
使

う
﹂
こ
と
で
あ
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
を
使
う
こ

と
で
、
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル

に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
原
実
践
は
、

﹁
食
卓
に
届
け
ら
れ
た
新
鮮
な
野
菜
﹂
を
教
材

と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
本
実
践
で
は
﹃﹁
社

会
﹂
授
業
の
新
法
則
～
５
年
生
編
～
（
授
業
の

新
法
則
化
シ
リ
ー
ズ
）﹄（
向
山
洋
一
監
修　

学

芸
み
ら
い
社
）
を
参
考
に
、﹁
牛
肉
﹂
を
教
材

と
し
て
用
い
た
。

２ 

ど
の
ぐ
ら
い
安
全
か

　

校
区
内
の
ス
ー
パ
ー
で
購
入
し
た
牛
肉
の
食

品
ラ
ベ
ル
を
印
刷
し
て
配
付
し
た
。

指
示
1 

こ
の
ラ
ベ
ル
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ

と
、
気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
で
き

る
だ
け
た
く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
箇
条
書
き
に
し

な
さ
い
。

　

五
分
後
に
発
表
さ
せ
る
。﹁
こ
れ
は
和
牛
だ
﹂

﹁
北
海
道
産
と
書
か
れ
て
い
る
﹂﹁
番
号
が
た
く

さ
ん
あ
る
﹂﹁
消
費
期
限
が
書
か
れ
て
い
る
﹂

な
ど
様
々
な
こ
と
が
交
流
さ
れ
る
。

発
問
1 

安
全
な
食
品
を
食
べ
る
こ
と
が
、
私

た
ち
の
願
い
で
す
。
ど
の
ぐ
ら
い
安
全
だ
と

思
い
ま
す
か
？　

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
安
全

だ
と
思
う
人
？

　

挙
手
し
た
子
は
い
な
か
っ
た
。﹁
こ
れ
、
い

発
問
2 

農
場
か
ら
、
食
べ
る
人
の
と
こ
ろ
に
、

食
べ
物
が
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
に
、
た
く
さ

ん
の
人
が
仕
事
を
し
ま
す
。
例
え
ば
、
食
べ

る
人
の
前
に
「
売
る
人
」。
ほ
か
に
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
人
が
い
ま
す
か
？

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
一
枚
に
一
つ
ず
つ
か
か
せ

る
。
仕
事
の
イ
ラ
ス
ト
と
そ
の
説
明
も
か
か
せ

る
。
出
来
上
が
っ
た
メ
モ
は
順
番
に
ノ
ー
ト
に

貼
ら
せ
て
、
矢
印
で
結
ば
せ
る
。

３ 

ど
こ
が
危
な
い
か

　

早
く
終
わ
っ
た
子
同
士
で
、
で
き
た
メ
モ
を

見
せ
合
い
な
が
ら
交
流
さ
せ
た
。
こ
の
交
流
が

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
養
う
。
次
の
指
示

を
出
す
。

指
示
2 

友
達
の
メ
モ
を
見
て
、「
こ
の
メ
モ
は

こ
こ
じ
ゃ
な
い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
教
え
て

あ
げ
な
さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
メ
モ
に
足
り

な
い
も
の
が
あ
っ
た
ら
付
け
加
え
な
さ
い
。

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
﹂
は
順
番
を
入
れ
替
え
た
り
、

付
け
加
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
た

ち
は
、
交
流
し
な
が
ら
自
分
の
予
想
し
た
フ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て
い
た
。
五
分
後
、
検

討
を
終
え
て
、
次
の
発
問
を
す
る
。

発
問
3 

食
品
が
運
ば
れ
て
く
る
ま
で
の
間
で
、

ど
こ
が
危
な
い
の
で
す
か
。

指
示
3 

「
こ
の
部
分
が
危
な
い
」
と
思
う
場
所

に
バ
ツ
を
付
け
な
さ
い
。
そ
の
理
由
も
書
き

な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
て
、
チ
ェ
ッ
ク
し

た
後
、
発
表
さ
せ
る
。﹁
育
て
る
人
の
と
こ
ろ

が
危
な
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
牛
が
病
気
に
な
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
か
ら
で
す
﹂
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
点

で
、
危
な
い
部
分
が
発
表
さ
れ
る
。
子
供
た
ち

の
発
表
を
ま
と
め
る
と
、
ど
の
場
面
で
も
何
ら

か
の
危
な
い
こ
と
が
入
っ
て
き
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

４ 

ど
う
や
っ
て
追
跡
す
る
か

　

こ
の
後
、個
体
識
別
番
号
※2
を
使
っ
た
ト
レ
ー

サ
ビ
リ
テ
ィ
を
教
え
る
。
教
科
書
に
載
っ
て
い

る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
説
明
を
読
ん
だ
後
、

実
際
に
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
で
番
号
を
打
ち
込
ん

だ
。
母
牛
の
情
報
や
、
ど
こ
の
誰
が
関
わ
っ
た

の
か
な
ど
の
情
報
が
す
ぐ
に
表
示
さ
れ
る
。
子

供
た
ち
は
、
自
分
の
メ
モ
と
見
比
べ
な
が
ら
、

驚
き
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

ま
せ
ん
よ
ね
﹂
と
共
感
し
て
、
次
の
発
問
を
す

る
。

社
会
科
「
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

※1

」
を

「
T
O
S
S
メ
モ
」
で
授
業
す
る

社
会
で
は
連
続
し
た
「
働
く
人
」
の
つ
な
が
り
が
、
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
を
読
み
取
る
学
習
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
て
る
。
自
然
や
農
場
か
ら
、

消
費
者
ま
で
食
品
が
運
ば
れ
て
来
る
ま
で
の
仕
組
み
（
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
）
を
扱
っ
た
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

※2 

日
本
の
狂
牛
病
問
題
の
対
策
と
し
て
、
全
国
の
牛
に
割
り

 

振
ら
れ
て
い
る
番
号
。

※1 

食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
は
、
国
際
的
に
は
「
生
産
、
加
工
及
び
流
通
の
特
定
の
一
つ
又
は
複
数
の

 

段
階
を
通
じ
て
、
食
品
の
移
動
を
把
握
で
き
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
（
コ
ー
デ
ッ
ク
ス
委
員
会
）。

 

（
平
成
三
十
一
年
四
月
「
食
品
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
農
林
水
産
省
よ
り
）
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

「
聴
け
る
」
集
団
に
変
わ
る
教
材
！

荒
れ
て
い
た
子
供
た
ち
も
熱
中
し
、

凛り
ん

と
し
た
集
団
に
変
化
し
た
。

広ひ
ろ

畑は
た 

宏ひ
ろ

樹き

静
岡
県
浜
松
市
立
与
進
小
学
校

・
授
業
中
も
ざ
わ
ざ
わ
し
て
い
る

・
余
計
な
発
言
が
頻
繁
に
あ
る

　

荒
れ
た
学
級
ほ
ど
騒
々
し
い
。

　

あ
る
年
に
担
任
し
た
学
級
は
、
特

に
騒
が
し
い
集
団
だ
っ
た
。

﹁
聴
く
﹂
姿
勢
を
育
む
た
め
、
五
色

か
る
た
に
取
り
組
ん
だ
。
札
を
取
る

た
め
に
﹁
聴
く
﹂
か
ら
で
あ
る
。

﹁
五
色
名
句
百
選
か
る
た
﹂（
東
京

教
育
技
術
研
究
所
）
を
選
ん
だ
。

①
知
的
な
遊
び
で
あ
り
、
楽
し
い

②
取
札
に
絵
が
あ
り
、
易
し
い

③
文
字
数
・
音
数
が
少
な
い

　

こ
の
お
か
げ
で
、﹁
文
字
を
読
む
の

が
苦
手
﹂﹁
国
語
大
嫌
い
！
﹂
と
い
う

子
も
、
抵
抗
な
く
取
り
組
め
た
。

　

初
期
は
、更
に
工
夫
を
し
た
。「
試

合
途
中
に
、暗
記
タ
イ
ム
を
設
け
る
」

「
決
ま
り
字
だ
け
を
繰
り
返
し
読
み
、

覚
え
た
ら
有
利
に
な
る
と
体
感
さ
せ

る
」「
苦
手
な
子
が
見
て
い
る
札
を

読
み
、
取
ら
せ
る
」
な
ど
だ
。

　

成
功
の
秘
訣
は
、「
毎
日
」
行
う

こ
と
。
勉
強
が
苦
手
な
子
で
も
覚
え

ら
れ
、
成
長
を
実
感
で
き
る
。
す
る

と
、
更
に
覚
え
よ
う
と
集
中
す
る
。

好
循
環
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
子
供

た
ち
は
札
を
取
ろ
う
と
、﹁
聴
く
﹂
経

験
を
積
み
重
ね
、
変
化
し
た
。

　

集
中
し
、
し
ん
と
す
る
。
一
音
が

発
せ
ら
れ
た
瞬
間
、
サ
ッ
と
動
く
。

そ
ん
な
凛
と
し
た
集
団
に
変
わ
っ
た
。

　

そ
の
間
、
僅
か
三
週
間
だ
っ
た
。

トークライン
読者限定
お得情報!!

くわしくは、下を
ご覧ください。

　

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

一か月取り組み、
学級内大会を開催。
熱戦で大好評！

期間：2019年9月15日～12月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

11月号で紹介！
とびなわキング　800円（税込）
１回のご注文につき「級別シール」
を２種類プレゼント！
パスワード：uhp8s4

10月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　
2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無
料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

12月号で紹介！
五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料で
お届けいたします。
パスワード：afv6lp

TOSS－SNSは最新の授業実践の宝庫
TOSS－SNSで実践を共有し、教育の質を向上させる。

前
まえ

田
だ

 吉
よし

法
のり

静岡県裾野市立富岡第一小学校

１ 全国の情報が満載
　TOSS－SNSには、全国の様々な情報が詰まっている。今まで、静岡のことしか分からなかった
自分が、他県の教材・教具を見ることで、静岡がどれだけ後れを取ってきたかが分かった。
　静岡のことだけしか知らなかったら、他県の事例を出しながら子供のために戦うことがで
きなかった。知っているからこそ変えることができる事実がある。
２ 最新の教育実践に取り組む
　TOSS－SNSには、各地から情報が寄せられている。例えば、戸村氏は、５時間40分の教育
課程について発信している。久野氏は、ちょっとした工夫で授業も学級経営もしやすくする
微差力を発信している。山田氏は、毎日５年生の授業実践を公開している。ほかにも全国各
地の授業実践や学級実践、最新の情報が報告されている。そのような全国の情報を共有する
ことで教育の質が上がる。その連続が日本の教育を変えることにつながる。

TOSS－SNS　　http://sns.tos-land.net/
参加資格：①TOSSサークル、または法則化サークルで活動していること。
　　　　　②『教育トークライン』誌を定期的に購読していること。

学
級
崩
壊
を
立
て
直
す
「
あ
か
ね
こ
名
文
ス
キ
ル
」

（
光
村
教
育
図
書
）

あ
の
騒
乱
状
態
だ
っ
た
教
室
が
シ
ー
ン
と
な
る
。
優
れ
た
直
写
教
材
は
、

教
師
を
危
機
か
ら
救
う
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

　

私
が
二
十
代
の
頃
の
こ
と
だ
。
前

年
度
、
学
級
崩
壊
し
た
ク
ラ
ス
を
担

任
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

で
学
び
始
め
た
ば
か
り
の
私
に
は
、

自
信
が
あ
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
使

え
ば
、
こ
の
ク
ラ
ス
を
立
て
直
す
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の
自
信

は
す
ぐ
に
打
ち
砕
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
授
業
中
、
指
示
が
通
ら
な

い
。
私
語
が
蔓ま
ん

延え
ん

す
る
。
手
紙
を
回

さ
れ
る
。﹁
勉
強
、
つ
ま
ら
ね
ー
！
﹂

な
ど
の
叫
び
声
が
響
く
。
私
の
も
っ

て
い
た
自
信
な
ど
、
修
業
に
裏
打
ち

さ
れ
て
い
な
い
、た
だ
の
﹁
お
ご
り
﹂

で
し
か
な
か
っ
た
。

　

教
室
が
危
機
的
な
状
況
の
と
き
、

サ
ー
ク
ル
で
＂あ
る
教
材
＂を
紹
介
さ

れ
た
。
そ
れ
が
﹁
あ
か
ね
こ
名
文
ス

キ
ル
﹂
だ
っ
た
。
薄
い
紙
の
下
に
あ

る
名
文
を
写
す
（
直
写
と
い
う
）
教

材
だ
。
藁わ
ら

に
も
す
が
る
思
い
で
、
授

業
に
取
り
入
れ
た
。
教
室
は
激
変
し

た
。
あ
れ
だ
け
騒
い
で
い
た
子
供
た

ち
が
、
集
中
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

静
寂
の
中
で
、
真
剣
に
お
手
本
を
写

し
て
い
る
の
だ
。
鳥
肌
が
立
っ
た
。

崩
壊
の
中
心
に
い
た
子
を
﹁
丁
寧
だ

ね
﹂
と
褒
め
た
。
そ
の
子
は
、ニ
コ
ッ

と
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
た
。
未
熟
な

私
で
も
、
立
て
直
し
に
向
け
た
第
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
た
瞬
間

だ
っ
た
。

TOSS－SNS
を活用した実践報告
TOSS－SNS
を活用した実践報告
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授業が激変！ TOSS指導法最前線

デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

下
校
途
中
に
、
子
供
が
他
人
の
家
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
壊
し
た
。
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 

　下
校
途
中
、
子
供
が
通
り
道
に

あ
る
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
蹴
っ
て

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　そ
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
長
年
に

わ
た
り
、
子
供
た
ち
が
蹴
っ
て
い

た
よ
う
な
の
で
す
。

　塀
の
持
ち
主
は
、
学
校
に
弁
償

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

こ
れ
は
、﹁
子
供
が
校
外
の
も
の
を

壊
し
た
と
き
に
、
誰
に
ど
の
よ
う
な
責

任
が
生
じ
る
か
﹂
と
い
う
問
題
で
す
。

　

今
回
の
場
合
、
子
供
が
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
蹴
っ
て
壊
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

蹴
っ
た
子
と
そ
の
保
護
者
に
責
任
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
一

人
の
子
供
の
力
だ
け
で
簡
単
に
壊
れ
る

と
は
思
え
ま
せ
ん
。
過
去
に
ブ
ロ
ッ
ク

塀
を
蹴
っ
て
い
た
子
供
と
一
緒
に
弁
償

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ほ

か
の
子
供
が
特
定
で
き
な
い
と
き
は
、

最
後
に
蹴
っ
て
今
回
の
件
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
子
供
の
保
護
者
が
、
修
復
の

費
用
の
全
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
弁
償
の
義
務
者
が
複
数

い
る
場
合
を
、﹁
連
帯
債
務
﹂
と
言
い
ま
す
。

　

一
人
が
全
額
を
弁
償
し
た
と
き
は
、

そ
の
人
が
ほ
か
の
義
務
者
に
支
払
い
の

分
担
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
場
合
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
被
害

者
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
壊
し
た
子
供
に

弁
償
を
求
め
る
だ
け
で
よ
い
の
で
、
過

去
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
蹴
っ
て
い
た
子
供

全
員
に
求
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
校
外
の
こ
と
な
の
で
、
管
理

権
限
の
な
い
学
校
に
費
用
の
責
任
は
あ

り
ま
せ
ん
。
下
校
時
で
あ
っ
て
も
子
供

の
行
動
に
対
し
て
は
、
保
護
者
に
責
任

が
あ
り
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

教
育
委
員
会
の
会
議
の
議
事
録
が

公
開
さ
れ
ま
し
た
。
黒
塗
り
の
漏
れ

が
あ
り
、
自
分
の
名
前
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　構
成
：
中な

か

　
た
に谷 

康や
す

　
ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

イラスト：谷岡 聡美

研
究
主
任
日
記
　

学
校
の
教
育
活
動
を
創
造
す
る
②

校
内
研
究
は
、
日
々
の
授
業
改
善
が
目
的
で
あ
る
。

研
究
授
業
を
し
な
け
れ
ば
、
授
業
の
上
達
は
な
い
。

校
内
研
究
で
の
授
業
は
数
本
に
限
ら
れ
る
。
そ
れ
を

埋
め
る
に
は
、
校
内
で
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
り
、
模
擬
授
業
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。

千ち

葉ば 

雄ゆ
う

二じ

東
京
都
小
平
市
立
小
平
第
四
小
学
校

め
て
い
る
。

　

や
は
り
、
年
間
で
の
計
画
が
あ
る

と
参
加
し
や
す
い
よ
う
だ
。

・
﹁
通
知
表
﹂

・
﹁
教
師
の
夏
休
み
の
過
ご
し
方
﹂

・
﹁
夏
休
み
の
宿
題
の
評
価
法
﹂

・
﹁
子
ど
も
を
褒
め
る
視
点
﹂

・
﹁
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
と
は
？
﹂

・
﹁
ク
ラ
ス
の
荒
れ
度
チ
ェ
ッ
ク
﹂

・
﹁
伝
統
文
化
を
教
え
る
﹂

・
﹁
見
方
・
考
え
方
と
は
？
﹂

・
﹁
道
徳
の
評
価
﹂

・
﹁
教
材
採
択
の
ポ
イ
ン
ト
﹂

　

学
校
行
事
な
ど
に
合
わ
せ
た
テ
ー

マ
で
計
画
を
し
て
い
る
。

　

校
内
の
あ
る
先
生
に
は
﹁
す
ご

い
！　

本
の
目
次
み
た
い
！
﹂
と
褒

め
て
い
た
だ
い
た
。

　

研
究
主
任
は
、
一
人
一
人
の
授
業

改
善
に
つ
な
が
る
よ
う
に
魅
力
あ
る

研
修
を
企
て
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

　

校
内
の
先
生
方
が
﹁
笑
顔
に
な
る

研
修
は
何
か
？
﹂
を
考
え
る
。

　

一
番
は
、
研
究
主
任
本
人
が
得
を

し
て
、
楽
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　

試
行
錯
誤
の
研
修
は
楽
し
い
。

が
立
つ
。

　

特
に
中
堅
以
上
の
先
生
方
に
は
、

経
験
則
が
あ
る
。

　

初
め
は
う
ま
く
い
か
な
い
方
も
い

る
が
、
講
師
を
経
験
す
る
と
、
研
修

を
通
し
て
、﹁
分
か
ち
伝
え
る
﹂
と

い
う
視
点
が
育
つ
。

　

研
修
の
時
間
は
、
退
勤
前
の
十
五

分
間
。
こ
の
時
間
も
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
講
師
は
、
十
分
か
ら
十
五
分
に

ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勤
務

時
間
内
に
研
修
を
終
え
な
く
て
は
い

け
な
い
の
で
あ
る
。
終
了
が
決
ま
っ

て
い
る
か
ら
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し
た
話

に
な
ら
な
い
。
も
し
も
研
修
時
間
が

伸
び
れ
ば
、参
加
者
に
﹁
帰
り
た
い
﹂

と
い
う
空
気
が
流
れ
出
す
の
で
あ
る
。

２ 

参
加
型
の
校
内
サ
ー
ク
ル

　

さ
て
、
月
に
一
度
若
手
研
修
を
行

う
が
、
月
に
一
度
、
校
内
サ
ー
ク
ル

も
行
う
。
こ
れ
は
、
若
手
が
舞
台
に

立
つ
経
験
、
模
擬
授
業
文
化
を
根
付

か
せ
る
た
め
で
あ
る
。
体
験
型
・
演

習
型
の
研
修
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

　

校
内
サ
ー
ク
ル
は
私
が
中
心
で
進

・
学
年
末　

基
礎
学
力
到
達
度

チ
ェ
ッ
ク

　

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ッ
ト
で
校
内
の

研
修
計
画
を
年
度
当
初
に
出
す
。
そ

し
て
、
次
の
よ
う
な
ア
ナ
ウ
ン
ス
を

行
う
。

﹁
若
手
育
成
研
修
を
月
に
一
回
程
度

行
い
ま
す
。
講
師
は
、
主
任
教
諭
の

先
生
方
を
中
心
に
行
い
ま
す
﹂

　

研
究
主
任
だ
け
が
研
修
の
講
師
を

す
る
と
大
変
で
あ
る
。
校
内
の
先
生

方
を
巻
き
込
む
。
計
画
を
一
覧
に
し

て
い
る
の
で
見
通
し
が
立
つ
。

　

こ
れ
は
、
向
山
洋
一
氏
の
﹁
大
塚

の
教
育
﹂
で
の
学
校
便
り
の
執
筆
者

一
覧
と
同
じ
で
あ
る
。

　

担
当
が
は
っ
き
り
す
る
と
見
通
し

１ 

楽
し
い
若
手
育
成
研
修

・
こ
の
方
法
で
学
習
規
律
、
生
活
規

律
を
定
着
さ
せ
る

・
保
護
者
の
信
頼
を
得
る
個
人
面
談

の
進
め
方

・
子
ど
も
が
主
役
に
な
る
行
事
指

導
・
子
ど
も
の
心
を
つ
か
む　

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

・
子
ど
も
の
﹁
困
り
感
﹂
に
対
応
す

る
指
導

・
健
康
な
か
ら
だ
づ
く
り
と
衛
生
管

理
の
ポ
イ
ン
ト

・
働
き
方
改
革　

見
通
し
を
も
っ
た

仕
事
術

・
通
知
表
・
指
導
要
録
の
作
成
の
ポ

イ
ン
ト
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

SANSU

算数
1年 KOKUGO

国語
1年

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

「どちらが　ひろい」
の指導
具体物を使い、教師がわざと
間違えることで、広さを比べ
るために必要な視点を引き出
す。

東京書籍・1年下・p.28-29

　
　

広
い
か
な
？
（
図
Ｃ
）

　

図
Ｃ
の
よ
う
に
、
シ
ー
ト
を
わ
ざ

と
ず
ら
し
て
見
せ
る
。
こ
こ
ま
で
来

る
と
児
童
は
、
む
き
に
な
っ
て
比
べ

る
た
め
に
、
必
要
な
こ
と
を
た
く
さ

ん
発
表
す
る
。

児
童
：
端
と
端
を
ぴ
っ
た
り
そ
ろ
え

　
　

な
い
と
比
べ
ら
れ
な
い
。

　

前
に
出
て
シ
ー
ト
を
使
い
、
端
を

そ
ろ
え
た
正
し
い
比
べ
方
（
図
Ｄ
）

を
発
表
す
る
子
も
出
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
取
り
で
、﹁
広

さ
を
比
べ
る
と
き
に
必
要
な
こ
と
﹂

を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

︿
比
べ
方
﹀

①
全
部
見
え
て
い
る
。

②
重
ね
る
。

③
端
と
端
を
そ
ろ
え
る
。

　

具
体
物
で
広
さ
の
比
べ
方
を
体
験

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
広
さ
を
比
べ

る
た
め
の
視
点
を
意
識
し
て
、
教
科

書
の
内
容
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

導
入
で
具
体
物
（
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー

ト
や
色
画
用
紙
な
ど
）
を
使
う
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
教
師
が
わ
ざ
と
間
違
え

る
こ
と
。
そ
う
す
る
こ
と
で
児
童
が

意
欲
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
る
。

〈
授
業
の
流
れ
〉

発
問	

ど
ち
ら
が
広
い
？

　

シ
ー
ト
②
は
、
半
分
に
折
り
、
①

と
二
枚
見
せ
て
、
問
題
を
出
す
。

教
師
：
①
と
②
で
は
ど
ち
ら
が
広

教
師
い
？

　

二
枚
を
別
々
に
見
せ
る
。

児
童
：
二
つ
を
重
ね
な
い
と
比
べ
ら

　
　

れ
な
い
よ
。

教
師
：
重
ね
る
よ
（
図
Ａ
）。

児
童
：
①
の
方
が
広
い
！

教
師
：
残
念
！

　

半
分
に
折
っ
て
い
た
②
を
広
げ
て

見
せ
る
（
図
Ｂ
）。

児
童
：
ず
る
い
。
全
部
広
げ
て
、
見

　
　

え
る
よ
う
に
し
な
い
と
比
べ
ら

　
　

れ
な
い
よ
。

教
師
：
全
部
見
え
れ
ば
い
い
ね
。
え

教
：
え
と
、
③
と
④
で
は
ど
っ
ち
が

〈導入　どっちのシートが広い？〉
教師：①と②ではどちらが広い？
 （②を半分折っておく）
児童：①の方が広い！
教師：残念！（②を全部開く）

児童：ずるい。全部広げて、見えるよ
うにしないと比べられないよ。

フ
派
﹂
に
分
か
れ
る
。
こ
の
時
期
に

な
る
と
、
ノ
ー
ト
に
理
由
が
ど
ん
ど

ん
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

書
か
せ
る
と
良
い
。
例
え
ば
、﹁
ぼ

く
派
﹂
は
、
ぼ
く
が
エ
ル
フ
の
こ
と

を
話
し
て
い
る
か
ら
。﹁
エ
ル
フ
派
﹂

は
、
エ
ル
フ
が
い
な
い
と
お
話
が
始

ま
ら
な
い
か
ら
。
な
ど
の
意
見
が
出

て
ミ
ニ
討
論
に
な
る
。

３ 

誰
が
誰
に
言
っ
て
い
る
の
か
？

﹁
ず
う
っ
と
、
ず
っ
と
、
大
す

き
だ
よ
。﹂
は
、
誰
に
向
か
っ
て

言
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

　

こ
の
発
問
も
答
え
が
分
か
れ
る
。	

﹁
エ
ル
フ
﹂
と
﹁
未
来
に
飼
う
動
物
﹂

で
あ
る
。
エ
ル
フ
派
は
、﹁
天
国
に
行
っ

て
も
、
大
好
き
だ
よ
と
言
い
続
け
て
い

る
﹂﹁
庭
に
あ
る
お
墓
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
る
と
思
う
﹂。
未
来
に
飼
う

動
物
派
は
、﹁
直
前
に
、﹃
他
の
犬
や
子

ね
こ
や
金
魚
な
ど
、
何
を
飼
っ
て
も
、

毎
晩
き
っ
と
言
っ
て
や
る
ん
だ
。﹄
と

書
い
て
あ
る
﹂
な
ど
の
意
見
が
出
る
。

１ 

登
場
人
物
は
だ
れ
か
？

　

イ
ラ
ス
ト
が
豊
富
な
た
め
、
た
く

さ
ん
の
登
場
人
物
を
子
供
た
ち
は
挙

げ
て
く
る
。

①
エ
ル
フ
②
ぼ
く
③
に
い
さ
ん

④
い
も
う
と
⑤
お
と
う
と
⑥
お

と
う
さ
ん
⑦
お
か
あ
さ
ん
⑧
マ

マ
⑨
に
わ
と
り
⑩
き
ん
ぎ
ょ
⑪

お
う
む
⑫
か
め
⑬
ね
こ
⑭
モ
ル

モ
ッ
ト
⑮
こ
と
り
⑯
う
ま
⑰
ひ

よ
こ
⑱
と
な
り
の
子

　

次
に
登
場
人
物
の
定
義
を
教
え
る
。

﹁
台
詞
﹂
や
﹁
動
作
﹂
や
﹁
気

持
ち
﹂
が
書
い
て
あ
る
も
の
が
、

登
場
人
物
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
一
度
登
場
人
物
を

再
考
す
る
と
こ
う
な
る
。

①
ぼ
く
②
エ
ル
フ
③
う
ち
の
か

ぞ
く
④
と
な
り
の
子
⑤
じ
ゅ
う

い
さ
ん

２ 
主
役
は
誰
か
？

　

主
役
は
、﹁
ぼ
く
派
﹂
と
﹁
エ
ル

発問  このお話の主役は誰でしょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

１年生でもできる、
ミニ討論
ミニ討論になる発問を考える。

光村図書・１年下・p.52-63
「ずうっと、ずっと、大すきだよ」

A B

C D
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SANSU

算数
2年

２年生には定義が
苦手な子が多い
問題を解かせながら、定義を
繰り返し言わせる。

KOKUGO

国語
2年

啓林館・２年下・p.43

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

﹁
三
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
て
い
な
い

か
ら
⋮
⋮
﹂﹁
一
〇
〇
点
﹂

発
問
3 

特
に
ど
こ
が
違
う
？

﹁
囲
ま
れ
て
い
な
い
﹂

　

黒
板
に
い
の
図
形
を
か
く
。

発
問
4 

こ
れ
は
三
角
形
で
す
か
？

指
示
2 

三
角
形
だ
思
う
人
？　

違

う
と
思
う
人
？

発
問
5 

ど
う
し
て
、
三
角
形
で
な

い
の
で
す
か
？

﹁
三
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
て
い
な
い

か
ら
⋮
⋮
﹂﹁
一
〇
〇
点
﹂

発
問
6 

特
に
ど
こ
が
違
う
？

﹁
直
線
で
な
い
﹂

　

黒
板
に
う
の
図
形
を
か
く
。

発
問
7 

こ
れ
は
三
角
形
で
す
か
？

指
示
3 

三
角
形
？　

違
う
？

発
問
8 

ど
う
し
て
、
三
角
形
で
な

い
の
で
す
か
？

﹁
三
本
の
直
線
で
囲
ま
れ
て
い
な
い

か
ら
⋮
⋮
﹂﹁
一
〇
〇
点
﹂

発
問
9 

特
に
ど
こ
が
違
う
？

﹁
三
本
で
な
い
﹂﹁
四
角
形
だ
﹂

　

こ
う
い
っ
た
問
題
の
後
、
₁
を
解

か
せ
た
。

　

教
師
が
簡
単
に
見
え
る
こ
と
が
、

二
年
生
に
は
簡
単
で
な
い
。
図
形
の

見
え
方
に
困
難
の
あ
る
子
も
い
る
。

　
　

イ
チ
、
ニ
イ
、
サ
ン
、
ピ
タ
。

　

三
角
形
の
線
の
上
を
指
で
な
ぞ
り

な
が
ら
言
わ
せ
る
。
最
初
の
時
間
は

こ
う
い
っ
た
確
認
が
必
要
に
な
る
。

　

三
角
形
、
四
角
形
の
定
義
を
確
認

し
た
あ
と
、
三
角
形
や
四
角
形
を
見

付
け
る
₁
の
問
題
が
あ
る
。
こ
の
ま

ま
扱
う
と
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に
な
る
。

　

先
生
問
題
で
で
き
る
状
態
に
し
て

か
ら
、₁
を
解
か
せ
る
。
そ
の
際
、繰

り
返
し
定
義
で
言
わ
せ
る
。

　

黒
板
に
あ
の
図
形
を
か
く
。

発
問
1 

こ
れ
は
三
角
形
で
す
か
？

指
示
1 

三
角
形
だ
と
思
う
人
？

　

違
う
と
思
う
人
？（
挙
手
さ
せ
る
）

発
問
2 

ど
う
し
て
、
三
角
形
で
な

い
の
で
す
か
？

﹁
切
れ
て
い
る
か
ら
﹂
な
ど
。

　

子
供
の
意
見
を
褒
め
な
が
ら
﹁
五

〇
点
﹂
な
ど
と
点
数
を
付
け
る
。

　

定
義
を
入
れ
て
答
え
さ
せ
る
。

発問１  これは三角形ですか？

発問２  どうして、三角形でない
のですか？

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「かさこじぞう」
話の第一文、「ありました」
に注目させる。例文から「あ
る」と「いる」の違いを理解
させる。

東京書籍・２年下・p.70-85

を
使
っ
て
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
文
を
作
り
な
さ
い
。
例
え

ば
、
ど
ん
な
文
が
で
き
ま
す
か
。

・
姉
が
い
る
。

・
虫
が
い
る
。

・
友
達
は
い
る
。

・
犬
は
い
る
。

指
示
2	

﹁
～
が
（
は
）
あ
る
﹂

を
使
っ
て
、
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
文
を
作
り
な
さ
い
。

・
本
が
あ
る
。

・
学
校
が
あ
る
。

・
給
食
は
あ
る
。

・
土
日
が
あ
る
。

　

一
般
に
人
や
生
き
物
な
ど
は
﹁
い

ま
し
た
﹂
を
使
い
、
物
な
ど
は
﹁
あ

り
ま
し
た
﹂
を
使
う
こ
と
を
理
解
さ

せ
た
い
。

　

昔
話
は
、
昔
、
存
在
を
表
す
意
味

で
﹁
あ
り
﹂
を
使
っ
て
い
た
名
残
が

残
っ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な

表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
。

図
書
室
で
ほ
か
の
本
を
確
か
め
た
い
。

１ 

最
初
の
一
文

　

昔
話
の
絵
本
を
次
々
と
読
む
。

﹁
む
か
し
む
か
し
あ
る
と
こ
ろ
に
お

じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
お
り
ま

し
た
。﹂

﹁
む
か
し
む
か
し
正
直
じ
い
さ
ん
と

い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん
が
住
ん
で
お
り

ま
し
た
。﹂

﹁
あ
る
と
こ
ろ
に
と
て
も
な
か
の
よ

い
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
住

ん
で
い
ま
し
た
。﹂

　

教
科
書
の
﹁
か
さ
こ
じ
ぞ
う
﹂。

﹁
む
か
し
む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
、

じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま
が
あ
り
ま
し

た
と
。﹂

発
問	

﹁
じ
い
さ
ま
と
ば
あ
さ
ま

が
あ
る
﹂
と
い
う
言
い
方
は

正
し
い
で
す
か
？

　

手
を
挙
げ
さ
せ
、
理
由
も
尋
ね
る
。

２ 

﹁
あ
る
﹂
と
﹁
い
る
﹂

指
示
1	
﹁
～
が
（
は
）
い
る
﹂

発問  「じいさまとばあさまがある」と
いう言い方は正しいですか？

指示  「～が（は）いる」を使って、で
きるだけたくさん文を作りなさい。
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

東京書籍・３年下・p.88-93

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

「わらい話を
楽しもう」
面白さが伝わるように工夫し
て、いろいろなやり方で音読
する。評定をすることで更に
面白くなる。

﹁
お
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ
ん
役
﹂
と

﹁
と
な
り
村
の
お
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ

ん
役
﹂
に
分
か
れ
て
、
音
読
さ
せ
る
。

気
持
ち
を
込
め
て
楽
し
く
読
む
子
が

出
て
き
た
ら
、
み
ん
な
の
前
で
読
ま

せ
て
、
お
手
本
に
す
る
。

指
示
2	

﹁
お
も
し
ろ
検
定
﹂
を

し
ま
す
。
自
信
の
な
い
ペ
ア

か
ら
ど
う
ぞ
。

　

ペ
ア
で
の
読
み
を
﹁
面
白
さ
が
伝

わ
っ
た
か
ど
う
か
﹂
で
評
定
し
て
い

く
。
特
に
最
後
の
﹁
は
と
が
聞
い
て

い
る
か
ら
な
。﹂
と
い
う
セ
リ
フ
が
、

小
さ
い
声
で
、
聞
か
れ
て
は
困
る
よ

う
に
表
現
し
て
い
る
子
供
を
合
格
に

す
る
。

　

大
き
な
声
で
言
っ
た
り
、
早
口
で

言
っ
た
り
す
る
子
供
に
は
、﹁
そ
れ

じ
ゃ
あ
、
秘
密
が
聞
こ
え
て
し
ま
う

よ
﹂
や
、﹁
わ
あ
、
そ
ん
な
に
大
き

な
声
だ
と
、
は
と
に
、
ば
れ
ち
ゃ
う

よ
﹂
な
ど
と
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
く
。

や
ん
ち
ゃ
な
子
供
が
大
活
躍
で
あ
る
。

﹁
落
語
﹂
は
会
話
に
よ
っ
て
成
り
立

つ
芸
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
隣
と
ペ
ア

に
な
っ
て
、
役
を
決
め
、
会
話
文
だ

け
を
読
ん
で
い
く
。
教
科
書
で
は
、

ト
書
き
役
も
決
め
て
、
音
読
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
が
、
会
話
だ
け
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
読
ま
せ
る
。
表

現
す
る
ご
と
に
、
次
々
評
定
し
て
い

く
﹁
お
も
し
ろ
検
定
﹂
を
す
る
。﹁
検

定
﹂
に
よ
っ
て
、
よ
り
楽
し
く
面
白

く
表
現
さ
せ
る
。

説
明	

﹁
は
と
が
聞
く
か
ら
﹂
の

セ
リ
フ
だ
け
で
、
面
白
さ
が

伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
の
﹁
お

も
し
ろ
検
定
﹂
を
し
ま
す
。

指
示
1	

ペ
ア
に
な
り
、
読
む

練
習
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
、﹁
お
ひ
ゃ
く
し
ょ
う
さ

ん
役
﹂
と
﹁
と
な
り
村
の
お
ひ
ゃ
く

し
ょ
う
さ
ん
役
﹂
を
決
め
、
ど
の
セ

リ
フ
を
誰
が
言
う
の
か
、
確
か
め
る
。

説明  「はとが聞くから」のセリフ
だけで、面白さが伝わったかど
うかの「おもしろ検定」をします。

指示１  ペアになり、読む練習を
しましょう。

指示２  「おもしろ検定」をします。
自信のないペアからどうぞ。１ｍを〇等分した

一個分の長さは？
テンポ良く答えさせることで
分数を理解させる。

啓林館・３年下・p.46-49

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

さ
で
す
か
。

（
子
供
：
三
等
分
し
た
一
個
分
の
長

さ
で
す
）

指
示
2	

指
で
押
さ
え
な
さ
い
。

　

そ
し
て
今
度
は
子
供
に
尋
ね
る
。

発
問
3	

こ
れ
を
１
ｍ
の
何
分
の
１

と
言
い
ま
す
か
。

（
子
供
：
１
ｍ
の
３
分
の
１
で
す
）

　

こ
の
よ
う
に
テ
ン
ポ
良
く
答
え
さ

せ
て
、﹁
１
ｍ
の
テ
ー
プ
を
〇
等
分

し
た
一
個
分
の
長
さ
﹂
を
﹁
１
ｍ
の

〇
分
の
１
﹂
と
言
う
こ
と
に
慣
れ
さ

せ
る
。
練
習
問
題
も
同
じ
よ
う
に
答

え
さ
せ
て
い
く
。

　

こ
の
後
の
学
習
で
、﹁
１
ｍ
の
３

分
の
１
の
長
さ
﹂
を
﹁
３
分
の
１
ｍ
﹂

と
い
う
よ
う
に
言
わ
せ
、﹁
３
分
の

１
ｍ
が
二
個
分
﹂
で
﹁
３
分
の
２
ｍ
﹂

と
い
う
よ
う
な
考
え
方
も
教
え
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
何
よ
り
﹁
１
ｍ
を
〇
等
分

し
た
一
個
分
﹂
を
﹁
１
ｍ
の
〇
分
の

１
、
そ
し
て
〇
分
の
１
ｍ
﹂
と
答
え

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
テ
ン
ポ

良
く
答
え
さ
せ
て
慣
れ
さ
せ
よ
う
。

　

１ｍ
を
〇
等
分
し
た
一
個
分
の

長
さ
を
１
ｍ
の
〇
分
の
１
と
い

う
。

　

こ
れ
が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
の
学
習
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
以
下
の
よ
う
に

し
て
押
さ
え
て
い
く
。

発
問
1	

あ
の
長

　

さ
は
１
ｍ
の

　

テ
ー
プ
を
何
等

　

分
し
た
一
個
分

　

の
長
さ
で
す
か
。

（
子
供
：
二
等
分

し
た
一
個
分
の
長

さ
で
す
）

指
示
1	

指
で
押

　

さ
え
な
さ
い
。

こ
れ
を
１
ｍ
の
２
分
の
１
と
言

い
ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

（
子
供
：
１
ｍ
の
２
分
の
１
で
す
）

　

間
を
空
け
ず
、
い
の
長
さ
も
同
じ

よ
う
に
扱
う
。

発
問
2	

い
の
長
さ
は
１
ｍ
の
テ
ー

プ
を
何
等
分
し
た
一
個
分
の
長

発問①  １ｍのテープを何等分し
た１個分の長さですか？　

 （３等分した１個分です）
発問②  これを１ｍの何分の１と

いいますか？ 
 （１ｍの３分の１です。）

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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算数
4年 KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

の
つ
な
ぎ
言
葉
で
あ
れ
ば
よ
い
。

２ 

先
生
問
題
を
出
す

﹁
小
刀
で
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

き
ず
は
浅
い
よ
う
で
す
。﹂
と
、
板

書
す
る
。
そ
し
て
、
上
記
と
同
じ
発

問
・
指
示
を
出
す
。
こ
の
問
題
は
、

文
末
表
現
を
整
え
る
問
題

で
あ
る
。
今
年
度
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
扱
わ
れ
た
。
二
文
に

分
け
る
だ
け
で
は
不
十
分
な
の
で
あ

る
。
文
末
が
﹁
で
す
﹂
な
の
で
、
一

文
目
は
﹁
小
刀
で
指
を
切
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。﹂
と
敬
体
に
整
え
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
よ
う
に
文
部

科
学
省
が
求
め
て
い
る
国
語
力
を
把

握
し
て
、
全
学
年
で
指
導
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
持
っ
て
来
た
ノ
ー
ト

に
笑
顔
で
、
○
か
×
を
付
け
て
い
く
。

子
供
同
士
で
﹁
あ
っ
、そ
う
か
﹂﹁
分

か
っ
た
﹂
と
つ
ぶ
や
く
声
が
聞
こ
え

て
き
た
ら
、
そ
の
子
供
た
ち
に
説
明

さ
せ
る
。

１ 

ま
ず
教
科
書
ど
お
り
に  

 

授
業
す
る

﹁
小
刀
で
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

き
ず
は
浅
い
よ
う
だ
。﹂
と
、
板
書

す
る
。
そ
し
て
、

　

つ
な
ぎ
言
葉
を
使
っ
て
、
こ

の
文
を
二
つ
の
文
に
分
け
ま

し
ょ
う
。
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

と
発
問
・
指
示
を
出
す
。

　

書
け
た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て

来
ま
し
ょ
う
。

と
指
示
を
出
す
。
最
初
に
持
っ
て
来

た
子
供
に
、
二
つ
に
分
け
た
文
を
板

書
さ
せ
る
。
そ
の
後
は
、
持
っ
て
来

る
子
供
た
ち
の
ノ
ー
ト
に
次
々
と
○

を
し
て
い
く
。

﹁
小
刀
で
指
を
切
っ
て
し
ま
っ
た
。

で
も
、
き
ず
は
浅
い
よ
う
だ
。﹂
と

板
書
の
二
文
を
全
員
で
読
む
。﹁
で

も
﹂
と
い
う
つ
な
ぎ
言
葉
の
ほ
か
に
、

﹁
し
か
し
﹂
や
﹁
け
れ
ど
も
﹂
で
も

よ
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
同
じ
意
味

光村図書・４年下・p.64-69

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

　小刀で指を切ってしまった
が、きずは浅いようだ。

発問  つなぎ言葉を使って、この
文を２つの文に分けましょう。

指示  ノートに書きなさい。
「文と文をつなぐ
言葉」
今年度全国学力・学習状況調
査で扱われた問題である。

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

「変わり方調べ」は
表をノートに写さ
せる
表を写しながら、子供たちは
いろいろなことに気付き、決
まりを発見することができる。

２ 

最
初
の
二
～
三
マ
ス
は  

 

答
え
を
示
す

　

表
の
上
の
段
は
、
教
科
書
に
数
値

が
載
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
写
さ
せ
る
。

　

下
の
段
。
最
初
は
数
を
確
定
す
る
。

問
題
文
の
そ
ば
に
載
っ
て
い
る
図
を

使
っ
て
答
え
を
求
め
さ
せ
る
。

　

図
を
使
え
ば
、
大
体
三
～
四
マ
ス

分
は
答
え
が
埋
ま
る
。
そ
し
て
、
こ

の
段
階
で
、
多
く
の
子
供
た
ち
は
決

ま
り
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
る
。

３ 

決
ま
り
を
見
付
け
さ
せ
る

　

表
を
写
さ
せ
た
ら
、﹁
分
か
っ
た

こ
と
、
気
が
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た

こ
と
を
書
き
な
さ
い
﹂
と
指
示
す
る
。

　

箇
条
書
き
で
書
か
せ
る
。
書
け
た

子
に
発
表
さ
せ
て
も
よ
い
し
、
持
っ

て
来
さ
せ
て
板
書
さ
せ
て
も
よ
い
。

　

こ
の
段
階
で
、
表
の
決
ま
り
が
出

さ
れ
る
は
ず
だ
。
分
か
ら
な
い
子
に

は
写
さ
せ
る
。
全
員
の
子
の
ノ
ー
ト

に
、
表
と
決
ま
り
が
書
か
れ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
問
題
を
解
い
て
い
け
る
。

﹁
変
わ
り
方
調
べ
﹂
は
、
次
の
活
動

を
毎
回
行
う
。

①
表
を
写
す

②
分
か
っ
た
こ
と
、
気
が
付
い

た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を
書

か
せ
る

　

書
か
せ
る
か
ら
、
分
か
る
よ
う
に

な
る
。

１ 

表
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
示
す

　

ま
ず
は
書
き
方
を
確
定
す
る
。

﹁
縦
二
マ
ス
、
線
を
書
き
な
さ
い
﹂

﹁
横
十
三
マ
ス
、線
を
書
き
な
さ
い
﹂

﹁
同
じ
長
さ
の
横
線
を
二
本
書
き
な

さ
い
﹂

﹁
左
か
ら
三
マ
ス
空
け
て
、
縦
線
を

書
き
な
さ
い
﹂

﹁
一
マ
ス
ず
つ
、
縦
線
を
書
き
な
さ

い
﹂

﹁
タ
イ
ト
ル
を
書
き
な
さ
い
﹂

　

単
位
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
。

指示  表をノートに写しなさい。
 分かったこと、気が付いたこと、

思ったことを書きなさい。

東京書籍・４年下・p.50-51

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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SANSU

算数
5年

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

KOKUGO

国語
5年

用例を検討させる
まず、できるだけたくさん列挙させる。
次に、例文を基に、意味を考えさせる。
その上で、自分が最初に書いた文章にど
れが入るかを考えさせる。最後に、分か
りにくい文章を提示することで、討論に
なる。結果として熱中状態が生まれる。

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

　

次
の
発
問
を
す
る
。

　

①
～
③
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ

﹁
差
す
﹂﹁
指
す
﹂
の
ど
ち
ら
を
使

い
ま
す
か
。

　

①
は
﹁
差
す
﹂
を
使
い
、
②
③
は

﹁
指
す
﹂
を
使
う
。

　
﹁
差
す
﹂﹁
指
す
﹂
の
違
い
は
何

で
す
か
。

﹁
指
す
﹂
は
方
向
や
場
所
な
ど
を
指

し
示
す
と
き
に
使
う
。
指
や
矢
印
な

ど
を
使
用
す
る
場
合
が
多
い
。﹁
差

す
﹂
は
挟
む
・
入
れ
る
・
現
れ
る
な

ど
の
意
味
合
い
で
使
用
す
る
。

　

最
初
に
自
分
が
書
い
た
文
章
に

は
、ど
の﹁
さ
す
﹂を
使
い
ま
す
か
。

﹁
差
す
﹂﹁
指
す
﹂
以
外
に
、﹁
刺
す
﹂

﹁
挿
す
﹂
と
い
う
言
葉
を
提
示
す
る
。

﹁
傘
を
さ
す
﹂
の
﹁
さ
す
﹂
は
﹁
差

す
﹂﹁
指
す
﹂
ど
ち
ら
を
使
い
ま

す
か
。

　

討
論
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

　

教
科
書
に
、﹁
差
す
・
指
す
﹂
の

い
ず
れ
か
を
﹁
時
計
の
は
り
が
十
二

時
を
﹂﹁
武
士
が
こ
し
に
刀
を
﹂
の
後

に
続
く
よ
う
に
入
れ
る
問
題
が
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
取
り
組
む
前
に
、
次

の
指
示
を
出
す
。

﹁
さ
す
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
、
短
い
文
章
を
で
き
る
だ
け
た

く
さ
ん
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
後
、
教
科
書

の
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　

答
え
は
、﹁
時
計
の
は
り
が
十
二

時
を
指
す
﹂﹁
武
士
が
こ
し
に
刀
を

差
す
﹂
で
あ
る
。
教
科
書
の
問
題
に

取
り
組
ま
せ
た
だ
け
で
、﹁
差
す
﹂

と
﹁
指
す
﹂
の
意
味
の
違
い
が
完
全

に
分
か
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

幾
つ
か
の
例
文
を
板
書
す
る
。
次
の

よ
う
な
例
文
で
あ
る
。

①
太
陽
の
光
が
さ
す
。

②
先
生
が
〇
〇
君
を
さ
し
て
答

え
さ
せ
た
。

③
駅
の
方
を
さ
し
て
教
え
る
。

指示  「さす」という言葉を使って、
短い文章をできるだけたくさん
ノートに書きなさい。

発問  「差す」「指す」の違いは何
ですか。

列挙させる

例文から意味を考えさせる

自分が書いた文章に当てはめさせる

際どい文章を提示し、討論をさせる

光村図書・５年・p.154-155
「同じ読み方の漢字」

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

まずは数値で混み具
合を比較させる
イラストは後から示し「単位
あたりの大きさ」の概念を押
さえる。

﹁
集
ま
っ
て
い
る
の
で
、
Ｂ
の
方
が

混
ん
で
い
る
﹂
と
い
う
意
見
が
出
る

だ
ろ
う
。

　

プ
チ
討
論
さ
せ
る
。

﹁
こ
こ
の
学
習
で
は
、
こ
の
よ
う
に

う
さ
ぎ
が
集
ま
っ
て
い
て
も
、
平
均

の
考
え
方
を
使
っ
て
、
均
等
に
う
さ

ぎ
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
も
の
と
し
て

考
え
ま
す
﹂

　

こ
の
よ
う
に
﹁
単
位
量
あ
た
り
の

大
き
さ
﹂
の
概
念
を
押
さ
え
る
。

　

そ
の
上
で
、
次
を
問
う
。

﹁
Ａ
の
行
を
指
で
隠
し
ま
す
。
Ｂ
と

Ｃ
で
は
ど
ち
ら
が
混
ん
で
い
ま
す
か
﹂

　

う
さ
ぎ
の
数
が
等
し
い
の
で
Ｃ
で

あ
る
。
そ
し
て
、

﹁
Ｂ
を
指
で
隠
し
ま
す
。
Ａ
と
Ｃ
で

は
ど
ち
ら
が
混
ん
で
い
ま
す
か
﹂

と
、
本
題
に
入
っ
て
い
く
。

₁

Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
う
さ
ぎ
小
屋

の
、
こ
ん
で
い
る
順
番
を
調

べ
ま
し
ょ
う
。

　

通
常
は
イ
ラ
ス
ト
か
ら
扱
う
が
、

表
の
数
値
か
ら
扱
う
よ
う
に
す
る
。

﹁
Ｃ
の
行
を
指
で

隠
し
ま
す
。
Ａ
と

Ｂ
で
は
ど
ち
ら
が

混
ん
で
い
ま
す
か
﹂

　

Ａ
も
Ｂ
も
面
積

が
等
し
い
の
で
Ａ

の
方
が
混
ん
で
い

る
こ
と
に
な
る
。

﹁
こ
う
い
う
こ
と

で
す
ね
﹂

と
言
い
、
上
の
イ

ラ
ス
ト
を
示
す
。

﹁
で
は
、
も
し
同

じ
数
の
う
さ
ぎ
が

こ
の
よ
う
に
集

ま
っ
て
い
た
ら
、

ど
う
で
す
か
﹂

と
問
い
、
Ｂ
の
イ

ラ
ス
ト
を
変
え
る
。

発問１  Ｃを指で隠します。Ａと
Ｂではどちらが混んでいますか。

発問２  では、もし同じ数のうさ
ぎがこのように集まっていたら、
どうですか。

東京書籍・５年下・p.10-13
「単位量あたりの大きさ」

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｂ

A

A

㊟左のＢのイラストは教科書には掲載されていません。
　自作して実践してください。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

※イラストは、教科書をもとにかき起こしています。
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KOKUGO

国語
6年

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

SANSU

算数
6年

文章題指導８つの
定石
「解き方」も「解く時間」も
個性である。

啓林館・６年・p.182

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

で
は
計
算
問
題
に
な
る
。

④ ﹁
先
生
が
パ
ッ
と
見
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
た
の
か
分
か
る
よ
う

に
、
解
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
﹂

⑤
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
子
に
評
定

し
て
い
く
。
六
〇
点
以
上
の
子
は

黒
板
に
書
か
せ
る
。
式
・
答
え
・

図
・
イ
ラ
ス
ト
が
あ
る
と
よ
い
。

⑥ ﹁
ま
だ
先
生
の
所
に
持
っ
て
来
て

い
な
い
人
も
、
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
﹂
と
指
示
す
る
。

　

途
中
ま
で
で
も
評
定
す
る
。﹁
す

ご
い
ね
ぇ
、
こ
こ
ま
で
で
き
て
い

る
よ
、
五
〇
点
だ
！
﹂

⑦
黒
板
に
書
か
れ
て
い
る
説
明
を
、

書
い
た
子
に
読
ま
せ
て
い
く
。

⑧
一
番
良
い
説
明
を
取
り
上
げ
、
書

き
写
す
よ
う
に
指
示
す
る
。

　

文
章
題
指
導
で
大
事
な
こ
と
は
、

﹁
解
き
方
﹂
も
﹁
解
く
時
間
﹂
も
個

性
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
間
違
っ
て

も
﹁
早
く
し
な
さ
い
！
﹂
と
言
っ
て

は
な
ら
な
い
。
文
章
題
は
難
し
い
。

ど
の
子
も
う
ん
と
褒
め
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。　

﹁
な
か
ま
に
分
け
て
﹂
と
い
う
文
章

題
が
あ
る
。
次
の
問
題
だ
。

　

ど
の
よ
う
な
手
順
で
授
業
す
る
の

か
。
文
章
題
指
導
に
は
定
石
が
あ
る
。

①
教
師
が
ゆ
っ
く
り
範
読
す
る
。

②
子
供
た
ち
に
音
読
さ
せ
る
。

③ ﹁
何
の
お
話
で
す
か
？
﹂
と
発
問
す

る
。（
み
か
ん
の
お
話
で
す
）
と
子

供
が
答
え
た
場
合
、﹁
そ
れ
で
？
﹂

と
更
に
問
い
直
す
。

※ ﹁
ま
ず
引
き
算
を
し
ま
す
ね
﹂﹁
次

に
か
け
算
で
す
ね
﹂
な
ど
と
教
師

は
説
明
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

説明  先生は答えが知りたいのではあり
ません。みんながどのように考えた
のか、頭の中が知りたいのです。

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

キャッチコピーを
考える
本の紹介文をいきなり書かせるの
は難しい。最初は映画のキャッチ
コピーを少し変えて、本のコピー
を考えさせるとよい。一文なので、
苦手な子も書くことができる。

教育出版・６年下・p.60-65

指
示
1	

映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
少
し
変
え
て
「
大
き
な
か
ぶ
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
ま
す
。

　
　

班
で
協
力
し
ま
す
。

　

最
初
は
一
人
で
考
え
さ
せ
る
よ
り
、

複
数
で
考
え
さ
せ
た
方
が
よ
い
。

「
村
中
の
力
を
合
わ
せ
て
か
ぶ
を
抜

く
」（
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
キ
ャ
ッ

チ
コ
ピ
ー
を
変
え
て
）

「
で
っ
か
い
か
ぶ
を
引
き
上
げ
ろ
」

（
釣
り
き
ち
三
平
の
コ
ピ
ー
）

　

黒
板
を
班
の
数
だ
け
等
分
し
て
書

か
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
ほ
か

の
班
が
ど
の
よ
う
な
コ
ピ
ー
を
考
え

た
か
参
考
に
な
る
。

指
示
2	

「
大
き
な
か
ぶ
」
以
外
に

も
国
語
で
読
ん
だ
物
語
を
発
表

し
ま
す
。

指
示
3	

出
さ
れ
た
物
語
か
ら
一
つ

選
ん
で
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
書

き
ま
す
。

　

指
示
3	

は
一
人
の
活
動
に
な
る
。

そ
の
後
、
何
の
コ
ピ
ー
か
ク
ラ
ス
で

ク
イ
ズ
形
式
に
し
て
発
表
さ
せ
る
と
、

楽
し
い
活
動
に
な
る
。

﹁
私
の
大
切
な
一
冊
﹂
で
は
、
本
の

紹
介
文
を
書
き
、
読
書
活
動
に
つ
な

げ
る
単
元
で
あ
る
。
難
し
い
の
は
、

紹
介
文
を
書
か
せ
る
活
動
で
あ
ろ
う
。

　

導
入
で
本
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

考
え
さ
せ
る
と
よ
い
。
そ
の
た
め
に
、

映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
参
考
に

さ
せ
る
。

「
日
本
中
の
ス
ク
リ
ー
ン
に
魔
法
を

か
け
る
」

発
問
1	

こ
れ
は
あ
る
シ
リ
ー
ズ
化

さ
れ
た
映
画
を
一
言
で
宣
伝
し

た
フ
レ
ー
ズ
で
す
。

　
　

何
の
映
画
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
で
あ
る
。
同
様

に
幾
つ
か
映
画
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

を
提
示
す
る
。
教
師
が
幾
つ
か
調
べ
、

印
刷
し
て
配
付
す
る
。

　

次
に
、
国
語
で
扱
っ
た
物
語
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
さ
せ
る
。

発
問
2	

「
大
き
な
か
ぶ
」
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
考
え
ま
す
。

　
　

ど
の
よ
う
な
あ
ら
す
じ
で
し
た

か
。

　

一
人
に
発
表
さ
せ
る
。

発問  これはあるシリーズ化され
た映画を一言で宣伝したフレー
ズです。何の映画でしょうか。

指示  映画のキャッチコピーを少
し変えて「大きなかぶ」のキャッ
チコピーを考えます。

 　班で協力します。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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基礎
・基本

社会社会

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

グ
ラ
ム
の
子
供
何
人
分
で

し
ょ
う
。

　

一
秒
間
に
二
百
七
十
人
分
。﹁
大

体
四
年
生
○
ク
ラ
ス
分
が
一
秒
間
に

作
ら
れ
て
い
る
。﹁
一
秒
○
ク
ラ
ス
、

二
秒
○
ク
ラ
ス
⋮
⋮
﹂
と
数
え
る
だ

け
で
そ
の
量
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
。

　

左
の
画
像
と
実
物
（
ナ
フ
サ
以
外

は
入
手
で
き
る
）
を
提
示
し
な
が
ら

製
造
過
程
を
説
明
し
、
前
半
は
終
了

で
あ
る
。

発
問
1	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
。
日

本
語
で
す
か
。
英
語
で
す
か
。

　

挙
手
確
認
。
英
語
で
あ
る
。

﹁﹃
自
由
に
形
が
作
れ
る
﹄﹃
柔
ら
か

い
﹄が
、
元
々
の
英
語
の
意
味
で
す
﹂

　

身
の
周
り
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

を
次
々
見
せ
る
。
教
室
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
を
見
せ
て
も
い
い
だ
ろ

う
。

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
四
枚
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
準
備
す
る
。

　

一
枚
目
か
ら
順

番
に
や
ら
せ
、
答

え
合
わ
せ
を
す
る
。

例
え
ば
ビ
ー
ル
瓶

も
現
在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
瓶
が
、
缶

詰
も
蓋
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
場
合
が

あ
る
。プ
リ
ン
ト
全
て
が
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。

　

私
の
場
合
、
二
枚
目
ま
で
は
紙
媒

体
で
や
ら
せ
、
三
・
四
枚
目
は
画
面

に
映
し
、
次
の
よ
う
に
発
問
し
た
。

発
問
2	

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

で
な
い
も
の
を
選
び
な
さ
い
。

　

向
山
洋
一
氏
の
工
業
製
品
の
追
試

で
あ
る
。﹁
な
い
も
の
﹂
を
選
ぶ
方

が
難
し
い
。
そ
れ
だ
け
私
た
ち
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
囲
ま
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

増え続けるゴミ問
題「海洋プラスチ
ック問題とSDGs」
その１
１秒間に４年生270人分。
私たちの身の回りは、たくさ
んのプラスチックに囲まれて
いる。

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

４年「ゴミ」・５年「環境」

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
、左
記
﹁
世

界
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
生
産
量
 ※
﹂
の

グ
ラ
フ
を
提
示
す
る
。

﹁
タ
イ
ト
ル
、
出
典
、
年
度
、
縦
軸
・

横
軸
の
単
位
、
二
〇
一
六
年
の
量
﹂

を
確
認
す
る
。

発
問
3	

二
〇
一
六
年
、
一
秒

間
に
作
ら
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
量
は
、
体
重
三
十
キ
ロ

発
問
4	

プ
ッ
ツ
ン
し
て
い
る

所
は
ど
こ
で
す
か
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
の
道
も
付
け
足
さ
せ

る
。
最
終
的
に
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

こ
の
後
、
解
決
策
を
考
え
さ
せ
る
。

﹁
食
べ
る
食
器
、
ス
ト
ロ
ー
﹂
な
ど

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
代
替
製
品
、
更
に

は
﹁
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
分
解
す

る
薬
﹂
な
ど
の
最
新
技
術
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
せ
る
。
発
明
に
は
地
球
を

壊
す
代
償
が
あ
り
、
解
決
に
は
人
間

の
知
恵
や
科
学
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

今
後
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
重
要
で
あ
る
こ

と
に
触
れ
、
授
業
を
終
了
す
る
。

メ
が
食
べ
る
こ
と
、
更
に
最
近
で
は

雨
水
に
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が

混
じ
っ
て
い
る
な
ど
、
今
年
の
Ｇ
20

で
も
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
す
る
。

　

右
の
サ
イ
ク
ル
図
を
子
供
に
提
示

す
る
。﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
﹂﹁
私

た
ち
﹂﹁
ゴ
ミ
﹂﹁
ナ
フ
サ
・
ペ
レ
ッ

ト
﹂﹁
原
油
﹂
の
順
に
提
示
す
る
と
、

自
分
た
ち
の
身
近
か
ら
入
り
、
よ
り

理
解
で
き
る
。

﹁
原
油
↓
自
然
﹂﹁
ナ
フ
サ
・
ペ
レ
ッ

ト
↓
資
源
﹂﹁
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

↓
製
品
﹂﹁
私
た
ち
↓
人
間
﹂
に
変

え
て
写
さ
せ
、
次
の
よ
う
に
問
う
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
よ
り
ガ
ン
ジ
ス

川
の
ゴ
ミ
の
写
真

を
提
示
す
る
。

発
問
1	

写
真
を
見
て
、
分
か
っ

た
こ
と
、
気
付
い
た
こ
と
、

思
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
で

き
る
だ
け
た
く
さ
ん
箇
条
書

き
に
し
な
さ
い
。

　

た
く
さ
ん
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ

と
同
時
に
﹁
川
で
あ
る
こ
と
﹂
に
気

が
付
く
。

発
問
2	

こ
の
後
ど
う
な
り
ま

す
か
。
隣
の
人
に
言
い
な
さ
い
。

﹁
ゴ
ミ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
﹂﹁
海

に
流
れ
着
く
﹂
な
ど
が
出
る
。

　

上
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
海
辺
の
ゴ

ミ
、
海
中
の
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

絡
ま
る
生
物
、
更
に
ほ
か
に
も
検
索

し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
絡
ま
る
ウ
ミ

ガ
メ
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
食
べ
る
海

鳥
の
写
真
な
ど
を
次
々
提
示
す
る
。

発
問
3	

何
が
問
題
な
の
で
す
か
。

　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
は
年
間

八
百
万
ト
ン
（
一
秒
間
に
体
重
三
十

キ
ロ
グ
ラ
ム
八
人
分
）
あ
る
こ
と
、

そ
れ
を
ク
ラ
ゲ
と
間
違
え
て
ウ
ミ
ガ

増え続けるゴミ問
題「海洋プラスチッ
ク問題とSDGs」
その２
海洋プラスチック問題をサ
イクル図で表現し、解決策
を考える。

兵庫県篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

４年「ゴミ」・５年「環境」

※ 

毎
日
新
聞
二
〇
一
八
年
七
月
十
六
日
付
朝
刊
。

 

グ
ラ
フ
に
指
導
用
の
書
き
込
み
を
し
て
い
ま
す
。
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児
童
：W

here do you w
ant to go?

教
師
：I w

ant to go to Egypt.

児
童
：W

here do you w
ant to go?

教
師
：I w

ant to go to Am
erica.

児
童
：W

here do you w
ant to go?

教
師
：I w

ant to go to Egypt.

教
師
：G

ood!

４ 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
︵
ペ
ア
活
動
︶

　

ペ
ア
で
、
本
当
に
自
分
が
行
き
た

い
場
所
を
尋
ね
合
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、い
ず
れ
﹁W

e	Can!	
1

﹂
に
出
て
く
る
単
語
と
文
法
を
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
で
先
取
り
す
る
。

そ
の
後
に
、
あ
の
大
量
の
リ
ス
ニ
ン

グ
を
さ
せ
れ
ば
、復
習
に
な
る
。﹁
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
﹂
に

掲
載
し
て
い

る
、
ペ
ア
で

デ
ィ
ベ
ー
ト

す
る
生
徒
の

映
像
を
参
照
。

店
員
：W
here do you w

ant to go?

お
客
：I w

ant to go to Am
erica.

　

こ
の
際
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
ラ
ス
ベ

ガ
ス
と
自
由
の
女
神
を
見
せ
、
児
童

た
ち
に
推
測
さ
せ
る
。

　

児
童
が
当
て
た
ら
褒
め
る
。

店
員
：W

here do you w
ant to go?

お
客
： I w

ant to go to C
hina.

　

こ
の
際
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
兵へ
い

馬ば

俑よ
う

と
万
里
の
長
城
を
見
せ
、
児
童
た
ち

に
推
測
さ
せ
る
。

　

児
童
が
当
て
た
ら
褒
め
る
。

３ 

問
答
練
習
︵
ど
こ
へ
行
き
た
い
？
︶

　

答
え
方
を
練
習
さ
せ
た
後
に
問
答

練
習
。
教
師
が
﹁
問
﹂、児
童
が
﹁
答
﹂。

教
師
：W

here do you w
ant to go?

児
童
：I w

ant to go to Egypt.

教
師
：W

here do you w
ant to go?

児
童
：I w

ant to go to Am
erica.

教
師
：W

here do you w
ant to go?

児
童
：I w

ant to go to Egypt.

教
師
：G

ood!

　

尋
ね
方
を
練
習
さ
せ
た
後
に
問
答

練
習
。
児
童
が
﹁
問
﹂、教
師
が
﹁
答
﹂。

　

小
学
校
五
年
生
教
材
、﹁W

e　

Can!	1

﹂
の
﹁U

nit6

﹂
に
﹁I	w

ant	
to	go	to	Italy.

（
イ
タ
リ
ア
に
行
き

た
い
）﹂
で
、﹁w

ant	to

﹂
が
初
め
て

出
て
く
る
。

　

こ
の
﹁U

nit

﹂
の
一
時
間
目
を
次

の
よ
う
に
授
業
す
る
。

１ 

単
語
練
習
︵
米
、
中
、
露
、
埃
︶

教
師
：A

m
erica, C

hina, R
ussia, 

Egypt

　

四
つ
の
国
﹁
ア

メ
リ
カ
﹂、﹁
中
国
﹂、

﹁
ロ
シ
ア
﹂、﹁
エ
ジ

プ
ト
﹂
を
リ
ピ
ー

ト
さ
せ
る
。

２ 

状
況
設
定
︵
旅
行
代
理
店
︶　

店
員
：W

here do you w
ant to go?

お
客
：I w

ant to go to Egypt.

　

こ
の
際
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
ス
フ
ィ

ン
ク
ス
と
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
せ
、
児

童
た
ち
に
推
測
さ
せ
る
。

　

児
童
が
当
て
た
ら
褒
め
る
。

TOSS型英会話を
やった後に、「We 
Can! 1」を復習
として扱う
「We Can! 1」に出てくる
単語と文法を、TOSS型英
会話で先取りする。その後
に、あの大量のリスニング
をさせれば、復習になる。

北海道幕別町立忠類中学校

加
か

藤
とう

心
しん

We Can! 1・p42-49

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

5年英語 5年道徳

○○旅行？

？
よ
か
っ
た
で
す
か
。

・
﹁
二
時
ま
で
い
つ
も
の
広
場
で

待
っ
て
い
ま
す
。
二
時
を
過
ぎ
た

ら
先
に
行
く
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
﹂

発
問
5	

え
り
子
さ
ん
が
擦
れ
違
い

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
し
た

ら
、
ど
の
場
面
で
す
か
。

指
示
2	

線
を
引
き
な
さ
い
。

・
お
母
さ
ん
か
ら
お
つ
か
い
を
頼
ま

れ
た
と
き
。

・
先
生
の
家
で
よ
し
子
さ
ん
に
会
っ

た
と
き
。

発
問
6	

そ
れ
ぞ
れ
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
か
。

・
﹁
よ
し
子
さ
ん
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
ら
、
四
時
に
ピ
ア
ノ

教
室
に
行
こ
う
と
伝
え
て
ね
」
と

言
う
。

・
よ
し
子
さ
ん
に
会
っ
た
と
き
に
、

聞
い
て
も
ら
え
な
く
て
も
理
由

を
き
ち
ん
と
伝
え
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
様
々
に
考
え

る
こ
と
で
、﹁
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
る
力
＝
寛
容
﹂
を
育
て
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

①
教
材
を
読
み
聞
か
せ
る

②
簡
単
に
内
容
を
確
認
す
る

発
問
1	

え
り
子
さ
ん
が
、
よ
し
子

さ
ん
の
指
定
し
た
二
時
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

・
お
つ
か
い
に
行
っ
た
ス
ー
パ
ー
が

混
雑
し
て
い
た
か
ら
。

発
問
2 

え
り
子
さ
ん
が
広
場
に

行
っ
た
と
き
、
よ
し
子
さ
ん
が
い

な
か
っ
た
理
由
は
何
で
す
か
。

・
電
話
も
な
く
、
広
場
に
も
来
な

か
っ
た
の
で
、
先
に
ピ
ア
ノ
教
室

に
行
っ
た
か
ら
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
理
由
が
あ
っ
て
擦
れ

違
っ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。

③
主
発
問
を
行
う

発
問
3	

よ
し
子
さ
ん
が
擦
れ
違
い

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と
し
た

ら
、
ど
の
場
面
で
す
か
。

指
示
1	

そ
の
部
分
に
線
を
引
き
な

さ
い
。

・
え
り
子
さ
ん
の
お
母
さ
ん
に
伝
言

を
お
願
い
す
る
場
面
。

発
問
4	
よ
し
子
さ
ん
は
え
り
子
さ

ん
の
お
母
さ
ん
に
何
と
言
え
ば

１ 

Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
道
徳
性

　

岡
山
の
小
野
隆
行
氏
と
道
徳
に
つ

い
て
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
の
時
代
が

や
っ
て
来
る
。こ
れ
ま
で
人
間
が
行
っ

て
き
た
様
々
な
仕
事
を
、
Ａ
Ｉ
が
代

わ
り
に
や
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

で
は
、
Ａ
Ｉ
が
活
躍
す
る
社
会
に

道
徳
は
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
は
、
必
要
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
を

使
う
の
は
人
間
で
あ
る
。
使
う
側
の

人
間
に
正
し
い
道
徳
性
が
な
け
れ
ば
、

殺
人
Ａ
Ｉ
の
よ
う
な
危
険
な
も
の
が

生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

Ａ
Ｉ
時
代
に
必
要
な
道
徳
性
は
、

次
の
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

寛
容

　

自
分
以
外
の
他
者
を
受
け
入
れ
る

力
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
と

な
る
。
新
学
習
指
導
要
領
で
も
、﹁
寛

容
・
相
互
理
解
﹂
が
三
・
四
年
か
ら

始
ま
る
こ
と
も
、
理
に
か
な
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。

２ 

﹁
す
れ
ち
が
い
﹂
の
授
業

﹁
す
れ
ち
が
い
﹂は
、二
人
の
女
の
子

が﹁
待
ち
合
わ
せ
の
際
に
連
絡
を
取
り

合
わ
な
か
っ
た
こ
と
﹂が
き
っ
か
け
で

仲
が
悪
く
な
る
と
い
う
話
を
、
そ
れ

ぞ
れ
の
視
点
で
描
い
た
教
材
で
あ
る
。

「寛容」を育てる
授業
AI時代に必要な道徳性は
「寛容」である。
様々な立場になって考える
ことで、相手のことを理解
しようとする姿勢を育てる
ことが大切である。

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

日本文教出版・５年・p.134-139
「すれちがい」
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ペ
ー
ジ
を
音
読
。﹁
聞
く
・
話
す
﹂

を
先
に
、﹁
読
む
・
書
く
﹂
を
後
に

し
た
こ
と
で
学
習
し
や
す
く
な
っ
た
。

　

直
後
、
冒
頭
の
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
の
問
題
に
挑
戦
。
型
に

沿
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

　

勤
務
校
で
、
こ
の
授
業
を
英
語
が

苦
手
な
中
学
一
年
の
生
徒
に
行
っ
た
。

　

実
施
前
に
は
将
来
の
夢
を
単
語
の

み
で
答
え
て
い
た
が
、
実
施
後
は
文

の
形
で
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
さ
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
の
威

力
を
実
感
す
る
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
へ

の
教
育
指
導
の
充
実
や
学
習
状

況
の
改
善
等
に
役
立
て
る
。

﹁
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
﹂
の

目
的
の
一
節
で
あ
る
。
調
査
問
題
に

も
対
応
す
る
力
を
育
め
る
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

型
英
会
話
。﹁
話
す
・
聞
く
﹂
で
の

や
り
取
り
を
重
視
し
た
こ
の
指
導
法

を
さ
ら
に
工
夫
・
実
践
し
、﹁
英
語

が
使
え
る
日
本
人
﹂
を
育
て
て
い
く
。

師
の
後
に
続
い
て
リ
ピ
ー
ト
す
る
。

②
教
師
が
質
問
、
生
徒
が
答
え
る

教
師
：W

hat do you w
ant to be? 

生
徒
：I w

ant to be a chef.

の
よ
う
に
、
教
師
の
問
い
掛
け
に
生

徒
が
応
じ
る
。

　

ま
た
、
三
名
ほ
ど
指
名
し
て
起
立
さ

せ
、
個
別
に
や
り
取

り
す
る
こ
と
で
定
着

度
合
い
を
把
握
す
る
。

③
尋
ね
方
の
練
習

﹁W
hat	do	you	

w
ant	to	be?	

﹂
と
、

教
師
に
続
い
て
リ
ピ
ー
ト
。

④
生
徒
が
質
問
、
教
師
が
答
え
る

生
徒
：W

hat do you w
ant to be? 

教
師
：I w

ant to be a chef.

な
ど
、
先
ほ
ど
の
②
の
役
割
を
入
れ

替
え
て
練
習
す
る
。

（
４
）
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

﹁baseball	player

﹂
な
ど
の
単
語

も
導
入
し
、
会
話
の
幅
を
広
げ
る
。

そ
の
後
、
二
名
と
会
話
し
、
着
席
。

（
５
）
教
科
書
の
導
入
・
音
読

　

職
場
体
験
学
習
が
扱
わ
れ
て
い
る

１　
「
話
す
こ
と
」
の
正
答
率

　

今
年
度
四
月
に
実
施
さ
れ
た
﹁
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
﹂。
英
語
の

﹁
話
す
こ
と
﹂
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

﹁
①
あ
な
た
の
将
来
の
夢
、
ま
た
は
、

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
﹂﹁
②
そ

の
実
現
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
こ

と
、
や
る
べ
き
こ
と
﹂
を
三
十
秒
で

話
す
大
問
３
は
、
正
答
率
約
四
割
五

分
と
な
っ
た
。

２　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
英
会
話
の
威
力

　

今
夏
、
五
百
二
十
三
名
が
参
加
し

た
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
。

　

そ
の
全
体
会
に
お
い
て
、
次
の
組

立
て
で
授
業
を
提
案
し
た
。

（
１
）
単
語
練
習

﹁chef

﹂﹁teacher

﹂﹁pilot

﹂
と
い
っ

た
、
職
業
に
関
わ
る
単
語
を
導
入
。

　

イ
ラ
ス
ト
を
提
示
し
な
が
ら
、
教

師
に
続
い
て
二
回
↓
一
回
↓
０
回
と

リ
ピ
ー
ト
す
る
回
数
を
減
ら
す
。

（
２
）
状
況
設
定

　

教
科
書
に
登
場
す
る
少
女
の
イ
ラ

ス
ト
を
提
示
。
職
場
体
験
学
習
先
を

決
め
る
た
め
に
、
将
来
の
夢
に
つ
い

て
聞
き
合
う
場
面
を
演
じ
る
。

（
３
）
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
練
習

　

状
況
設
定
で
示
し
た
対
話
を
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
指
導
す
る
。

①
答
え
方
の
練
習

﹁I	w
ant	to	be	a	chef.

﹂
な
ど
、
教

な
い
か
を
判
断
し
ま
す
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
お
客
さ
ん
が
魚
を
買
う

量
が
決
ま
り
ま
す
。
お
客
さ
ん
が

買
お
う
と
す
る
量
の
こ
と
を
何

と
い
い
ま
す
か
。
漢
字
三
字
で
す
。

﹁﹃
需
要
量
﹄
で
す
﹂

発
問
4 

閉
店
間
際
に
値
引
き
す
る

の
は
な
ぜ
か
、今
度
は
「
需
要
量
」

「
供
給
量
」「
価
格
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
て
説
明
し
な
さ
い
。
書
け

た
ら
ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
ま
す
。

　

早
く
書
け
た
生
徒
に
は
板
書
さ
せ
、

な
か
な
か
書
け
な
い
生
徒
に
は
、
板

書
を
参
考
に
し
て

よ
い
と
告
げ
る
。

　

正
解
は
、﹁
供

給
量
が
需
要
量
よ

り
も
多
く
な
っ
て

し
ま
い
、
こ
の
ま

ま
で
は
売
れ
残
っ

て
し
ま
う
の
で
、

価
格
を
下
げ
る
こ

と
で
需
要
量
を
増

や
そ
う
と
し
た
か

ら
﹂
と
し
た
。

　

隣
同
士
で
、
意
見
交
換
を
さ
せ
る
。

指
示
3 

予
想
を
発
表
し
な
さ
い
。

　

指
名
な
し
発
表
を
さ
せ
る
。
過
去

に
は
、
以
下
の
予
想
が
出
さ
れ
た
。

・
新
鮮
さ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
、
そ
の
分
値
引
き
し
た
。

・
売
れ
残
る
と
店
が
損
を
す
る
の
で
、

売
れ
残
り
を
出
さ
な
い
た
め
。

・
安
く
す
れ
ば
、
買
う
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
か
ら
。

・
次
の
日
ま
で
取
っ
て
お
く
こ
と
が

で
き
な
い
か
ら
。

３ 

﹁
需
要
量
﹂
と
﹁
供
給
量
﹂

説
明 

ス
ー
パ
ー
は
、
こ
の
く
ら
い

の
量
の
魚
を
売
り
た
い
な
、
と
考

え
て
仕
入
れ
ま
す
。

発
問
3 

こ
の
、
ス
ー
パ
ー
が
売
ろ

う
と
す
る
量
の
こ
と
を
何
と
い

い
ま
す
か
。
教
科
書
本
文
か
ら
、

漢
字
三
字
で
抜
き
出
し
な
さ
い
。

﹁﹃
供
給
量
﹄
で
す
﹂

説
明 

ス
ー
パ
ー
の
お
客
さ
ん
は
、

主
に
価
格
を
見
て
買
う
か
買
わ

１ 

日
常
生
活
と
教
科
書
の
内
容
の

 

関
連
に
気
付
か
せ
る

　

公
民
的
分
野
の
内
容
は
、
日
常
生

活
と
直
接
結
び
付
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
日
常
生
活
で
の
体
験
を
想
起

さ
せ
、
そ
れ
と
教
科
書
本
文
の
内
容

を
結
び
付
け
る
こ
と
で
学
習
内
容
の

定
着
を
図
る
実
践
を
試
み
た
。

　

中
学
三
年
、
公
民
の
授
業
で
あ
る
。

２ 

価
格
に
関
す
る
疑
問

指
示
1 

教
科
書
、
一
三
六
ペ
ー
ジ
、

「
₁
価
格
に
関
す
る
疑
問
」。
女
の

子
の
疑
問
を
読
み
ま
す
。

﹁
商
品
の
価
格
は
、
ど
う
し
て
高
く

な
っ
た
り
安
く
な
っ
た
り
す
る
の
だ

ろ
う
。﹂

指
示
2 

イ
ラ
ス
ト
Ⓔ
に
つ
い
て
考

え
ま
す
。
Ⓔ
の
説
明
を
読
み
ま
す
。

﹁
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
、

閉
店
間
際
に
生
鮮
食
品
や
総
菜
を
値

引
き
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。﹂

発
問
1 

こ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た

こ
と
が
あ
る
人
は
い
ま
す
か
。

　

挙
手
さ
せ
て
確
認
す
る
。

﹁
多
く
の
人
が
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
よ
ね
﹂

発
問
2 

閉
店
間
際
に
値
引
き
す
る

の
は
な
ぜ
で
す
か
。
理
由
を
予
想

し
て
、
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

中学校の授業実践

「全国学力・学習
状況調査」にも
対応するTOSS
型英会話指導法
「話す・聞く」でのやり取り
を重視した指導法で、「英語
が使える日本人」を育てて
いく。

日常生活と教科
書の内容を結び
付け、学習内容
の定着を図る
スーパーでの値引きに
ついて考えさせる授業。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

英語公民

山梨県笛吹市立春日居中学校

広
ひろ

瀬
せ

 翔
かける

福島県白河市立五箇中学校

上
うえ

野
の

 一
かず

幸
ゆき

東京書籍・公民・p.136-137

50円引き



特別支援教育  専門家の視点
特別支援教育の指導システム

全国で大人気  小嶋・小野二人の

＆
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から見た特別支援教育医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える

宮尾 益知
どんぐり発達クリニック 
院長／ギフテッド研究所 
理事長／東京大学大学院
情報理工学系知能機械情
報学 非常勤講師／国立成
育医療研究センター 医療
機器開発部 共同研究員／
白百合女子大学 発達臨床
センター 顧問

医
学
博
士

　宮み
や

尾お 

益ま
す

知と
も

　
　
　構
成
：
田た

村む
ら 

千ち

絵え

神
奈
川
県
公
立
小
学
校

不
登
校
と
特
別
支
援
教
育

不
登
校
の
一
要
因
と
し
て
、
発
達
障
害
の
視
点
か
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※1

す
る
。小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

　

不
登
校
に
は
様
々
な
タ
イ
プ
が
あ

り
、
そ
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
対
応
が

異
な
る
。

　

小
柳
憲
司
氏
の
、
本
誌
の
連
載
や

そ
の
他
の
著
作
か
ら
詳
細
が
学
べ
る

の
で
、
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　

こ
こ
で
は
、
発
達
障
害
の
視
点
か

ら
不
登
校
を
ど
う
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す

る
か
を
述
べ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｄ
※２
傾
向
が
あ
る
か

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
中
で
も
、

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
あ
る
子
は
不
登
校
に
な
り

や
す
い
。
小
嶋
は
そ
の
子
た
ち
を
、

﹁
不
安
傾
向
タ
イ
プ
﹂﹁
社
会
的
不
適

応
タ
イ
プ
﹂
に
大
ま
か
に
分
け
て
対

応
し
て
い
る
。

１
）
不
安
傾
向
タ
イ
プ

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
子
供
た
ち
の
中
で
も
、

不
安
傾
向
の
子
供
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

は
以
下
に
気
を
付
け
た
い
。

①
過
敏
性
が
増
幅
す
る
タ
イ
プ

　

不
安
傾
向
が
増
幅
す
る
と
、
過
敏

性
が
増
し
て
し
ま
う
子
供
が
多
い
。

　

登
校
が
し
づ
ら
く
な
る
た
め
、
表

立
っ
て
訴
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

﹁
音
が
大
き
す
ぎ
る
﹂
な
ど
の
過
敏

性
を
訴
え
る
場
合
、
不
安
も
増
幅
し

て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
子
供
た
ち
は
、﹁
過

敏
性
﹂
へ
の
ケ
ア
を
中
心
に
、
ま
ず

は
支
援
す
る
。

②
身
体
症
状
が
増
幅
す
る
タ
イ
プ

　

小
柳
氏
も
述
べ
て
い
る
が
、
不
登

校
の
初
期
段
階
で
あ
る
﹁
前
駆
期
﹂

に
お
い
て
は
、﹁
頭
痛
﹂
や
﹁
腹
痛
﹂

な
ど
を
訴
え
る
ケ
ー
ス
が
と
て
も
多

い
。
こ
の
よ
う
な
身
体
症
状
が
表
れ

て
い
る
場
合
も
、﹁
不
安
が
増
幅
﹂

し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
タ
イ
プ
の
子
の

場
合
、﹁
不
安
を
取
り
除
く
支
援
﹂

を
中
心
に
展
開
す
る
。

　

そ
の
支
援
の
結
果
、﹁
何
と
か
安

心
し
て
過
ご
せ
た
﹂
と
い
う
経
験
の

積
み
重
ね
が
身
体
症
状
を
緩
和
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

不
安
傾
向
タ
イ
プ
の
子
供
に
つ
い

て
は
、﹁
不
安
を
緩
和
す
る
こ
と
﹂

が
支
援
の
最
終
目
標
で
あ
る
。
易
刺

激
性
が
あ
れ
ば
、
リ
ス
ペ
リ
ド
ン
や

エ
ビ
リ
フ
ァ
イ
な
ど
の
薬
も
有
効
に

な
る
。

　

ま
た
一
時
的
に
特
別
支
援
学
級
を

使
う
な
ど
、﹁
居
場
所
の
確
保
﹂
も

安
心
感
を
生
み
出
す
必
要
な
支
援
で

あ
る
。

２
）
社
会
的
不
適
応
タ
イ
プ

　

そ
も
そ
も
社
会
的
な
適
応
が
難
し

い
タ
イ
プ
の
子
供
た
ち
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
①
と
②
の
症
状
も
出
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
て
ア
セ

ス
メ
ン
ト
し
た
い
。
低
学
年
で
見
付

か
れ
ば
、
特
別
支
援
学
級
な
ど
を

使
っ
て
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
で
、

登
校
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
、
低
学
年
～
中
学
年
ま
で

大
人
し
く
目
立
た
な
い
子
だ
っ
た
の

に
、
小
学
四
年
～
中
学
生
に
な
る
と

突
然
不
登
校
に
な
っ
て
し
ま
う
子
も

い
る
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
は
、
実
は
社
会
的
な

適
応
が
あ
ま
り
得
意
で
な
か
っ
た
の

に
、
無
理
を
し
て
﹁
過
剰
適
応
﹂
を

起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
な
っ
た
と
き
に
、﹁
今
ま
で

大
丈
夫
だ
っ
た
の
に
﹂
と
対
応
を
す

る
と
失
敗
し
や
す
い
。
特
別
支
援
学

級
な
ど
の
刺
激
の
少
な
い
空
間
か
ら

支
援
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

※1 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

 

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。

※2 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

　

学
級
担
任
に
な
る
と
、
必
ず
様
々
な
問
題
を

抱
え
た
子
供
た
ち
に
出
会
う
だ
ろ
う
。
学
校
生

活
の
様
々
な
面
で
ま
さ
か
と
思
う
出
来
事
が
発

生
し
、
落
ち
着
い
た
学
校
生
活
が
一
変
し
て
し

ま
う
。
同
時
に
保
護
者
は
、
担
任
か
ら
繰
り
返

し
か
か
っ
て
く
る
電
話
や
連
絡
帳
で
伝
え
ら
れ

る
、﹁
我
が
子
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
た
﹂
と

い
う
内
容
に
困
惑
す
る
。
学
校
で
指
導
さ
れ
、

家
で
も
叱
ら
れ
る
子
供
。
さ
ら
に
、﹁
前
の
先

生
の
と
き
は
、
こ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
﹂
な

ど
と
い
う
保
護
者
の
声
が
耳
に
入
る
と
、
担
任

は
精
神
的
に
つ
ら
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
る
。

以
下
、
子
供
や
保
護
者
も
、
先
生
も
つ
ら
い
、

困
っ
た
ス
パ
イ
ラ
ル
が
始
ま
る
前
の
防
止
策
に

つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ま
と
め
た
。

１ 

仲
良
く
な
る

　

一
緒
に
遊
ぶ
、
好
き
な
物
に
つ
い
て
話
を
す

る
な
ど
、
触
れ
合
い
を
通
し
て
心
の
距
離
を
縮

め
て
い
く
こ
と
が
先
決
だ
。
共
通
体
験
を
重
ね
、

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
先
生
の
指
示
が
入

る
よ
う
に
な
る
。
同
時
に
、
保
護
者
と
は
な
る

べ
く
早
く
会
っ
て
、
相
談
す
る
。
保
護
者
の
抱

え
る
困
り
感
・
心
配
事
な
ど
、
子
供
へ
の
思
い

を
丸
ご
と
受
け
止
め
る
。﹁
話
し
て
く
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
（
お

父
さ
ん
）
の
力
を
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

一
緒
に
や
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
連
携
す
る
。

私
は
、
初
診
療
場
面
で
は
子
供
と
は
膝
が
触
れ

る
近
さ
で
座
っ
て
語
り
、
母
親
に
は
、
話
の
最

後
に
﹁
お
母
さ
ん
、
大
変
で
し
た
ね
﹂
と
声
を

掛
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、

信
頼
関
係
を
初
診
で
築
い
て
い
る
。

２ 

ト
ラ
ブ
ル
へ
の
対
応

　

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
は
、
子
供
の
安
全
確
保
を

し
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
状
況
確
認
を
短
時

間
で
行
う
。
そ
し
て
授
業
中
で
あ
れ
ば
、
学
習

活
動
を
再
開
す
る
。
す
ぐ
学
習
活
動
を
再
開
す

る
た
め
に
、﹁
そ
の
子
の
様
子
、
何
に
困
っ
て

い
る
の
か
﹂
を
教
職
員
で
共
通
理
解
し
、
時
と

場
合
に
応
じ
て
、
ほ
か
の
教
員
に
Ｔ
１
役
を

担
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
そ
の
子

に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
・
回
避
策
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
指
導
す
る
。﹁
も
し
、ま
た
Ａ
ち
ゃ

ん
が
嫌
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
先
生
に
言
い
に

来
て
ね
﹂
と
、
対
応
行
動
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

約
束
を
す
る
。
ル
ー
ル
な
ど
も
一
つ
一
つ
教
え
、

で
き
た
ら
褒
め
る
の
が
大
事
だ
。

３ 

温
か
い
眼
差
し
が
対
応
力
を
上
げ
る

　

環
境
調
整
と
し
て
、
そ
の
子
の
こ
と
を
ほ
か

の
子
供
た
ち
に
﹁
Ａ
ち
ゃ
ん
は
、
う
っ
か
り
し

ち
ゃ
う
と
き
が
あ
る
ん
だ
よ
﹂
と
、
誰
に
で
も

あ
る
行
動
傾
向
と
し
て
伝
え
、
理
解
を
求
め
る
。

ま
た
、﹁
こ
の
子
、
次
は
何
を
し
た
い
の
か

な
ぁ
？
﹂
と
そ
の
子
の
気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
、

さ
ら
に
そ
の
経
験
に
つ
い
て
﹁
以
前
の
あ
の
子

に
似
て
い
る
﹂
と
、
分
類
と
集
積
を
繰
り
返
し
、

対
応
力
を
上
げ
て
い
く
。

困
っ
た
ス
パ
イ
ラ
ル
の
防
止
策
は
、

子
供
と
保
護
者
へ
の
温
か
い
ま
な
ざ
し

「
子
供
も
、
先
生
も
、
保
護
者
も
つ
ら
い
」
状
況
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、

対
応
力
を
上
げ
て
い
く
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

言
語
聴
覚
士

　下し
も

妻づ
ま 

玄き
よ

典の
り

下妻 玄典
LD等の専門家
　巡回相談 事業
　巡回相談員
虹の子ども
　クリニック

言語療法
　

今
回
は
、
場
面
緘
黙
の
子
供
に
対
し
て
、
具

体
的
に
療
育
者
が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
私

の
支
援
例
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
こ
と
が
そ
の

ま
ま
教
室
で
の
支
援
に
は
直
結
し
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
読
者
に
何
ら
か
の
示
唆
が
得
ら
れ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
夏
休
み
に
相
談
に
来
ら
れ

た
、
場
面
緘
黙
の
疑
い
が
あ
る
小
学
校
高
学
年

男
子
Ａ
君
の
例
で
あ
る
。

　

ま
ず
行
っ
た
こ
と
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。

　

受
容
的
雰
囲
気
を
つ
く
る
。

　

具
体
的
に
は
﹁
お
は
よ
う
。
よ
く
来
て
く
れ

た
ね
、
待
っ
て
い
た
よ
﹂
と
満
面
の
笑
顔
で
迎

え
る
。
特
に
﹁
待
っ
て
い
た
よ
﹂
に
は
、
子
供

の
存
在
意
義
を
認
め
る
と
と
も
に
﹁
あ
な
た
は

大
切
な
人
で
す
よ
﹂
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
含

ま
れ
て
い
る
。
Ａ
君
は
無
表
情
の
ま
ま
で
あ
っ

た
が
、
相
談
室
に
は
抵
抗
な
く
入
っ
て
く
れ
た
。

ぜ
ひ
、
読
者
の
教
室
に
い
る
場
面
緘
黙
の
子
供

に
も
実
践
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

Ａ
君
は
相
談
室
に
入
っ
て
着
席
し
て
く
れ
た

が
、
私
か
ら
の
声
掛
け
に
は
無
反
応
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
私
は
、
Ａ
君
に
こ
う
声
掛
け
を
し
た
。

　

Ａ
君
、
部
屋
の
模
様
替
え
を
し
た
い
の

で
、
机
を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
？

　

そ
う
す
る
と
、
Ａ
君
は
机
を
持
ち
、
私
と
一

緒
に
机
を
運
ぶ
作
業
を
し
て
く
れ
た
。
し
っ
か

り
力
を
入
れ
、
私
の
動
き
に
合
わ
せ
て
運
ん
で

く
れ
た
の
だ
。
私
は
思
わ
ず
本
心
か
ら
﹁
あ
り

が
と
う
Ａ
君
！　

助
か
っ
た
よ
！
﹂
と
お
礼
を

言
っ
た
。
硬
か
っ
た
Ａ
君
の
表
情
も
少
し
緩
ん

だ
よ
う
に
見
え
た
。

　

身
体
活
動
も
立
派
な
発
信
手
段
で
あ
る
。

﹁
こ
ち
ら
か
ら
の
声
掛
け
に
対
し
て
、
身
体
を

使
っ
て
返
す
﹂
と
い
う
の
は
、
話
し
言
葉
こ
そ

介
し
て
い
な
い
が
、
立
派
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
成
立
で
あ
る
。
話
す
こ
と
だ
け
が
発

信
手
段
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
身
体
を
使
っ

て
相
手
と
息
を
合
わ
せ
て
行
動
す
る
と
い
う
こ

と
も
、
自
分
を
表
現
す
る
機
会
に
な
り
、
そ
れ

に
対
し
て
肯
定
的
な
声
掛
け
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
子
供
に
と
っ
て
存
在
認
証
の
機
会
を
保
証

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

教
室
に
お
い
て
も
、
配
り
物
を
手
伝
う
、
掃
除

時
間
な
ど
に
ご
み
を
捨
て
て
来
る
な
ど
の
お
願

い
事
＋
身
体
活
動
の
場
を
意
識
的
に
つ
く
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
声
掛
け
を
し
て
も
、
全
く
反
応
し
て

く
れ
な
か
っ
た
ら
？　

そ
の
と
き
は
こ
う
返
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　

先
生
が
机

を
運
ぶ
の
で
、

そ
ば
で
監
督

し
て
い
て
く

だ
さ
い
。
○

○
君
は
名
監

督
で
す
！

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

場
面
緘か

ん

黙も
く

を
考
え
る

　実
践
編
③

私
自
身
が
療
育
場
面
で
行
っ
て
い
る
こ
と

子
供
の
存
在
認
証
の
機
会
を
保
証
す
る
具
体
的
な
働
き
掛
け
。

１ 

ポ
イ
ン
ト
を
強
調
し
た
指
導

　

小
数
の
わ
り
算
の
筆
算
の
ポ
イ
ン

ト
は
二
つ
。

①
小
数
点
の
位
置

②
余
り
の
書
き
方

　

こ
の
二
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
押
さ

え
る
の
で
は
な
く
、
強
調
す
る
指
導

が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
、﹁
①
小
数
点
の
位
置
﹂
の

指
導
。こ
れ
は
、マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー

（
多
感
覚
）
を
使
っ
て
指
導
す
る
。

　

簡
単
に
言
う
と
、
動
作
を
さ
せ
な

が
ら
、
声
に
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
わ
る
数
と
わ
ら
れ
る
数

の
小
数
点
を
移
動
す
る
。
こ
の
と
き

に
、﹁
ち
ょ
ん
﹂
と
必
ず
声
に
出
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は

よ
く
あ
る
指
導
だ
が
、
ポ
イ
ン
ト
は

強
調
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
書
く
前
に
、
黒
板
を
見

て
教
師
と
一
緒
に
、
空
中
で
腕
を
動

か
す
こ
と
が
効
果
的
だ
。

　

ノ
ー
ト
に
書
く
動
作
は
小
さ
な
運

動
（
微
細
運
動
）
で
あ
る
。
そ
の
前

に
、
黒
板
を
見
な
が
ら
腕
全
体
を

使
っ
た
大
き
な
動
き
（
粗
大
運
動
）

を
さ
せ
る
。

　

こ
の
粗
大
運
動
を
入
れ
る
こ
と
で
、

記
憶
は
定
着
し
や
す
く
な
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
声
を
出
す
こ
と
で
、

マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
を
使
っ
た
指
導

に
な
り
、
効
果
が
増
す
。

　

微
細
運
動
の
前
に
、
マ
ル
チ

セ
ン
サ
リ
ー
を
使
っ
た
粗
大
運

動
を
行
う
。

　

こ
れ
が
、﹁
①
小
数
点
の
位
置
﹂

の
指
導
の
強
調
点
で
あ
る
。

２ 

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
示
す

　

次
に
、﹁
②
余
り
の
書
き
方
﹂
の

指
導
で
あ
る
。

　

混
同
し
や
す
い
の
は
、

　

余
り
の
ど
こ
に
、
小
数
点
を

下
ろ
す
か
。

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

最
初
に
、
小
数
点
は
移
動
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、﹁
移
動
し
た
先
の

小
数
点
を
下
ろ
す
﹂
子
が
出
て
き
て

し
ま
う
。
確
か
に
、
移
動
し
て
い
る

の
だ
か
ら
、
そ
の
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

余
り
を
書
く
と
き
は
、
元
の
小
数

点
の
方
を
下
ろ
す
と
指
導
し
て
も
、

ど
う
し
て
も
混
同
し
て
し
ま
う
。

　

だ
か
ら
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
混
同

し
な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

移
動
す
る
前
の
小
数
点
に
○

を
付
け
さ
せ
る
。	

つ
ま
り
、
最
初
の
小
数
点
の
移
動

﹁
ち
ょ
ん
﹂
と
や
る
前
に
、
小
数
点

に
○
を
付
け
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
す
れ
ば
、
移
動
し
て
も
○
が

残
っ
て
い
る
。
操
作
も
簡
単
で
、
ビ

ジ
ュ
ア
ル
的
に
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
言
葉
を
付
け
る
と

効
果
的
だ
。

　

余
り
は
、
○
を
下
ろ
す
。

　

こ
の
指
導
も
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ

る
前
に
、
黒
板
を
見
な
が
ら
練
習
さ

せ
る
。
大
き
な
動
き
（
粗
大
運
動
）

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
効
果
は
更

に
上
が
る
。

小
数
の
わ
り
算
の
筆
算
が
難
し
い

小
数
の
わ
り
算
で
は
、
ポ
イ
ン
ト
を
強
調
し
た
指
導
が
重
要
に
な
る
。

ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
理
解
さ
せ
、
マ
ル
チ
セ
ン
サ
リ
ー
、
粗
大
運
動
を

取
り
入
れ
た
指
導
が
効
果
的
で
あ
る
。
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﹁
プ
ロ
グ
ル
（https://proguru.jp

）﹂
は
、

小
学
生
で
も
扱
い
や
す
い
無
料
の
教
材
だ
。
今

回
は
﹁
平
均
値
コ
ー
ス
﹂
を
用
い
た
。
課
題
を

ク
リ
ア
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
を
進
め
て
い
く

コ
ー
ス
だ
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
指
導
案
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。
指
導
案
の
留
意
点
に
は
次
の

よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
番
号
は
塩
谷
に
よ
る
）。

①
ス
テ
ー
ジ
４
ま
で
教
師
操
作
に
よ
り
個
別

で
な
く
全
体
で
考
え
る
よ
う
に
さ
せ
る
。

②
大
型
画
面
に
提
示
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
拡
大

し
て
全
員
に
注
目
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

特
に
②
が
大
切
だ
。
ブ
ロ
ッ
ク
が
も
つ
命
令

の
意
味
を
一
斉
指
導
で
全
員
に
理
解
さ
せ
な
く

て
は
、
５
以
降
の
ス
テ
ー
ジ
で
混
乱
す
る
子
供

た
ち
が
続
出
し
て
し
ま
う
。
留
意
点
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
﹁
プ
ロ
グ
ル
﹂
の
画
面
を
拡
大

し
て
提
示
し
よ
う
と
試
み
た
。し
か
し
、ブ
ロ
ッ

ク
を
拡
大
す
る
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
画
面
が

見
え
な
く
な
り
、
関
連
性
が
分
か
り
づ
ら
く
な

る
。
ま
た
教
師
の
操
作
が
難
し
く
、
授
業
の
テ

ン
ポ
が
悪
く
な
る
。
そ
こ
で
﹁
プ
ロ
グ
ル
﹂
を

参
考
に
し
た
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
成
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
１
（
下
図
）
で
は
﹁
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
﹂

や
﹁
実
行
ボ
タ
ン
﹂
と
い
う
﹁
プ
ロ
グ
ル
﹂
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
教
え
る
。

指
示
1 

つ
い
て
読
み
ま
す
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
。

（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）

指
示
2 

実
行
ボ
タ
ン
。（
実
行
ボ
タ
ン
）

説
明
1 

ロ
ボ
ッ
ト
が
実
行
ボ
タ
ン
を
押
す
と

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
数
字
が
出
ま
す
。
※
コ
ン

テ
ン
ツ
を
動
か
す
。

発
問 

あ
の
数
字
は
何
を
表
し
て
い
ま
す
か
。

（
ジ
ュ
ー
ス
の
本
数
）

説
明
2 

ど
ん
な
命
令
ブ
ロ
ッ
ク
が
組
み
合
わ

せ
て
あ
る
か
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

画
面
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
提
示
す
る
。

指
示
3 

で
は
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
で
ス
テ
ー
ジ

１
に
挑
戦
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

　

全
員
が
す
ぐ
に
１
を
ク
リ
ア
で
き
た
。
次
は

コ
ン
テ
ン
ツ
画
面
で
２
を
教
え
る
。
こ
れ
を
４

ま
で
繰
り
返
す
こ
と
で
、
ど
の
子
も
混
乱
な
く

ク
リ
ア
で
き
た
。
５
以
降
の
課
題
は
、
各
自
で

取
り
組
み
、
楽
し
そ
う
に
熱
中
し
て
い
た
。

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

　　　　　の教育課題新しい時代

第
五
学
年
の
算
数
「
平
均
」
で

「
プ
ロ
グ
ル
」
を
活
用
す
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
コ
ー
ド
」
が
開
発
し
た
教
材
を

一
斉
指
導
で
教
え
る
た
め
の
工
夫
。

塩し
お

谷や 

直な
お

大ひ
ろ

北
海
道
斜
里
町
立
斜
里
小
学
校

ゼロから始める
プログラミング

教育

勇い
さ
み 

和か
ず

代よ

大
阪
府
泉
佐
野
市
立
第
三
小
学
校

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育

　

新
時
代
教
育
の
方
向
性

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
現
状
と
課
題
。

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
活
用
し
た
授
業
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

ド
リ
ル
の
使
用
な
ど
に
よ
り
教
育
効
果
が
上

が
っ
て
い
る
。

３　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
で

　

今
後
、
次
の
よ
う
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

・
学
び
に
お
け
る
時
間
・
距
離
な
ど
の
制

・
約
を
取
り
払
う

・
個
別
に
最
適
で
効
果
的
な
学
び
や
支
援

・
校
務
の
効
率
化

・
学
び
の
知
見
の
共
有
や
生
成

　

場
所
を
変
え
ず
、
通
信
で
交
流
し
た
り
、
学

校
業
務
が
行
え
た
り
す
る
と
、
時
間
も
労
力
も

軽
減
で
き
る
。

４　

諸
外
国
の
状
況

　

教
育
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
、
実

証
や
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
（
先
進
国

は
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
）。
結
果
は
教
室
に
お
け
る
指
導
の
改
善
だ

け
で
は
な
く
、
学
校
運
営
に
も
効
果
的
で
あ
っ

た
と
い
う
検
証
に
ま
で
及
ん
で
い
る
（
一
般
社

団
法
人
Ｉ
Ｃ
Ｔ	

Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
21
よ
り
）。

１　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
最
新
情
報
を
手
に
入
れ
る

　

二
〇
二
〇
年
に
向
け
、
情
報
教
育
も
大
き
く

進
む
。
文
部
科
学
省
か
ら
令
和
元
年
六
月
に
出

さ
れ
た
﹁
新
時
代
の
学
び
を
支
え
る
先
端
技
術

活
用
推
進
方
策
（
最
終
ま
と
め
）﹂
は
必
見
だ
。

　

多
様
な
子
供
た
ち
を
﹁
誰
一
人
残
す
こ
と
の

な
い
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
﹂
の

実
現
に

向
け
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用

す
る
た

め
の
方

向
性
が

示
さ
れ

て
い
る
。

2　

勤
務
校
で
の
エ
ビ
デ
ン
ス

　

私
の
勤
務
校
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
一
人
一

台
導
入
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
下
の
よ
う
な
環

境
を
整
備
し
、
幾
つ
か
の
実
践
を
試
み
て
き
た
。

教
員
・
児
童
全
て
に
、
一
人
一

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
。
Ｉ
Ｄ
、

パ
ス
ワ
ー
ド
を
付
与
。
個
人

フ
ォ
ル
ダ
を
活
用
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
科
﹁
算
数
﹂

プ
ロ
グ
ル
正
多
角
形

①
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
型　

ゲ
ー
ム

②
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
型　

順
次
処

　

理
・
分
岐
処
理
・
繰
り
返
し

　

支
援
が
必
要
な
子
供
も
多
い

が
、
視
覚
情
報
の
提
供
や
タ
ブ

▲「【概要】新時代の学びを支える先端技術活用
推進方策（最終まとめ）」より

ステージ１
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二
〇
一
四
年
秋
、
著
者
は
ロ
ン
ド
ン
で
、﹁
中
世

ラ
テ
ン
語
辞
書
作
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
百
一
年
ぶ

り
に
完
了
﹂
と
い
う
小
さ
な
記
事
を
見
付
け
る
。

何
し
ろ
百
年
で
あ
る
。
欲
求
か
ら
そ
の
実
現
ま
で

の
距
離
が
長
い
。
そ
れ
も
幾
人
も
の
人
が
交
代
し

な
が
ら
事
業
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
確
か
な
こ
と

は
、
使
う
あ
て
も
な
く
、
生
き
て
い
る
う
ち
に
完

成
す
る
か
も
分
か
ら
な
い
辞
書
編
さ
ん
に
時
間
と

精
力
を
注
ぎ
込
ん
だ
人
た
ち
が
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
は
﹁
取
材
﹂

で
あ
る
。
偉
業
の
骨
格
を
短
期
間
に
把
握
す
る
。

完
成
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
と
り
わ
け
引
き
継
が
れ

た
事
業
の
理
念
と
仕
事
へ
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
す

る
。
そ
の
こ
と
を
通
し
て
﹁
時
を
超
え
る
﹂
仕
事

の
真
実
に
迫
り
た
い
。執
筆
の
動
機
は
こ
れ
だ
ろ
う
。

　

対
象
は
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
普
通

に
や
っ
た
の
で
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
。
原
稿

も
膨
大
な
量
と
な
る
。
そ
れ
で
は
読
ん
で
も
ら
え

な
い
。
著
者
は
新
聞
社
に
勤
務
す
る
人
だ
。
取
材

と
い
う
特
技
が
あ
る
。
当
事
者
に
語
ら
せ
る
こ
と

で
先
の
懸
案
を
解
決
で
き
る
。
読
め
ば
難
し
い
内

容
も
、
語
る
こ
と
で
易
し
く
で
き
る
。
ま
た
専
門

家
の
珠
玉
の
言
葉
は
一
冊
分
の
内
容
を
含
む
。
例

え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
だ
。

﹁
中
世
ラ
テ
ン
語
は
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ル
ー
ツ
を
読
み
解
く
鍵
﹂

﹁
英
国
の
歴
史
は
中
世
ラ
テ
ン
語
に
よ
っ
て
記
録

さ
れ
て
い
る
。
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
も
ニ
ュ
ー
ト
ン

の
論
文
も
そ
う
だ
﹂

　

大
事
な
情
報
は
人
が
も
っ
て
い
る
の
だ
。
こ
う

し
て
著
者
の
取
材
が
始
ま
る
。
最
初
の
取
材
で
次

の
情
報
を
得
る
。

﹁
各
大
学
は
、
学
生
た
ち
に
装
備
を
提
供
し
よ
う

で
は
な
い
か
。
学
生
と
い
う
の
は
、
歴
史
や
文
学

の
形
成
過
程
を
学
ぶ
の
に
最
良
の
時
期
で
あ
り
、

彼
ら
は
人
類
の
思
想
を
習
得
す
る
た
め
の
難
題
を

解
決
す
る
資
格
を
も
っ
て
い
る
﹂

　

一
九
一
三
年
。タ
イ
ム
ズ
紙
に
載
っ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
に
継
承
す
べ
き
理
念
が
伺
え
る
。

﹁
記
録
さ
れ
た
歴
史
を
完
全
な
か
た
ち
で
後
世
に

引
き
継
ぐ
﹂

　

著
者
は
対
談
の
場
に
物
差
し
と
ヘ
ル
ス
メ
ー

タ
ー
を
持
ち
込
み
、
実
物
の
辞
書
を
測
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
巻
の
厚
さ
が
微
妙
に
違
っ
た
。
出
版
が

後
に
な
る
ほ
ど
薄
く
な
っ
て
い
た
。
別
の
取
材
で
、

こ
の
こ
と
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
。
あ
る
程
度

ま
と
ま
る
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
何
が
何
で
も
そ

の
時
点
で
出
来
上
が
っ
て
い
る
分
だ
け
で
も
出
版

し
た
の
だ
。
辞
書
づ
く
り
が
進
展
し
て
い
る
こ
と

の
意
思
表
明
で
あ
る
。
引
き
継
い
だ
も
の
は
自
分

が
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
な
い
の
に
、
と
に

か
く
向
こ
う
岸
ま
で
渡
り
切
る
し
か
な
い
。
二
代

目
編
集
長
の
ハ
ウ
レ
ッ
ト
は
、
こ
の
事
業
の
最
大

の
価
値
を
問
わ
れ
て
答
え
た
。

﹁
や
り
終
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
﹂

　

も
う
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
﹁
身
体
性
﹂
で
あ

る
。
ハ
ウ
レ
ッ
ト
は
続
け
る
。

﹁
実
際
に
体
を
動
か
し
な
が
ら
辞
書
を
編
集
し
て

い
っ
た
。
地
下
鉄
に
乗
っ
て
図
書
館
に
お
も
む
き
、

古
文
献
を
手
に
と
っ
て
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
、
一
言

一
言
、
目
で
確
認
し
て
い
っ
た
。
身
体
と
結
び
つ

い
た
作
業
だ
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
い
つ
も
満
足

感
に
浸
っ
て
い
ま
し
た
﹂

　

楽
し
い
こ
と
だ
か
ら
継
続
が
可
能
だ
っ
た
。																																											

『100年かけてやる仕事』
（小倉孝保著　プレジデント社）

授業力向上に
役立つこの１冊

吉永順一の読書論 授業力向上に
役立つこの１冊

欲
求
か
ら
そ
の
実
現
ま
で
の
距
離

　

英
国
で
百
年
の
年
月
を
か
け
て
「
中
世
ラ
テ
ン
語
辞
書
」
が

完
成
し
た
。
こ
の
辞
書
の
完
成
で
、
英
国
人
は
自
分
た
ち
の
歴
史

を
理
解
す
る
道
具
を
手
に
入
れ
た
。
事
業
を
支
え
た
思
想
の
柱
は
「
必
要
と
さ
れ
る
か

否
か
」、
そ
れ
の
み
だ
っ
た
。
多
く
の
人
が
自
分
の
時
間
の
何
分
の
一
か
を
後
世
の

た
め
に
使
っ
て
き
た
。

吉よ
し

永な
が 

順じ
ゅ
ん

一い
ち

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
熊
本

　

向
山
洋
一
氏
が
、
分
析
批
評
の
実
践
を
始
め

た
三
代
目
・
四
代
目
。
こ
の
時
期
の
向
山
学
級

﹁
や
ま
な
し
評
論
文
﹂
は
驚き

ょ
う

愕が
く

で
あ
る
。
小
学

生
と
は
思
え
な
い
文
体
・
論
の
運
び
・
鋭
い
分

析
の
数
々
だ
。

　

私
も
、
初
任
か
ら
三
年
間
持
ち
上
が
っ
た
学

級
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
。
評
論
文
の
枚
数

に
関
す
る
集
計
デ
ー
タ
で
あ
る
。

単
元
：
小
六
国
語
「
や
ま
な
し
」

授
業
期
間
：
十
月
四
日
㈫
〜
十
一
月
四
日
㈮

評
論
文
執
筆
期
間
：
十
一
月
七
日
㈪
〜
十
一
月

評
論
文
執
筆
期
間
：
十
七
日
㈭

＊
執
筆
期
間
は
、
四
時
間
書
く
時
間
を
取
り
、

残
り
は
家
と
隙
間
時
間
で
や
ら
せ
た
。

＊
一
名
が
不
登
校
、
一
名
が
長
期
欠
席
の
た
め

提
出
期
限
を
延
ば
し
て
い
る
。

〈
以
下
、
出
席
番
号
順
〉

１　

Ｙ
・
Ａ
君　
　

一
八
枚

２　

Ｈ
・
Ａ
さ
ん　

三
一
枚

３　

Ｋ
・
Ａ
君　
　

三
二
枚

４　

Ｓ
・
Ｉ
君　
　

四
枚

５　

Ｈ
・
Ｉ
君　
　

三
〇
枚　

６　

Ｓ
・
Ｉ
君　
　

〇
枚
（
不
登
校
の
た
め
）

７　

Ｒ
・
Ｉ
さ
ん　

五
一
枚

８　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん　

一
〇
一
枚

　
　
　
　

～

35　

Ｈ
・
Ｙ
君　

五
〇
枚

合
計　

一
〇
二
四
枚

平
均　

三
〇
・
一
枚

　

当
時
の
私
は
、
一
人
一
人
の
枚
数
を
記
録
し

て
い
た
よ
う
だ
。
一
人
一
人
へ
の
コ
メ
ン
ト
も

残
し
て
い
る
。
以
下
、
一
〇
一
枚
の
評
論
文
を

書
い
た
Ｉ
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
。﹁
大
学
生
で

も
百
枚
は
書
け
ま
せ
ん
。
Ｉ
さ
ん
で
も
百
枚
は

無
理
か
な
⋮
⋮
、
先
生
は
そ
う
思
っ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
予
想
を
Ｉ
さ
ん
は
超
え
て

き
ま
し
た
。
本
文
を
引
用
し
、
考
え
を
深
め
る
。

友
達
の
意
見
か
ら
自
分
の
意
見
を
広
げ
る
。
そ

し
て
長
く
、
根
気
強
く
書
く
。
三
年
間
学
ん
で

き
た
こ
と
を
全
て
生
か
し
た
か
ら
こ
そ
の
百
枚

で
す
ね
。
本
当
に
見
事
で
す
。
自
分
の
人
生
を

支
え
る
大
き
な
経
験
、自
信
に
し
て
く
だ
さ
い
﹂

　

コ
メ
ン
ト
を
読
む
と
顔
が
赤
ら
む
が
、
そ
れ

だ
け
大
量
の
時
間
と
熱
を
込
め
て
実
践
し
た
。

﹁
や
ま
な
し
評
論
文
﹂
だ
っ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
ヤ
ケ
ド
を
し
た
。
見
て
の
と
お
り
、

書
い
て
い
る
子
と
書
い
て
い
な
い
子
の
差
が
大

き
い
。
討
論
も
熱
中
状
態
と
言
え
る
レ
ベ
ル
に

は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
挑
戦
し
た

こ
と
に
価
値
は
あ
っ
た
。
記
録
は
残
っ
た
。
向

山
実
践
と
い
う
高
い
峰
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

若
手
教
師
と
し
て
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

水み
ず

本も
と 

和か
ず

希き

神
奈
川
県
横
浜
市
立
美
し
が
丘
西
小
学
校

新
卒
三
年
目
！

　

「
や
ま
な
し
評
論
文
」
を
追
っ
て

高
い
峰
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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あ
る
。
小
学
五
年
生
。
で
き
な
い
子

も
い
る
だ
ろ
う
な
、
と
は
予
想
し
て

い
た
。
し
か
し
、
次
の
間
違
い
方
は
、

私
は
予
想
で
き
な
か
っ
た
。

　

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
た
子
の
中
に
、

次
の
よ
う
に
書
い
て
来
た
子
が
い
た

の
で
あ
る
。

心
意
て

﹁
し
い
て
﹂
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い

と
指
示
し
た
ら
、
ノ
ー
ト
に
﹁
心
意

て
﹂
と
書
い
て
持
っ
て
来
た
子
が
い

た
と
き
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
対
応
す

る
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
も
、
何
人
も
の
子
が
ノ
ー
ト

を
持
っ
て
来
て
﹁
正
解
！
﹂
と
言
わ

れ
て
い
る
中
、
そ
の
子
は
七
番
目
く

ら
い
に
持
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

﹁
違
い
ま
す
﹂
と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
紹
介
さ
れ

た
か
ら
読
ん
だ
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
正
解
を
見
ず
に
、

ぜ
ひ
﹁
自
分
な
ら
ど
う
す
る
か
﹂
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。（

つ
づ
く
）

１　

予
想
し
て
い
た
発
言

　

こ
れ
は
省
略
し
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

予
想
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
当
然

対
応
で
き
る
は
ず
だ
。

　

そ
こ
で
、

２　

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
発
言

　

①
授
業
に
関
係
す
る
発
言

　

こ
れ
を
ま
ず
取
り
上
げ
よ
う
。

　

こ
の
中
で
一
番
多
く
、
か
つ
大
切

な
の
は
、﹁
子
供
た
ち
の
間
違
い
﹂

へ
の
対
応
で
あ
る
。

３ 

谷
の
飛
び
込
み
授
業
で
の
対
応

　

先
日
、
国
語
の
飛
び
込
み
授
業
を

し
た
。
教
材
は
﹁
山さ
ん

椒し
ょ
う

魚う
お

﹂で
あ
る
。

　

小
学
生
用
の
教
材
だ
っ
た
の
で
、

原
文
が
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
次
の
平
仮
名
を
漢
字
に

直
さ
せ
る
発
問
を
し
た
。

﹁
し
い
て
出
て
い
こ
う
と
⋮
⋮
﹂

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
﹁
し
い
て
﹂

を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

　

正
解
は
も
ち
ろ
ん
﹁
強
い
て
﹂
で

１ 

対
応
・
応
答
の
分
類

　

授
業
中
、
子
供
た
ち
へ
の
対
応
で
、

難
し
い
の
は
﹁
不
規
則
発
言
﹂
だ
。

　

あ
ら
か
じ
め
予
想
で
き
る
発
言
な

ら
、
何
と
か
な
る
。

　

し
か
し
、
子
供
た
ち
は
突
拍
子
も

な
い
こ
と
を
言
っ
て
く
る
。
突
拍
子

も
な
い
こ
と
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
で

も
﹁
授
業
に
関
係
す
る
こ
と
﹂
な
ら

ま
だ
い
い
。

　

授
業
に
何
の
関
係
も
な
い
発
言
を

し
続
け
る
子
も
い
る
。

　

大
き
く
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
な

発
言
の
種
類
が
あ
る
。

授
業
で
の
子
供
た
ち
の
発
言

１　

予
想
し
て
い
た
発
言

２　

予
想
し
て
い
な
か
っ
た
発
言

　

①
授
業
に
関
係
す
る
発
言

　

②
授
業
に
関
係
な
い
発
言

　
（
＝
不
規
則
発
言
）

﹁
発
言
﹂
で
は
な
く
﹁
行
動
﹂
も
あ

る
。﹁
行
動
﹂
も
入
れ
る
と
更
に
問

題
は
難
し
く
な
る
が
、
こ
こ
で
は

﹁
発
言
﹂
に
絞
っ
て
考
え
て
み
よ
う
。

２ 

授
業
に
関
係
す
る
発
言

　

ま
ず
、
簡
単
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
る
。

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」㉑
授業中、教師が予想してい
なかった子供たちの発言に
どう対応するのか。子供た
ちの「間違い」に対する対
応の具体例から考える。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

　

七
月
に
東
京
で
﹁
分
析
批
評
﹂
の
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
た
。
模
擬
授
業
な
ど
の
教
材
は
、
全
て

そ
の
場
で
渡
さ
れ
る
。
初
見
だ
。
六
年
の
物
語

長
文
教
材
も
あ
る
。
縮
小
印
刷
で
文
字
列
が
見

え
な
い
。
そ
れ
で
も
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
授

業
す
る
。﹁
型
﹂
が
身
に
付
い
て
い
れ
ば
可
能
だ
。

　

ま
ず
教
材
文
を
ざ
っ
と
読
ま
せ
る
。
主
な
登

場
人
物
を
確
認
す
る
。
主
人
公
と
対
役
で
よ
い
。

後
は
エ
キ
ス
ト
ラ
だ
。﹁
こ
の
物
語
で
一
番
大

切
な
言
葉
は
ど
れ
で
す
か
。指
を
置
き
な
さ
い
﹂

こ
れ
は
様
々
に
分
か
れ
る
。﹁
題
名
に
な
っ
て

い
る
か
ら
﹂﹁
一
番
多
く
出
て
く
る
言
葉
だ
か

ら
﹂﹁
こ
の
言
葉
が
な
け
れ
ば
物
語
が
成
立
し

な
い
か
ら
﹂
等
々
。
ど
の
意
見
に
も
意
味
が
あ

る
。
自
分
な
り
の
根
拠
が
あ
れ
ば
良
し
と
す
る
。

も
う
一
つ
、
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。﹁
指

を
置
き
な
さ
い
﹂
で
あ
る
。
こ
れ
は
弱
い
子
の

た
め
に
あ
る
。
重
ね
て
﹁
指
を
置
い
た
ら
隣
の

人
と
見
合
っ
て
ご
ら
ん
な
さ
い
﹂
と
促
す
。﹁
鉛

筆
で
囲
み
な
さ
い
﹂
だ
と
、
そ
れ
な
り
の
責
任

が
生
じ
る
。
間
違
え
ば
、
消
し
ゴ
ム
で
消
す
と

い
う
余
計
な
作
業
も
生
じ
る
。﹁
指
を
置
き
な

さ
い
﹂
な
ら
ば
、
責
任
は
生
じ
な
い
。
隣
の
人

の
指
を
見
て
ズ
ラ
す
こ
と
も
可
能
だ
。
知
ら
ん

顔
し
て
誰
か
の
意
見
に
合
わ
せ
て
よ
い
の
で
あ

る
。
こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ど
の
子
も
瞬

時
に
巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。
知
っ
て
い
る

の
と
知
ら
な
い
の
と
で
は
大
変
な
開
き
が
生
じ

る
。
技
術
は
こ
う
い
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
こ

そ
あ
る
。
意
見
を
出
し
尽
く
さ
せ
た
ら
、
次
へ

進
む
。

﹁
一
番
大
切
な
言
葉
と
、
逆
の
意
味
を
表
す
言

葉
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
見
付
け
て
ご
ら
ん

な
さ
い
﹂
こ
れ
は
近
く
の
人
同
士
話
し
合
わ
せ

て
も
よ
い
。
面
白
い
見
解
が
出
て
く
る
。
そ
の

﹁
見
解
（
解
釈
）
の
交
流
﹂
こ
そ
が
国
語
の
授

業
な
の
で
あ
る
。
教
師
が
自
分
の
解
釈
を
押
し

付
け
る
の
は
﹁
授
業
﹂
で
は
な
い
。
そ
れ
は
﹁
講

義
﹂
で
あ
る
。
よ
く
あ
る
間
違
い
だ
。

﹁
一
番
大
切
な
言
葉
と
、
逆
の
意
味
の
言
葉
を

使
っ
て
、
こ
の
物
語
で
言
い
た
い
こ
と
を
一
文

で
表
し
な
さ
い
﹂

　

こ
れ
は
書
け
た
子
に
持
っ
て
来
さ
せ
る
。
赤

鉛
筆
で
○
を
付
け
て
、
子
供
に
板
書
さ
せ
る
。

氏
名
付
の
縦
書
き
で
あ
る
。
黒
板
が
埋
ま
る
く

ら
い
に
羅
列
さ
せ
る
の
が
良
い
。
書
い
た
子
に
、

自
分
の
席
で
立
っ
て
読
み
上
げ
さ
せ
る
。
弱
い

子
た
ち
は
、
こ
れ
を
見
な
が
ら
聞
き
な
が
ら
、

好
き
な
文
を
写
せ
ば
よ
い
。﹁
写
す
の
も
お
勉

強
﹂
な
の
で
あ
る
。
何
の
手
立
て
も
打
た
な
い

教
師
の
授
業
は
苦
行
で
し
か
な
い
。

　

以
上
、
こ
こ
ま
で
私
は
、
こ
の
教
材
文
を
読

ん
で
い
な
い
。
そ
も
そ
も
﹁
見
え
な
い
﹂
の
だ
。

予
告
な
し
の
「
土
壇
場
」
で
も
下
手
を
打
た
ぬ
こ
と

国
語
の
授
業
に
は
、
あ
る
程
度
の
法
則
性
が
あ
る
。
そ
れ
を
適
用
す
れ
ば
、
ど
の
教
材
で
も
授
業
が
で
き
る
。
無
論
、
ほ
か

の
や
り
方
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
引
き
出
し
の
数
が
多
い
の
が
、
プ
ロ
の
授
業
者
で
あ
る
。
私
は
あ
る
意
味
で
「
教
材
研
究

否
定
論
者
」
だ
。
三
十
年
以
上
や
っ
て
、
法
則
性
を
も
の
に
し
て
い
な
い
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
考
え
違
い
を
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
だ
。「
け
ん
か
」
を
す
る
と
き
に
、「
考
え
て
」
手
を
出
す
馬
鹿
は
い
な
い
。
瞬
時
に
直
感
で
相
手
を
倒
す
。

そ
の
た
め
に
、
日
々
刃
を
研
ぐ
。
こ
れ
を
修
業
と
言
う
。

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
長
与
町
立
長
与
小
学
校
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課
題
を
ご
ま
か
し
て
い
る
子
へ
の
対
応

「
向
山
先
生
は
放
っ
て
お
か
れ
る
」
っ
て
思
っ
た
自
分
の
浅
は
か
さ
に
う
な
だ
れ
る
。
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授業技量向上の法則

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

討
論
で
言
語
運
用
能
力
を
鍛
え
る

中
学
生
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は
自
力
で
分
析
さ
せ
る
の
が
よ
い
。

意
見
の
分
裂
が
そ
の
ま
ま
討
論
の
論
点
と
な
る
。

　

中
二
教
科
書
教
材
﹁
夏
の
葬
列
﹂
の
授
業
。

﹁
自
力
で
ど
れ
だ
け
読
み
込
め
る
か
﹂

﹁
級
友
か
ら
ど
れ
だ
け
学
べ
る
か
﹂

﹁
自
分
の
考
え
を
い
か
に
文
章
化
で
き
る
か
﹂

　

こ
れ
ら
に
こ
だ
わ
り
、
実
践
し
た
。

　

一
度
だ
け
読
ま
せ
、
十
分
間
自
力
で
分
析
さ

せ
る
。
そ
の
後
指
名
な
し
発
表
に
移
る
。
あ
る

学
級
の
発
表
内
容
を
三
人
分
の
み
紹
介
す
る
。

◆
時
は
戦
争
が
あ
っ
た
頃
。
場
所
は
海
岸
の
小

さ
な
町
。
登
場
人
物
は
彼
が
中
心
人
物
で
、
対

役
が
ヒ
ロ
子
。
ほ
か
に
は
ヒ
ロ
子
の
母
、
子
供

た
ち
。
視
点
は
一
人
称
視
点
。

　

起
承
転
結
の
起
は
最
初
か
ら
下
段
の
五
行
目

ま
で
。
承
は
、「
葬
列
は
」
か
ら
「
終
わ
っ
た

の
だ
」
ま
で
。転
が
「
芋
の
葉
を
」
か
ら
「『
…
…

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
気
が
ち
が
っ
ち
ゃ
っ
て
た
ん

だ
も
ん
さ
』」。
結
が
最
後
ま
で
。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
転
の
と
こ
ろ
。

　

中
心
人
物
の
彼
の
感
情
が
一
番
変
わ
っ
て
い

て
、
最
初
は
無
罪
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
自
分

の
せ
い
で
ヒ
ロ
子
と
ヒ
ロ
子
の
母
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
と
思
っ
て
悲
し
い
と
思
っ
た
か
ら
。

◆
今
と
戦
時
中
の
過
去
、
海
岸
の
小
さ
な
町
、

ヒ
ロ
子
、
彼
、
ヒ
ロ
子
の
母
、
子
ど
も
た
ち
。

　

中
心
人
物
は
彼
、
一
人
称
視
点
。

　

自
分
の
身
を
軽
く
し
よ
う
と
し
て
訪
れ
た
彼

が
、
ヒ
ロ
子
さ
ん
と
ヒ
ロ
子
さ
ん
の
母
の
死
を

知
り
、
二
つ
の
死
を
背
負
う
話
。

　

起
承
転
結
は
考
え
中
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
、

下
段
の
「
ま
ち
が
い
は
な
か
っ
た
。
彼
は
、」。

◆
時
は
戦
争
中
と
そ
の
後
。
場
所
は
海
岸
の
小

さ
な
町
。
登
場
人
物
は
彼
、
ヒ
ロ
子
さ
ん
、
母
、

子
ど
も
た
ち
。
中
心
人
物
は
彼
、
対
役
が
ヒ
ロ

子
さ
ん
。
三
人
称
限
定
視
点
。

　

事
件
は
葬
列
の
中
央
に
置
か
れ
て
い
る
写
真

を
見
た
こ
と
。

　

起
承
転
結
は
起
が
始
め
か
ら
、
承
が
「
東
京

に
は
、
明
日
ま
で
に
」、
転
が
「
芋
の
葉
を
、

白
く
裏
返
し
て
」、
結
が
「
葬
列
は
、
松
の
木

の
立
つ
」。

　

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
が
「『
だ
っ
て
さ
、
あ
の

お
ば
さ
ん
、な
に
し
ろ
戦
争
で
ね
…
…
』」
で
す
。

　

主
題
は
、
人
の
命
を
奪
っ
た
罪
は
永
遠
に
背

負
い
償
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

話
者
の
視
点
や
起
承
転
結
の
分
け
方
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
位
置
、
事
件
の
捉
え
方
な
ど
に

意
見
の
分
裂
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を
論
点
と

し
て
、
集
団
思
考
に
突
入
す
る
。
は
っ
き
り
と

し
た
自
分
の
考
え
を
も
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

討
論
が
活
性
化
す
る
。
熱
中
し
た
討
論
を
通
し

て
、
言
語
運
用
能
力
が
鍛
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章
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自
学
ノ
ー
ト
一
冊
が
夏
休
み
の
課

題
だ
っ
た
。
登
校
日
に
全
員
が
出
し

た
。

　

よ
く
頑
張
っ
た
な
あ
と
見
て
い
た

ら
、
Ｋ
君
の
ノ
ー
ト
が
み
ん
な
の
よ

り
、
何
だ
か
薄
い
。
微
妙
だ
け
ど
、

触
っ
た
感
覚
が
薄
く
て
軽
い
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
は
三
十
二
枚
あ

る
の
で
、
あ
る
子
が
﹁
六
十
四
ペ
ー

ジ
だ
か
ら
、
一
日
に
二
ペ
ー
ジ
や
れ

ば
楽
勝
！
﹂
と
言
っ
て
い
た
の
を
思

い
出
し
た
私
は
、
何
と
な
く
薄
い
Ｋ

君
の
ノ
ー
ト
を
数
え
て
み
た
。

　

す
る
と
、
二
十
七
枚
し
か
な
か
っ

た
。
つ
ま
り
、
五
枚
、
ち
ぎ
っ
て
捨

て
て
い
た
。
全
部
で
十
ペ
ー
ジ
ご
ま

か
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

昨
年
、
隣
の
ク
ラ
ス
の
女
の
先
生

が
、
悲
壮
な
顔
を
し
て
﹁
○
○
君
が

ん
だ
ろ
う
な
あ
。
や
む
に
や
ま
れ
ず
、

ノ
ー
ト
を
ち
ぎ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
あ

る
意
味
、
宿
題
を
終
わ
ら
す
工
夫
を

し
た
の
だ
。

﹁
わ
っ
は
っ
は
ー
﹂
で
済
ま
せ
る
の

か
。
だ
ま
さ
れ
て
や
る
の
か
。
ネ
チ

ネ
チ
叱
る
の
か
。

﹁
笠
井
、
ち
ょ
ろ
い
ぜ
。
あ
い
つ
、

だ
ま
さ
れ
て
や
ん
の
！
﹂
っ
て
言
わ

れ
る
の
も
何
だ
か
、
し
ゃ
く
に
障
る
。

﹁
負
け
る
が
勝
ち
﹂
と
子
供
た
ち
に

こ
と
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い
る
け
れ

ど
、
絶
対
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
負
け

た
く
な
い
の
だ
。
ス
マ
ー
ト
に
、
格

好
良
く
、﹁
先
生
は
、
だ
ま
さ
れ
て

ま
せ
ん
よ
﹂
っ
て
い
う
証
拠
を
残
し

た
い
っ
て
思
う
の
だ
。﹁
あ
あ
、
向

山
先
生
な
ら
ど
う
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

放
っ
て
お
か
れ
る
だ
ろ
う
な
あ
。
で

も
、
私
は
小
さ
い
ん
だ
ろ
う
な
あ
。

許
せ
ん
っ
て
思
う
の
で
あ
る
﹂
と
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
︱
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ダ
イ
ア
リ
ー
に

書
い
た
ら
、
向
山
洋
一
氏
か
ら
お
返

事
が
来
た
。

﹁
こ
れ
だ
け
足
り
な
か
っ
た
よ
﹂

と
言
っ
て
、
渡
す
か
な
。

﹁
う
わ
あ
あ
！
﹂
と
驚
い
た
と
同
時

に
、
私
の
﹁
許
せ
ん
﹂
と
い
う
気
持

ち
が
す
ー
っ
と
軽
く
な
っ
た
。

﹁
こ
れ
だ
け
足
り
な
か
っ
た
よ
﹂
と

言
っ
て
渡
す
。

　

叱
ら
な
い
、
褒
め
な
い
、
で
も
、

ご
ま
か
し
を
認
め
な
い
。
私
の
負
け

ず
嫌
い
も
解
消
し
、
太
っ
腹
な
自
分

も
見
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
て
す

て
き
な
対
応
な
ん
だ
と
、
私
は
感
動

し
て
し
ま
っ
た
。

﹁
こ
れ
だ
け
足
り
な
か
っ
た
よ
﹂
と

ノ
ー
ト
を
渡
し
た
私
。
Ｋ
君
は
﹁
す

み
ま
せ
ん
で
し
た
﹂
と
頭
を
下
げ
て

謝
り
、
次
の
日
、
十
ペ
ー
ジ
を
び
っ

し
り
や
っ
て
き
た
。

夏
ス
キ
ル
の
ノ
ー
ト
、
分
か
ら
な
い

よ
う
に
抜
い
て
、
し
れ
っ
と
宿
題
出

し
て
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
い
い
で

し
ょ
う
か
？
﹂
と
聞
い
て
来
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
そ
の
先
生
に
、

﹁
ね
え
ね
え
、
去
年
、
夏
ス
キ
ル
の

ノ
ー
ト
を
ち
ぎ
っ
て
宿
題
出
し
た

子
っ
て
誰
だ
っ
け
？
﹂

と
聞
く
と
、
聞
き
た
く
な
い
名
前
、

﹁
Ｋ
君
﹂

と
言
う
で
は
な
い
か
。
昨
年
、
そ
の

こ
と
が
分
か
っ
て
、
強
く
叱
っ
た
ら

し
い
。

﹁
泣
い
て
泣
い
て
泣
い
て
泣
き
ま
し

た
﹂
と
い
う
﹁
注
文
の
多
い
料
理
店
﹂

の
フ
レ
ー
ズ
を
借
り
た
い
ぐ
ら
い
泣

い
た
そ
う
だ
。
そ
れ
を
、
ま
た
、
同

じ
よ
う
に
今
年
も
や
っ
た
の
だ
。

　

締
め
切
り
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

課
題
を
ご
ま
か
し
て
い
る
子
へ
の
対
応

「
向
山
先
生
は
放
っ
て
お
か
れ
る
」
っ
て
思
っ
た
自
分
の
浅
は
か
さ
に
う
な
だ
れ
る
。
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授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

許ほ 

鍾じ
ょ
ん

萬ま
ん

兵
庫
県
姫
路
市
立

英
賀
保
小
学
校

高
段
者
編

﹃
読
書
す
る
人
だ
け
が
た
ど
り
着
け

る
場
所
﹄（
齋
藤
孝
著　

Ｓ
Ｂ
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
）
を
読
ん
だ
。

　

読
書
の
楽
し
み
や
効
用
に
つ
い
て
、

分
か
り
や
す
い
解
説
と
具
体
的
な
読

書
の
仕
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本

書
に
は
、﹁
な
ぜ
本
を
読
む
こ
と
が

必
要
な
の
か
﹂
が
書
か
れ
て
い
る
。

﹁
本
が
売
れ
な
く
な
っ
た
﹂
と
随
分

前
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
。
倒
産
し
た

出
版
社
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

前
書
き
に
び
っ
く
り
す
る
こ
と
が

書
か
れ
て
い
た
。

﹁
先
日
、
恐
ろ
し
い
デ
ー
タ
を
目
に

し
ま
し
た
。﹃
読
書
時
間
ゼ
ロ
﹄
の

た
ち
は
﹃
読
者
﹄
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹃
消
費
者
﹄
な
の
で
す
﹂
と
齋
藤
氏
。

　

確
か
に
、
ネ
ッ
ト
を
読
ん
で
い
る

と
き
、
文
章
を
読
む
の
で
は
な
く
、

必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
し
、
次
々

と
ペ
ー
ジ
を
サ
ー
フ
ィ
ン
し
て
い
る
。

　

文
で
は
な
く
、
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
、

キ
ー
ワ
ー
ド
を
拾
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。

﹁
本
を
読
ん
で
い
る
と
、
教
養
の
あ

る
人
の
話
を
、
よ
り
面
白
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
﹂
と
齋
藤
氏
。

　

思
い
当
た
る
節
が
あ
る
。
昨
年
度

の
勤
務
校
は
、
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
象

徴
し
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
い
た
Ｍ

氏
は
、
本
の
鬼
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル

を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
本
を
貪
っ
て

い
た
。
そ
の
情
報
を
休
憩
時
間
の
職

員
室
で
す
る
。
そ
れ
に
共
鳴
す
る
同

僚
が
三
人
い
た
。
Ｙ
氏
と
Ｓ
氏
と
私

で
あ
る
。
二
人
は
Ｍ
氏
に
負
け
ず
劣

ら
ず
の
本
の
虫
だ
。
職
員
室
に
は
、

Ｍ
氏
の
情
報
に
リ
ン
ク
し
た
情
報
が

次
々
に
披
露
さ
れ
、
本
に
関
わ
る
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
出
来
上
が
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
る
。
私
も
、
そ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
部
を
担
っ
て
い

た
。
と
て
も
心
地
良
か
っ
た
。
職
員

室
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
一
方
で
、

そ
の
仲
間
に
入
ら
な
い
人
も
い
た
。

　

話
題
と
な
っ
て
い
る
情
報
の
知
識

が
な
い
の
で
あ
る
。
二
十
～
三
十
代

の
教
師
は
、
仲
間
に
入
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
話
題
と
な
っ
て
い
る
本
さ

え
読
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
読
書

は
情
報
蓄
積
の
ベ
ー
ス
で
あ
る
。
そ

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た

め
の
基
礎
ス
キ
ル
で
も
あ
る
。

　

向
山
氏
は
、﹃︻
新
書
版
︼
向
山
洋

一
全
集
③
﹄（
向
山
洋
一
著　

東
京

教
育
技
術
研
究
所
）
で
新
卒
教
師
の

十
カ
条
を
提
言
し
て
い
る
。
読
書
に

つ
い
て
の
呼
び
掛
け
も
あ
る
。

　

第
八
条　

本
を
読
め

　

基
準
は
二
つ
。「
面
白
い
」
と
「
役

に
立
つ
」。「
つ
ま
ら
な
い
本
」
な
ら

や
め
た
方
が
い
い
。（
中
略
）「
つ
ま

ら
な
い
」
書
き
方
し
か
で
き
な
い
本

に
は
、
大
し
た
も
の
は
な
い
。
時
間

の
無
駄
で
あ
る
。（
中
略
）「
役
に
立

つ
」
と
い
う
の
は
、「
ま
ね
が
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
ま
ね

が
で
き
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
こ
に

「
技
術
」
な
り
「
法
則
」
な
り
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

大
学
生
が
過
半
数
を
超
え
た
、
と
い

う
も
の
で
す
﹂

　

人
生
で
、
最
も
自
分
の
自
由
に
な

る
時
間
を
も
っ
て
い
る
の
が
大
学
生

時
代
だ
。
そ
の
大
学
生
が
読
書
時
間

ゼ
ロ
と
い
う
の
は
衝
撃
で
あ
る
。

　

読
書
離
れ
の
大
き
な
原
因
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と
普
及
と
い

う
の
は
、
間
違
い
な
い
。

﹁
だ
か
ら
ネ
ッ
ト
を
や
め
さ
せ
ろ
﹂

と
い
う
の
は
、
ナ
ン
セ
ン
ス
だ
。

　

ネ
ッ
ト
依
存
と
い
う
現
状
で
、
い

か
に
読
書
に
向
か
わ
せ
る
か
と
い
う

こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

﹁
ネ
ッ
ト
で
文
章
を
読
む
と
き
、
私

『
プ
ロ
の
資
質
を
磨
く

若
き
教
師
の
三
年
間
』

本
を
読
め
。

河か
わ

田た 

孝た
か

文ふ
み

山
口
県
下
関
市
立
楢
崎
小
学
校

A

Q

く
﹁
机
に
向
か
う
習
慣
を
作
る
こ
と
﹂
で
す
。

　

年
度
初
め
に
﹁
な
ぜ
宿
題
を
出
す
の
か
﹂﹁
ど

ん
な
宿
題
が
い
い
の
か
﹂
を
同
学
年
の
先
生
と

話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

机
に
向
か
う
習
慣
は
﹁
学
年
×
十
分
﹂
が
目

安
で
す
。
受
験
を
考
え
て
い
る
場
合
は
﹁
学
年

×
二
十
分
﹂
を
目
安
に
す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

　

私
の
学
年
は
﹁
子
供
が
一
人
で
で
き
る
学
習

内
容
を
宿
題
と
し
て
出
す
﹂
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
漢
字
の
復
習
。
そ
の
日
の
授
業
で

習
っ
た
漢
字
や
熟
語
な
ど
を
書
き
写
す
と
い
う

内
容
で
す
。
少
し
余
白
を
取
っ
て
一
回
ず
つ
書

け
ば
、
ノ
ー
ト
一
ペ
ー
ジ
分
に
な
る
く
ら
い
の

量
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
﹁
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ

ル
﹂（
光
村
教
育
図
書
）
を
見
な
が
ら
書
く
の

で
、
一
人
で
で
き
ま
す
。

　

算
数
は
﹁
間
違
っ
た
問
題
﹂
を
ノ
ー
ト
に
も

う
一
度
解
く
こ
と
を
宿
題
に
し
て
い
ま
し
た
。

授
業
中
に
間
違
い
直
し
を
し
た
問
題
で
す
。
念

の
た
め
家
で
も
や
っ
て
み
る
の
で
す
。
こ
れ
も

一
人
で
で
き
ま
す
。

　

宿
題
は
、
机
に
向
か
う
習
慣
を
つ
く
る
た
め

の
一
つ
の
﹁
手
段
﹂
で
す
。
宿
題
を
出
す
こ
と

自
体
が
﹁
目
的
﹂
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。

　二
年
目
で
す
。
宿
題
に
つ
い
て
、
学

年
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
る
よ
う
に
と
指

導
が
入
り
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
も
、

宿
題
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し

い
と
い
う
旨
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

宿
題
は
必
要
か
必
要
じ
ゃ
な
い
か
？

　

必
要
な
ら
ば
、

ど
ん
な
宿
題
が

い
い
の
か
。
今
、

悩
ん
で
い
ま
す
。

　
　

宿
題
で
学
力
は
付
き
ま
せ
ん
。

　

漢
字
の
読
み
書
き
、
算
数
の
計
算
力
な
ど
は
、

授
業
の
中
で
身
に
付
け
さ
せ
る
学
力
で
す
。
一

人
残
ら
ず
ど
の
子
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
授
業

を
す
る
こ
と
が
、教
師
の
仕
事
で
す
。し
た
が
っ

て
﹁
新
出
漢
字
の
学
習
﹂
や
﹁
算
数
の
教
科
書

の
練
習
問
題
﹂
を
宿
題
に
す
る
よ
う
な
こ
と
は

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

宿
題
が
原
因
で
起
こ
る
親
子
ゲ
ン
カ
も
多
い

で
す
。
特
に
、
特
別
支
援
を
要
す
る
子
供
の
家

庭
で
は
大
問
題
に
な
り
ま
す
。
家
庭
環
境
は
ど

う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供
の
努
力
だ
け

で
何
と
か
な
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

宿
題
を
出
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う
い
っ
た

様
々
な
家
庭
環
境
を
も
つ
子
供
へ
の
配
慮
も
同

時
に
必
要
で
す
。
私
は
宿
題
を
学
年
で
そ
ろ
え

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
事
な
の
は
宿
題
を
出
す
こ
と
で
は
な

宿
題
は
必
要
か
？

家
庭
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、
机
に
向
か
う
習
慣
を
つ
く
る

た
め
の
一
つ
の
﹁
手
段
﹂
と
し
て
出
す
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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株式会社	騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

教材レクチャーに
はまりました
向山塾「帰ってきた向山・師尾講座　
―言いたい放題聞きたい放題」やります。

　

研
究
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
た

ち
に
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
材
の
理
念
や

使
い
方
を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

今
年
の
二
月
か
ら
ず
っ
と
教
材
レ

ク
チ
ャ
ー
を
し
て
き
て
い
る
。

　

向
山
先
生
か
ら
直
接
教
材
に
つ

い
て
指
導
し
て
も
ら
え
る
と
い
う

の
で
、
毎
回
、
研
究
所
の
皆
さ
ん

に
加
え
て
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
も

二
十
名
ほ
ど
参
加
し
て
い
る
。

二
月
﹁
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
﹂

﹁
あ
か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
﹂

三
月
﹁
五
色
百
人
一
首
﹂

﹁
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
﹂

四
月
﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌

﹁
特
別
支
援
﹂

五
月
﹁
授
業
の
原
則
﹂

﹁
と
び
な
わ
キ
ン
グ
﹂

六
月
﹁
向
山
型
算
数
﹂

﹁
百
玉
そ
ろ
ば
ん
﹂

七
月
﹁
向
山
型
国
語
﹂

﹁
分
析
批
評
﹂

八
月
﹁
チ
ャ
レ
ラ
ン
﹂

九
月
﹁
向
山
型
社
会
﹂

﹁
青
森
の
り
ん
ご
﹂

と
続
い
て
い
る
。

　

向
山
先
生
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

し
て
、
指
定
さ
れ
た
教
材
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は
師
尾
が
作
っ
て
い
る
。

　

コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
向
山
先
生
が
創
り
出

し
た
教
材
や
実
践
に
つ
い
て
、
改

め
て
学
び
直
し
て
い
る
。

　

毎
回
三
十
人
ほ
ど
の
参
加
者
に
、

向
山
先
生
が
一
時
間
レ
ク
チ
ャ
ー

す
る
。

　

こ
れ
が
ま
さ
に
向
山
学
級
の
雰

囲
気
で
、
と
て
も
楽
し
い
。

﹁
分
析
批
評
﹂﹁
青
森
の
り
ん
ご
﹂

の
テ
ー
マ
で
は
、
向
山
先
生
の
理

念
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
優
等
生

が
得
意
げ
に
答
え
る
発
言
を
、
そ

の
ま
ま
で
は
終
わ
ら
せ
な
い
。

　　

優
等
生
の
頭
が
た
い
し
た

こ
と
が
な
い
こ
と
を
示
す
こ

と
か
ら
、
本
当
の
授
業
は
出

発
す
る
の
で
あ
る
。

　

優
等
生
は
、
参
考
書
や
問
題
集

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
を

よ
く
知
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
行

う
と
﹁
気
候
風
土
が
あ
っ
て
い

た
﹂
と
い
う
だ
け
の
授
業
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
。

　

向
山
先
生
は
、﹁
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
考
え
、
発
言
さ
せ
た
ほ
う

が
よ
い
﹂
と
言
う
。
子
供
は
考
え
、

﹁
り
ん
ご
が
好
き
な
人
が
多
か
っ

た
﹂
と
い
う
意
見
も
出
て
く
る
。

　

優
等
生
だ
け
が
活
躍
す
る
授
業

で
は
な
く
、
皆
が
自
分
の
頭
で
考

え
出
し
た
意
見
が
飛
び
交
う
の
で

あ
る
。

　

こ
の
﹁
青
森
の
り
ん
ご
﹂
の
授

業
に
つ
い
て
は
、
向
山
先
生
は
、

青
森
県
史
の
文
献
に
当
た
り
教
材

研
究
を
し
て
い
る
。﹁
青
森
の
り

ん
ご
﹂
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
書

籍
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

　

向
山
先
生
は
、
子
供
と
図
書
室

に
行
っ
た
と
き
に
、
ご
自
分
は
、

教
材
研
究
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。

　

こ
の
教
材
レ
ク
チ
ャ
ー
が
向
山

先
生
も
師
尾
も
楽
し
く
て
、
も
う

一
度
、﹁
向
山
塾
﹂
で
話
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
に
し
た
。﹁
帰
っ
て

き
た
向
山
・
師
尾
講
座
︱
言
い
た

い
放
題
聞
き
た
い
放
題
﹂
向
山
学

級
を
多
く
の
先
生
た
ち
に
体
験
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

オクム師匠の教え㉑
アニャンゴ、世界中に出掛けて行って、
この楽器を奏でてきなさい。
私の行けない所まであなたが行って、
この楽器を奏でてきなさい。

　

ア
レ
ゴ
村
を
出
る
直
前
、
最
後

の
お
土
産
を
渡
し
た
。

　

日
本
で
大
粒
の
涙
を
こ
ぼ
し
な

が
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
オ
ク

ム
の
写
真
だ
っ
た
。
マ
マ
ア
ウ
マ

も
オ
コ
ス
も
喜
ん
で
く
れ
た
。

　

私
が
帰
る
の
を
聞
き
つ
け
た
村

の
人
た
ち
が
、
次
々
と
集
ま
っ
て

き
た
。

﹁
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、も
う
帰
る
の
か
﹂

﹁
今
夜
は
私
の
家
に
来
て
も
ら
お

う
と
思
っ
て
い
た
の
に
﹂

﹁
マ
タ
ン
ガ
（
葬
儀
）
は
ま
だ
、

こ
れ
か
ら
だ
よ
﹂
⋮
⋮
。

　

帰
り
際
、
オ
コ
ス
が
言
っ
た
。

﹁
今
度
帰
っ
て
き
た
ら
、
パ
パ
の

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
あ
げ
る
よ
﹂

　

マ
マ
も
う
な
ず
い
て
い
る
。
そ

れ
が
本
当
だ
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に

す
ご
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　

い
つ
ま
で
も
こ
の
村
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
か
っ
た
。
そ
ん
な
気

持
ち
を
抑
え
つ
つ
、
オ
ク
ム
の
家

族
や
ア
レ
ゴ
の
み
ん
な
に
見
送
ら

れ
て
サ
フ
ァ
リ
カ
ー
に
乗
り
込
ん

だ
。

　

そ
の
と
き
、
オ
ク
ム
師
匠
の
声

が
聞
こ
え
た
気
が
し
た
。

﹁
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
、
世
界
中
に
出
掛

け
て
行
っ
て
、
こ
の
楽
器
を
奏
で

て
き
な
さ
い
。
私
の
行
け
な
い
所

ま
で
あ
な
た
が
行
っ
て
、
こ
の
楽

器
を
奏
で
て
き
な
さ
い
﹂

　

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
は
、
フ
ラ
ン

ス
と
ド
イ
ツ
と
の
国
境
に
あ
る
交

通
の
要
所
と
し
て
栄
え
た
街
で
あ

る
。

　

そ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
る
ム
ベ
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
出
演
の
た
め
、
パ
リ
の
シ
ャ
ル

ル
・
ド
・
ゴ
ー
ル
国
際
空
港
に
到

着
し
た
の
は
朝
の
六
時
だ
っ
た
。

　

も
う
三
月
半
ば
だ
と
い
う
の
に
、

空
港
の
外
は
マ
イ
ナ
ス
三
度
で
雪

が
積
も
っ
て
い
た
。
真
冬
用
の
ロ

ン
グ
コ
ー
ト
を
着
て
い
た
け
れ
ど
、

や
っ
ぱ
り
寒
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
手
荷
物
受

取
場
所
の
タ
ー
ン
テ
ー
ブ

ル
の
前
で
、
三
時
間
待
っ

て
も
四
時
間
待
っ
て
も
、

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
の
入
っ
た

ハ
ー
ド
ケ
ー
ス
二
つ
と
機

材
が
入
っ
た
ス
ー
ツ
ケ
ー

ス
が
出
て
こ
な
い
。

　

日
本
以
外
の
国
で
は
、

時
間
ど
お
り
に
こ
と
が
運

ば
な
い
の
が
普
通
だ
と
い

う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
、
本
気
で
焦
っ

た
。
ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
が
な

け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な
い
。

　

降
雪
の
た
め
荷
物
運
び

の
係
員
が
空
港
に
到
着
で

き
な
か
っ
た
ら
し
く
、
手
荷
物
を

受
け
取
っ
た
の
は
午
後
三
時
。

　

手
荷
物
の
受
け
取
り
だ
け
で
、

九
時
間
待
っ
た
こ
と
に
な
る
。
気

を
も
み
す
ぎ
て
、
ぐ
っ
た
り
疲
れ

て
し
ま
っ
た
。

　

パ
リ
で
ア
ニ
ャ
ン
ゴ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
て
い
る
ア
ミ

ナ
と
合
流
す
る
。

（
横
浜
・
ア
フ
リ
カ
ン
フ
ェ
ス
タ
）
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

日本の　　 のために

脳
科
学
と
感
性
工
学
の
融
合

一 

感
性
の
脳
科
学
的
基
盤

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
認
知
心
理
学

は
感
性
を
は
じ
め
と
す
る
心
の
多
様
性
の
研

究
に
果
敢
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
九
八
年
に
は
日
本
感
性
工
学
会
が
設
立
さ

れ
、
人
間
の
感
性
に
訴
え
る
製
品
開
発
を
行

う
た
め
の
方
法
や
技
術
を
研
究
す
る
感
性
工

学
が
生
ま
れ
た
。
感
性
処
理
の
特
色
を
知
的

処
理
と
対
比
的
に
考
察
し
、
感
性
に
関
与
す

る
要
因
は
、
多
変
量
で
し
か
も
情
報
量
が
多

く
、
複
雑
な
相
互
作
用
に
よ
り
、
要
素
に
は

還
元
で
き
な
い
創
発
特
性
を
も
っ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

感
性
と
知
性
の
分
離
を
示
す
興
味
深
い
例

を
、
脳
炎
の
後
遺
症
に
よ
り
健
忘
症
に
な
っ

た
患
者
の
症
例
に
見
る
こ
と
が
で
き
る

（T
ranel	&

	D
am

asio.1996

）。
病
院
関
係

者
の
写
真
を
見
せ
て
も
誰
だ
か
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
優
し
く
接
し
た
人
を
﹁
良
い

人
﹂、
そ
う
で
な
い
人
を
﹁
悪
い
人
﹂
と
的

確
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
﹁
気
分
依
存
効
果
﹂
の
研
究
が
進
展

し
、
他
人
と
の
共
感
や
共
同
作
業
な
ど
を
促

進
す
る
肯
定
的
な
感
性
処
理
能
力
が
実
社
会

で
の
成
功
を
も
た
ら
す
こ
と
を
、ダ
ニ
エ
ル
・

ゴ
ー
ル
マ
ン
は
﹁
心
の
知
能
指
数
（
Ｅ
Ｑ
）﹂

と
い
う
考
え
方
で
示
し
た
。

　

音
楽
の
脳
科
学
的
基
盤
の
研
究
を
世
界
的

に
け
ん
引
し
て
い
る
ザ
ト
ー
レ
な
ど
は
、
Ｐ

Ｅ
Ｔ
（
ポ
ジ
ト
ロ
ン
断
層
法
）
な
ど
の
脳
機

能
画
像
を
用
い
て
、
音
楽
を
聴
い
て
ゾ
ク
ゾ

ク
と
鳥
肌
が
立
つ
よ
う
な
快
感
を
体
験
す
る

際
の
脳
領
域
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
画
家
の

よ
う
に
絵
を
描
く
こ
と
に
熟
練
し
た
人
と
そ

う
で
な
い
人
と
で
、
脳
が
ど
の
よ
う
に
違
う

か
を
調
査
研
究
し
た
結
果
、
プ
ロ
の
画
家
に

お
い
て
の
み
右
半
球
の
前
頭
葉
が
強
く
活
動

し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
、
専

門
家
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
を
作
り
出
す
と
き

の
脳
活
動
を
ｆ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、

右
半
球
の
前
頭
葉
に
あ
る
下
前
頭
回
の
活
動

が
高
ま
り
、
一
方
の
左
半
球
の
同
じ
領
域
の

活
動
は
抑
制
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

日
本
政
府
は
第
５
期
科
学
技
術
基
本
計
画

に
お
い
て
、
人
々
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す

﹁
超
ス
マ
ー
ト
社
会
（Society	5.0

）﹂
を
未

来
社
会
の
姿
と
し
、
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想

空
間
）
と
現
実
空
間
を
高
度
に
融
合
さ
せ
る

取
組
を
推
進
。
狩
猟
・
農
耕
・
工
業
・
情
報

社
会
に
続
く
新
た
な
社
会
を
目
指
す
こ
と
を

政
府
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。﹁Society	5.0

﹂

が
目
指
す
社
会
は
、
全
て
の
人
と
モ
ノ
が
つ

な
が
る
こ
と
が
で
き
る
様
々
な
知
識
や
情
報

が
共
有
さ
れ
、
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
確
信

脳
科
学
と
教
育　

第
九
回

商標という知的財産権
を持つことの大切さ
ご一報、よろしくお願いします。

　

左
の
表
は
、
東
京
教
育
技
術
研

究
所
が
取
得
し
て
い
る
商
標
権
の

一
部
だ
。

　

商
標
を
取
れ
ば
、
原
則
第
三
者

に
は
使
え
な
い
。
独
占
し
て
使
え

る
こ
と
で
、
教
材
な
ど
の
品
質
を

維
持
し
、安
定
的
に
事
業
が
で
き
る
。

　

商
標
権
を
持
た
な
い
と
、
せ
っ

か
く
向
山
先
生
が
考
案
し
た
シ
ス

テ
ム
や
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
、
世
間
に

認
知
さ
れ
て
有
名
に
な
っ
た
と
こ

ろ
で
、
第
三
者
に
勝
手
に
使
わ
れ

て
し
ま
う
。例
え
ば
、他
人
が
作
っ

た
商
品
が
研
究
所
の
商
品
と
誤
っ

て
購
入
さ
れ
、
研
究
所
の
利
益
が

損
な
わ
れ
る
。
品
質
粗
悪
で
あ
る

模
倣
品
が
出
回
り
、
信
用
が
失
わ

れ
る
な
ど
の
事
態
が
起
こ
る
。

　

し
か
し
、
商
標
を
取
得
し
維
持

す
る
に
は
相
当
の
費
用
が
掛
か
る
。

登
録
料
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
商

標
権
は
登
録
日
か
ら
十
年
で
権
利

が
満
了
と
な
る
の
で
、
そ
の
都
度

更
新
料
も
掛
か
る
。

　

し
か
し
、
向
山
先
生
は
お
金
の

問
題
で
は
な
い
と
言
う
。

　

さ
ら
に
、
商
標
登
録
は
早
い
者

勝
ち
な
の
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
も
大

切
だ
。
先
日
、
商
標
権
を
見
直
し

て
い
た
と
こ
ろ
、（
先
に
取
っ
て

お
い
て
よ
か
っ
た
）
と
思
う
商
標

が
あ
っ
た
。

﹁
チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂﹁
子

ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

ラ
ン
キ
ン
グ
﹂
だ
。

　

研
究
所
が
一
九

九
二
年
に
取
得
し

た
直
後
に
、
あ
の

有
名
な
福
武
書
店

（
現
・
ベ
ネ
ッ
セ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
）
が
異
議
申
立

て
を
し
て
い
た

（
右
下
図
）。

　

も
し
福
武
書
店
が
先
に
取
っ
て

い
た
ら
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
﹁
チ
ャ
レ

ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
﹂
が
使
え
な
い
事

態
に
な
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

今
や
一
般
的
に
広
が
っ
て
い
る

﹁
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
﹂
も
向
山
先
生

の
発
案
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
研

究
所
が
商
標
を
持
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、﹁
あ
か
ね
こ
﹂
関
係
や

﹁
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
﹂
な
ど
、
他

社
の
教
材
や
書
籍
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

も
向
山
先
生
が
商
標
を
取
得
す
る

よ
う
指
示
を
出
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

も
し
、
こ
れ
ら
の
商
標
が
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
や
東
京
教
育
技
術
研
究
所
と

関
係
の
な
い
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て

い
た
ら
、
ご
一
報
い
た
だ
き
た
い
。

▶
研
究
所
が
取
得
し
て
い
る
商
標
は
六
十
件
。
現
在
出
願
中
の
商
標
も
あ
る
。



特 別 連 載

7475  2019. 12

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

向山・谷塾　大阪会場　ほか （TOSS中央事務局　手塚美和）

沖縄
県
TOSS沖縄教え方研究会

沖縄県浦添市立沢岻小学校

片
かた

桐
ぎり

 功
いさお

連絡先：tqqbk211@ybb.ne.jp

困ったときこそ、サークルに来て！
「私にとってサークルはやる気と癒やしの場、
月１回のエネルギー補給の場です」「仲間が
できる。感謝、感謝です。救われました」「勇
気をもって参加してみたら、優しく声を掛け
てもらえた。うれしくて有り難かった」「不
登校になり始めの子へのアドバイスを頂き、
自信をもって対応できた」。これは、サーク
ルの仲間が書いてくれた感想。毎月第３土曜
日の午前に那覇市内で集まっている。

◆向山・谷塾　大阪会場
昨年度まで大好評だった向山氏と師尾氏の掛け合い講座が復活します！　乞うご期待

【開催日時】	 2019年12月１日（日）13：30 ～ 16：40（予定）
	 	 午前中は、同会場にてエネルギー教育シンポジウム（下記）

【開催場所】	 新梅田研修センター　　【講師】向山洋一氏・伴一孝氏・谷和樹氏・師尾喜代子氏
【講座内容】 （予定）講座内容は、変更されることがあります。
　第１講座　私もやりたい！　向山実践追試発表
　　　　　　※発表者２人（１人７分）　解説：谷和樹氏
　第２講座　「向山デジタル・アーカイブ」のあれども見えず。
　第３講座　伴の「向山実践をそっくりそのまま」追試する。
　第４講座　谷の「向山洋一実践記録」をとことん読み解く。
　第５講座　谷・伴の「次世代に伝えたい。向山先生から受けた薫陶」（対談講座）
　第６講座　帰ってきた向山・師尾講座「言いたい放題」「聞きたい放題」
　第７講座　TOSS最前線：谷和樹氏
◆第153回 エネルギー教育シンポジウム in 大阪

【開催日時】	 2019年12月１日（日）9：30 ～ 12：30（予定）
【開催場所】	 新梅田研修センター
【講師】 小森栄治氏・伴一孝氏・谷和樹氏
【特別講師】	 交渉中　　【参加費】無料
【講座内容】	（予定）
　（１）エネルギー教育模擬授業関西ブロック予選
　（２）施設見学報告　中谷康博氏（公立学校教員）
　（３）特別模擬授業１　小森栄治氏（日本理科教育センター代表）
　（４）特別模擬授業２　伴一孝氏（公立学校教員）
　（５）特別模擬授業３　谷和樹氏（玉川大学教職員大学教授）
　（６）特別講演（現在交渉中）

日本の　　 のために

を
生
み
出
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
出
現
に
よ
り
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
走
行
車
な
ど
人
々
の
暮
ら

し
に
直
結
す
る
技
術
の
進
展
に
よ
り
、
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
な
ど
で
起
こ
っ
て
い
る

様
々
な
問
題
が
克
服
さ
れ
、
世
代
を
超
え
て

互
い
に
尊
重
し
合
え
る
。
一
人
一
人
が
快
適

で
活
躍
で
き
る
社
会
の
創
出
に
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
人
間
の
内
面
と
情
報
や
モ
ノ
と

の
つ
な
が
り
を
理
解
す
る
に
は
、
脳
科
学
と

感
性
科
学
の
融
合
が
必
要
不
可
欠
と
い
え
る
。

感
性
に
関
わ
る
人
間
の
様
々
な
活
動
を
、
個

体
か
ら
遺
伝
子
・
分
子
に
至
る
レ
ベ
ル
で
総

括
的
に
理
解
で
き
る
新
し
い
学
術
分
野
と
し

て
の
﹁
感
性
工
学
﹂
の
創
成
を
目
指
し
、
筑

波
大
学
人
間
総
合
科
学
研
究
科
が
開
設
さ
れ
、

﹁
感
性
科
学
﹂﹁
感
性
情
報
学
﹂﹁
感
性
デ
ザ

イ
ン
学
﹂﹁
感
性
人
間
工
学
﹂
分
野
の
研
究

が
平
成
十
三
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
人
間
の
脳
の
構
造
を
モ
デ
ル
化

し
た
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
基
づ
い

て
開
発
さ
れ
た
深
層
学
習
や
﹁
人
間
ら
し

さ
﹂
の
脳
機
能
で
あ
る
大
脳
新
皮
質
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
認
知
機
能
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
が
、
東
北

大
学
の
川
島
隆
太
教
授
ら
を
中
心
に
始
ま
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
東
京
大
学
に
よ
る
﹁
認

知
脳
科
学
に
基
づ
く
Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
の
実
証

実
験
﹂
の
取
組
な
ど
、
脳
科
学
を
応
用
し
た

社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
世
界
市

場
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
要

請
を
踏
ま
え
て
、
七
月
三
日
に
早
稲
田
大
学

で
﹁
脳
科
学
と
感
性
科
学
の
融
合
﹂
を
テ
ー

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
総
務
省

の
総
務
審
議
官
も
出
席
し
て
、﹁Society	5.0

﹂

実
現
に
向
け
た
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
人
間
に
と
っ
て
幸
せ
や

豊
か
さ
と
は
一
体
何
か
を
改
め
て
問
い
直
し
、

人
間
を
中
心
と
す
る
﹁
脳
科
学
と
感
性
科

学
﹂
研
究
を
深
め
る
こ
と
が
私
た
ち
に
求
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
感
性
は
理
性
に
比

べ
て
低
次
の
認
知
能
力
と
見
な
さ
れ
て
き
た

が
、
理
性
の
底
に
感
性
が
あ
り
、
両
者
を
補

完
関
係
と
し
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。

二 

教
師
自
身
の
課
題

　

人
間
の
認
知
機
能
に
は
内
省
（
感
性
的
機

能
）
と
外
向
（
知
性
的
機
能
）
が
あ
る
。
前

者
は
﹁
よ
り
よ
く
生
き
る
﹂
力
を
得
る
た
め

に
﹁
真
善
美
﹂
の
価
値
観
を
感
じ
取
り
、
感

性
に
よ
っ
て
精
神
文
化
を
創
造
す
る
。
一
方
、

後
者
は
﹁
う
ま
く
生
き
る
手
段
﹂
を
考
え
、

知
性
に
よ
っ
て
物
質
文
明
社
会
を
つ
く
る
。

両
者
の
調
和
を
図
り
、﹁
ヒ
ト
の
脳
﹂
を
﹁
人

間
の
脳
﹂
に
育
て
る
こ
と
が
道
徳
教
育
に
は

求
め
ら
れ
て
い
る
。
自
己
と
自
然
、
自
己
と

他
者
と
い
う
﹁
命
﹂
の
横
の
つ
な
が
り
と
縦

（
神
、
祖
先
）
の
つ
な
が
り
を
深
く
﹁
自
覚
﹂

さ
せ
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
と
い
え
る
。
最

も
大
切
な
こ
と
は
、
道
徳
教
育
を
実
践
す
る

教
師
自
身
の
﹁
命
の
つ
な
が
り
の
自
覚
﹂
を

深
め
る
こ
と
で
あ
り
、﹁
主
体
変
容
﹂
こ
そ
、

ま
ず
問
わ
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

か
つ
て
犬
山
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
脱
走
し

た
と
き
、
京
都
大
学
の
河
合
雅
雄
教
授
と
夕

食
を
ご
一
緒
し
た
折
に
、﹁
教
師
自
身
の
感

性
が
育
っ
て
い
な
い
こ
と
が
最
大
の
問
題
だ
。

数
十
兆
の
細
胞
の
全
体
が
協
調
的
に
行
動
し

て
い
る
こ
と
に
教
師
自
身
が
感
動
し
て
い
な

い
﹂
と
指
摘
さ
れ
た
。
感
知
合
流
の
気
付
き

の
方
法
論
の
確
立
も
新
た
な
道
徳
教
育
学
の

課
題
と
い
え
よ
う
。

東京都
TOSS東京 MY SPACE

東京都立工芸高等学校・定時制

村
むら

瀬
せ

 歩
あゆむ

連絡先：murase.ayumu@toss2.com

幅広く集まる数学中心のサークル
　月２回、休日を中心に、学生から再任用教
師まで幅広い層が集まり、実践の質を高め合
うサークルである。都内だけでなく、埼玉、
千葉、神奈川など都外からも通ってもらって
いる。持ち寄るものは、学級通信、行事指導
の相談、教科書を使った模擬授業など。現場
の実践を大切にしている。偶然にも、サーク
ル員の９割の専門が数学なので、春や秋には
数学に特化した教え方セミナーを行っている。

12月
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九
月
一
日
㈰　

お
台
場
タ
イ
ム
24
ビ
ル
で
Ｎ
Ｓ

Ｃ
（
中
央
事
務
局
検
定
）
セ
ミ
ナ
ー
百
五
十

名
の
参
加
者
。
懇
親
会
は
﹁
す
し
ざ
ん
ま
い
﹂。

九
月
二
日
㈪　
﹁
木
曽
路
﹂
で
打
合
せ
。

九
月
四
日
㈬　

夕
方
か
ら
、
品
川
で
打
合
せ
。

九
月
五
日
㈭　

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。

九
月
七
日
㈯　

旗
の
台
、
お
祭
り
。
旗
岡
八
幡

神
社
へ
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
有
志
と
﹁
庄
や
﹂
で

懇
親
会
。
そ
の
後
夜
店
へ
。

九
月
八
日
㈰　

旗
の
台
お
祭
り
。
近
く
に
源
氏

前
小
学
校
、
旗
の
台
小
学
校
も
あ
る
。
昔
、

源
氏
の
本
陣
が
つ
く
ら
れ
た
。

九
月
九
日
㈪　

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
の
作
業
。
谷
、

戸
村
氏
達
と
﹁
庄
や
﹂
で
懇
親
会
。

九
月
十
日
㈫　

夕
方
か
ら
、
経
済
広
報
セ
ン

タ
ー
の
佐
桑
部
長
と
打
合
せ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ

ミ
ナ
ー
の
こ
と
な
ど
。
懇
親
会
は
﹁
木
曽
路
﹂。

九
月
十
一
日
㈬　

昼
、
恵
理
子
と
打
合
せ
。
買

い
物
、
広
尾
﹁
明
治
屋
﹂。

九
月
十
二
日
㈭　

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

恵
理
子
た
ち
と
。
夕
方
か
ら
チ
ャ
レ
ラ
ン
総

会
。
そ
の
後
、
中
央
事
務
局
会
議
。

九
月
十
四
日
㈯　

私
の
誕
生
会
を
一
門
の
有
志

が
祝
っ
て
く
れ
た
。
中
華
﹁
鵬
龍
﹂
に
て
。

九
月
十
五
日
㈰　

誕
生
日
。

九
月
十
六
日
㈪　

家
で
ず
っ
と
、
か
ん
ち
ゃ
ん

（
２
歳
）
と
か
く
れ
ん
ぼ
。

九
月
十
八
日
㈬　

午
後
か
ら
向
山
洋
一
教
材
直

伝
セ
ミ
ナ
ー
。
日
本
包
材
の
会
議
室
で
、
研

究
所
社
員
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
三
十
名
ほ

ど
。
向
山
型
社
会
と
向
山
・
小
森
型
理
科
が

テ
ー
マ
。
懇
親
会
は
、
中
華
﹁
鵬
龍
﹂。

九
月
十
九
㈭　

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会
議
。

九
月
二
十
日
㈮　

雨
宮
と
食
事
。

九
月
二
十
一
日
㈯　

新
潟
で
向
山
・
谷
塾
。
久

し
ぶ
り
に
大
森
修
先
生
、
酒
井
臣
吾
先
生
と

お
会
い
す
る
。
三
人
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

九
月
二
十
二
日
㈰　

新
潟
で
昼
食
後
、
帰
京
。

九
月
二
十
四
日
㈫　

午
後
、
三
井
住
友
銀
行
、

司
法
書
士
の
先
生
と
打
合
せ
。
福
岡
の
マ
ン

シ
ョ
ン
を
手
放
し
た
。

九
月
二
十
五
日
㈬　

浅
草
。
板
倉
、
師
尾
と
旧

学
年
会
。
資
料
三
十
枚
ほ
ど
。

九
月
二
十
六
日
㈭　

午
後
、
研
究
所
で
経
営
会

議
。
三
井
住
友
銀
行
、
尾
木
社
長
と
打
合
せ
。

九
月
二
十
八
日
㈯　

研
究
所
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア

セ
ミ
ナ
ー
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
材
、
向
山
型
社
会
、

青
森
り
ん
ご
の
裏
話
、
向
山
の
理
科
。

九
月
三
十
日
㈪　

学
芸
み
ら
い
社
打
合
せ
。

九
月
一
日
㈰ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
検
定
セ

ミ
ナ
ー
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
授
業
技
量
検
定
の
信

頼
性
・
妥
当
性
を
更
に
高
め
、
多
く
の
方
々

に
広
め
て
い
き
た
い
。

九
月
二
日
㈪ 

正
進
社
と
会
議
。
小
林
社
長
も
。

九
月
四
日
㈬	

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
﹁H

igh	
Scope

﹂
を
視
察
。
ア
メ
リ
カ
の
最
先
端
幼

児
教
育
シ
ス
テ
ム
を
、
小
中
高
ま
で
広
げ
た

驚き
ょ
う

愕が
く

の
学
校
だ
っ
た
。

九
月
九
日
㈪ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
。

九
月
十
二
日
㈭ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
中
央
事
務
局
。

九
月
十
四
日
㈯ 

ボ
ス
ト
ン
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

ス
ク
ー
ル
を
視
察
。
Ｌ
Ｄ
 ※
の
子
供
た
ち
が

全
員
例
外
な
く
伸
び
て
い
る
奇
跡
の
学
校
だ
。

地
域
の
公
立
小
学
校
の
教
え
方
も
毎
年
毎
年

進
化
し
て
い
る
。

九
月
二
十
一
日
㈯ 

向
山
・
谷
塾
新
潟
。
向
山

洋
一
氏
、
大
森
修
氏
、
酒
井
臣
吾
氏
の
鼎て

い

談だ
ん

が
実
現
。
会
場
は
興
奮
。

九
月
二
十
二
日
㈰ 

関
西
、
谷
道
徳
セ
ミ
ナ
ー
。

九
月
二
十
三
日
㈪ 

谷
企
画
チ
ー
ム
会
議
。

九
月
二
十
五
日
㈬ 

正
進
社
教
材
を
活
用
し
た

校
内
研
修
会
で
五
年
生
に
飛
び
込
み
授
業
。

横
須
賀
の
清
水
氏
の
学
校
に
て
。

九
月
三
十
日
㈪ 

光
村
教
育
図
書
と
会
議
。

2019年9月

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

お母さん先生もできる⁉　
身近な社会貢献活動！
　私が小さかった頃の原風景がある。
　母と町を歩くと、実に多くの人とあいさつをしているのだ。びっくりするほどの多さだ。
　となりのお姉ちゃん、うしろのお兄ちゃんにも声をかける。
「お母さんは誰とでも、あいさつするよ。あのお姉ちゃん、小学生の時はちゃんとあいさ
つしてたけど、中学生になったら恥ずかしそうにしている。でも、そういう年頃ってある
んだよ。お母さんが声をかけていると、また何年かするとあいさつするようになるよ……」
　小さい私には「何年かするとまたあいさつするようになるよ」という母の考え方は、実
に間のびして思えた。でも、それが教育の根幹と知ったのは数十年を経てからである。

（『「なんで学級経営がうまくいかないのか」を解決する法則　基礎編』
向山洋一・前田康裕著　東京教育技術研究所　11ページより）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　12月号
CONTENTS
●教育コミュニティ 12月号

【連載】
１．教えて！　専門家……佐桑徹氏（経済広報センター常務理事・国内広報部長）
２．社会貢献活動Q&A……回答：橋本信介氏・質問：宮森裕太氏
３．越智敏洋のNPO運営講座９……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●親子で参加！　TOSSの社会貢献活動

・	子ども観光大使で我が子の成長も確認できました！
・	子供がぐんぐん成長していくコミュニティ脳トレ士Jr.

●漫画原作大公開！
・	「社会貢献活動で実感！　子供の成長」……原郁乃氏
	 78 ～ 79ページに掲載している漫画の原作を公開いたします！
	 いただいた原稿がどのように漫画になるのか、読み比べてみると２倍楽しめます。

※編集部からのお知らせ
「教育コミュニティ WEB」では、全国で社会貢献活動をされている方々からの報告を募集いたします。

「公序良俗に反しないもの」「社会貢献活動に関する内容」など、最低限の規準をクリアしたものは全
て掲載いたします（謝礼は発生いたしません）。
　字数は100字～ 1000字程度でご自由に。画像もOKです（著作権にはご配慮ください）。
<contact@tiotoss.jp>まで、件名に「教育コミュニティ投稿」と付けてお送りください。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！

※ 

学
習
障
害
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社
会
貢
献
活
動
で
実
感
！

　子
供
の
成
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我
が
子
と
参
加
♪

　じ
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表
れ
る
五
色
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人
一
首
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今年こそ、もっといい先生になりたい
ー指導力を確実に伸ばすTOSSの教師修業システムー特集

『教育トークライン』1月号
予告　12月15日発行

谷和樹　　堂前直人　久野歩　　田丸義明　
平山靖　　松崎力　　木村重夫　小野隆行　
鈴木良幸　林健広　　岩田史朗　川原雅樹　
許鍾萬　　原田朋哉　岩永将大

編
集
後
記		

▼
教
師
の
働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す

が
、
ト
ピ
ッ
ク
は
時
短
と
部
活
動
休
息
日
の

強
制
な
ど
ハ
ー
ド
面
の
改
革
に
集
中
し
て
い

る
感
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
真
の
働
き
方

改
革
は
仕
事
の
質
の
向
上
を
伴
っ
て
初
め
て

実
現
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
今
月
号
の
特

集
で
は
教
材
研
究
、
授
業
づ
く
り
、
会
議
、

分
掌
の
四
つ
の
業
務
の
質
を
高
め
る
提
案
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
長
谷
川
）

▼
医
学
博
士
宮
尾
氏
は
、
教
師
、
保
護
者
の

気
持
ち
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
分
か
る
の

で
し
ょ
う
。
現
場
を
実
際
に
見
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。
言
語
聴
覚
士
下
妻
氏
は
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
優
し
い
の
で
し
ょ
う
。
子
供

た
ち
を
も
っ
と
丁
寧
に
観
察
し
、
良
さ
を
見

付
け
、
激
励
し
な
け
れ
ば
と
反
省
し
ま
し
た
。

プ
ロ
は
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。（
手
塚
）

▼
高
段
の
先
生
の
実
践
は
、
具
体
的
か
つ
仕

事
の
糧
に
な
る
情
報
ば
か
り
で
す
。
小
数
わ

り
算
の
小
数
点
と
余
り
の
処
理
、
初
見
の
教

材
文
を
そ
の
場
で
授
業
と
し
て
組
み
立
て
る

方
法
、
ま
た
教
材
研
究
の
仕
方
、
本
を
読
む

こ
と
の
重
要
性
、
一
つ
の
こ
と
を
百
年
で
も

や
り
続
け
る
こ
と
の
偉
大
さ
、
理
科
室
の
実

験
用
具
な
ど
の
保
管
の
仕
方
等
々
た
く
さ
ん

学
び
ま
し
た
。（
板
倉
）　

教育トークライン：第516号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
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【お詫び】2019年11月号、６ページ下段の「目は蛍光～」は
「月は蛍光～」の誤りです。お詫びして訂正いたします。

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６・7ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「新学習指導要領
の読み方」

３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL12　パスワード： v8htgy

追究！　アクティブ・ラーニングの向山型社会科授業

像
、

！

本
ま
で



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

v 8 h t g y
（ブイ・はち・エイチ・ティ・ジー・ワイ）

※有効期間：
　2019年11月15日～ 2020年2月14日ID：TL12ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「追究！　アクティブ・
ラーニングの向山型社会科授業」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、林健広氏の
「新学習指導要領の読み方」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

とびなわキング　
　800円（税込）
１回のご注文につき
「級別シール」を２種類
プレゼント！
パスワード：uhp8s4

鉄棒くるりんベルト　
　2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料
無料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料
でお届けいたします。
パスワード：afv6lp

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

『
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10月号
で紹介！

11月号
で紹介！

お申込み先

＆

TalkLine12H2-3_1008.indd   1 19/11/05   11:16



令
和
元
年
11
月
15
日
発
行
（
毎
月
1
回
15
日
発
行
）
第
516
号

発
行
人
：
向
山
洋
一　
編
集
人
：
向
山
洋
一　
発
行
：
東
京
教
育
技
術
研
究
所　
〒
１
４
２
ー
０
０
６
４ 

東
京
都
品
川
区
旗
の
台
２
ー
４
ー
12　

 

印
刷
所
：
株
式
会
社
光
陽
メ
デ
ィ
ア

教
育

12
月
号 

２
０
１
９　

東
京
教
育
技
術
研
究
所

教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン 

12
月
号 

２
０
１
９

特
集
・
T
O
S
S
教
師
の「
超
即
効
」働
き
方
改
革

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年11月15日発行（毎月1回15日発行）第516号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 算数「どちらが　ひろい」
小学2年　国語「かさこじぞう」 算数「三角形の定義」
小学3年　国語「わらい話を楽しもう」 算数「分数」
小学4年　国語「文と文をつなぐ言葉」 算数「変わり方調べ」
小学5年　国語「同じ読み方の漢字」 算数「単位量あたりの大きさ」
小学6年　国語「キャッチコピーを考える」 算数「文章題指導」

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「ずうっと、ずっと、大すきだよ」 算数「どちらが　ひろい」
小学2年　国語「かさこじぞう」 算数「三角形の定義」
小学3年　国語「わらい話を楽しもう」 算数「分数」
小学4年　国語「文と文をつなぐ言葉」 算数「変わり方調べ」
小学5年　国語「同じ読み方の漢字」 算数「単位量あたりの大きさ」
小学6年　国語「キャッチコピーを考える」 算数「文章題指導」

中学校の授業実践
英語「『全国学力・学習状況調査』にも
　　  対応するTOSS型英会話指導法」
公民「日常生活と教科書の内容を結び付け、
　　  学習内容の定着を図る」

特集 TOSS教師の
「超即効」働き方改革
TOSS教師の
「超即効」働き方改革

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 宮尾益知
プロが教える“教室でできる言語療法”…… 下妻玄典
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
発想を引き出す
工作指導

忙しさで“やりがい”を見失わないために
実力派教師が教える時短テクニック‼




